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　本日はよい秋晴れである。

　青年は窓辺のロッキングチェアにゆらゆら揺ゆられながら、窓の外の風景を眺ながめていた。

　一年中降雨量が少なく乾かん燥そうしている故郷と違ちがい、ここフランチェスカ王国は四季の変化が顕けん著ちよである。何でもフランチェスカ王国は真冬になると、外出も困難なほどの豪ごう雪せつに見み舞まわれるという。彼は冬の寒さが苦手なので、雪の季節になる前に故郷に戻もどるべきかもしれない。

　そう考えながら手元の布をいじっていた彼は、ふと眼下の光景に気づく。今、玄げん関かんのポーチを一人の少女が降りたところだった。深しん紅くの上着はフードがくっついており、歩くたびにぴょこぴょことフード部分が弾はずんでいる。

　彼女の姿が人ひと混ごみに消えてしまってからも、彼の琥こ珀はく色の目はじっと大通りの方を見つめていた。

「あの子は確か……。ふーん……ちょっとくらい、楽しめるかな？」

　彼は瞼まぶたに掛かかる黒くろ髪かみを搔かき上げ、にやりと笑った。
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　黄金こがね色の風が吹ふいた。

　友人と一いつ緒しよに学校の廊ろう下かを歩いていたレリンは、目の前を過よぎっていった鮮あざやかな色に一いつ瞬しゆん意識を奪うばわれる。彼女の心を惹ひき付けた「それ」はふわりと空中で一回転した後、開放廊下の床ゆかに音もなく落下した。

「落ち葉……」

「ん？　ああ、本当だ。きれいな色ね」

　一緒にお喋しやべりしていた女子生徒はレリンの呟つぶやきを耳にして立ち止まり、中庭の方に視線を向けてほうっと感かん嘆たんの息をついた。

「すっかり紅葉してきたわねぇ。いい眺め」

「本当にね」

「ほら、あっちの木は山盛りコーンサラダみたい。あっちは卵たっぷりのプリン、そこのはちょっと赤みがかっているから、ニンジングラッセってところかなぁ」

「…………あー、うん。おいしそうな色ね」

「だよね！　あー、お腹なかすいたぁ。お菓か子し食べたい……」

　そう言って物欲しそうな顔で木々を見つめるのは、金きん髪ぱつの少女。制服の上着に付いているフードを目ま深ぶかに被かぶっているので陰かげになってしまっているが、その顔立ちははっとするほど美しい。

　大きな赤茶色の目はくりくりとよく動き、桃もも色いろの唇くちびるはぺらぺらとよく喋る。すんなりとした両りよう脚あしでどこまででも走ってゆき、ぽっきり折れてしまいそうなほど細い腕うでは、「早く行こう、レリン！」とレリンを力強く引っ張ってくれる。

　平民の女子生徒ジェーンとして行動している彼女だが、その正体は我がフランチェスカ王国の次期女王、ルディア・レイ・ステイラー王女殿でん下かである。

　ルディアは空腹を訴うつたえているらしい腹部をさすりながら言う。

「そういえば今日も、ジェーンにお小言を言われたのよ。姫ひめ様さまの代わりに平民用の授業に出るわたくしの身にもなってください、って」

「今度は何をしたの？」

「二階渡わたり廊下から飛び降りたら教室移動時間を短縮できるんじゃないかって、皆みんなの前で提案しただけよ」

「それはジェーン様が正しいわ」

「レリンまで！」

　ぷうっと頰ほおを膨ふくらませる様は、王女というよりごく普ふ通つうの少女。

　ルディアが様々な重責を背負いつつも、年とし頃ごろの少女らしく心穏おだやかに過ごせる時。

　王女でありながらレリンに己おのれのことを「ジェーン」と呼ばせ、心からの笑え顔がおを向けてくれる優やさしい時間。

（そんな時を一緒に過ごせることが……今でも信じられないわ）

　レリンは、王女と比べるとずっと地味な容姿である。茶色の髪かみの毛は毎朝のセットも一苦労なほど癖くせが強いので、ルディアのさらさらの髪に密ひそかな憧あこがれを抱いだいている。学力も十人並みで、この夏に行われた進級認にん定てい試験では裁さい縫ほうのみが「優」、他ほかは軒のき並なみ「可」だった。

　ちなみにルディアの成績はレリンとはほぼ真逆で、裁縫のみが落第ギリギリの「可」だったという。彼女が落第しなかったのはひとえに、試験前にレリンがつきっきりでルディアの課題製作の補助をしたおかげだろう。

「あ、そうそう。レリンって、うちの護衛君とお約束でもしているの？」

「えっ」

　ルディアに話題を振ふられ、思わずレリンは彼女の顔を注視してしまう。見つめられたルディアはふふっと笑い、レリンの目の前でほっそりした指を振ってみせた。

「私の観察眼を侮あなどっちゃ嫌いやよ。有休がいくらあってもなかなか取ろうとしなかったあいつが、大まじめな顔で休きゆう暇か申しん請せいを出してくるんだからね。ふふふ、もうちょっといじってやればよかったかも」

　そういうことか、とレリンは強こわばった笑みを浮うかべた。そうして脳のう裏りに浮かんでくるのは、柔にゆう和わに微笑ほほえむ青年の顔。

　フォルス・バルクール。

　ルディアの側近騎き士しの一人で、侯こう爵しやく家子息でもある青年。

　去年の秋に出会った時から紳しん士し的で、レリンに対して限りない優しさと愛情を与あたえてくれた彼は、今ではレリンにとって誰だれよりも大切な人である。

　裁縫ギルドの一級裁さい縫ほう師し──通つう称しよう「銀の紡つむぎ手」の地位を得て、女王のドレスを仕立てる「王ロイ宮ヤル・裁クチ縫ユリエ師ール」になりたい。そんなレリンの夢を肯こう定ていし、支えてくれた人。去年の冬、意地の悪い養父母に監かん禁きんされていたレリンを助け出してくれた人。来年も再来年も、一緒にいると約束してくれた人。

　そんな人と、今度城下町へ遊びに行くことになっていた。他の人には内ない緒しよにしておこうと思っていたのだが、ルディアには聡さとく気づかれてしまったようだ。

（……でもまあ、ルディア様相手なら噓うそをつく必要もないわね）

「……うん。もう分かっていると思うけど、来週の週末に」

「あはは、やっぱりね！　あーあ……その日が書類の締しめ切りじゃなかったら、私もついていくのに。……あ、ひょっとしてわざと私が忙いそがしい日を選んだとか？」

「……あの、ごめんなさい。フォルス様が、『書類の締め切り日ですから、姫様も俺たちの跡あとをつけたりしないでしょう』とおっしゃったので」

「あーあ……やっぱりフォルスの提案か。まあ、仕方ないわね。お土産みやげだけよろしく」

「ふふ、了りよう解かいよ」

　少女たちは顔を見合わせ、内緒の話をしているかのようにくすくすと笑いあった。
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　待ち合わせは、「いつもの場所」。すなわち聖堂学校の女子生徒にも大人気の、城下町のフォント菓か子し店──通称「三番区カフェ」である。

　この店の女店主は非常に気が利きき、聖堂学校の女子生徒にはこっそりオマケをし、恋こいも応おう援えんしてくれているという。そういった気き遣づかいが、三番区カフェの人気の秘ひ訣けつである。

（少しはきれいに見えるかな）

　カフェに入る前に、レリンは通りがかった店の窓ガラスで自分の姿を確認する。

　茶色の髪はくるくるの癖くせ毛げで、湿しつ気けの多い日は特に撥はねが多くてまとまらなくなってしまう。ここ最近はからっと晴れた日が続いており髪の調子もいいので、今日はちょっと手を掛けて編み込みにしてみた。

　本日の勝負服に選んだのは、先日購こう入にゆうしたばかりのハイウエストワンピース。オレンジと茶色のチェック模様で、スクエアカットされた胸むな元もとにはビーズのネックレスが輝かがやく。丸く膨らんだ袖そでと腰こしの大きなリボンは、フランチェスカ王国で現在流行はやっているスタイルだった。服や靴くつが落ち着いた色合いなので、髪をまとめるバレッタは白いべっ甲こう細工のものを選んでみた。これだけはルディアに借りたので、汚よごさないようにしなければならない。

　三番区カフェの、いつもの席。

　片手を挙げて居場所を知らせるフォルスを見、とくん、とレリンの心臓が控ひかえめに胸を叩たたく。

　王女の側近であり、時期によっては聖堂学校に隣りん接せつする上級学校で剣けん術じゆつも教えている彼は、城下町でも顔が知られている。そのため質素な普ふ段だん着ぎ姿なのだが、やはり彼の内側からにじみ出る育ちの良さは隠かくしようがない。

　滑なめらかな光こう沢たくのある赤茶色の髪に、澄すんだ青緑色の双そう眸ぼう。剣けんを振るう際は凜りんとした面おも差ざしを見せる彼だが、今は目元を柔やわらかく緩ゆるめている。主君である王女ルディアでさえ見ることがないという、フォルスの心からの笑顔である。

「お待たせしました、フォルス様」

「こんにちは、レリン。今日の装いは秋仕様ですね」

「あ、気づきました？」

　向かいの席に座ったレリンは、フォルスの言葉に反応した。ジェーンたちにも助言をもらい時間を掛かけて準備したため、身だしなみのポイントに気づいてもらえると嬉うれしい。

「秋だからこそ着られる服、合わせられる色があると思うのです。見てください、このワンピースは裾すそが短めなので、ペチコートを重ね穿ばきしているのです。ワンピースは町のお店で買ったものですが、ペチコートは自分で縫ぬいました」

「なるほど。確かに、裾から覗のぞくレースが可愛かわいらしいとさっきから思っていましたよ」

「そうでしょう！」

　ワンピースの裾を摘つまんで説明していたレリンは空いている方の手でぐっと拳こぶしを握にぎり、テーブル越ごしにフォルスに詰つめ寄った。

「裁縫ギルドに登録されてからは、ギルドから布をいただけるようになったのです。これまでは授業の余り布を縫い合わせることしかできなかったのですが、ギルドに行けば大判の布を譲ゆずってもらえるのです。その布でこのペチコートも作りました」

「それは有り難がたいですね。譲ってもらえる、ということは無料で？」

「はい。余りものを譲ってもらうので、どうしても布の種類は限られるし、倉庫保管なのでヨレもあります。でも、今の私は自由に使えるお金も限られているので、有り難い限りですね。裁縫ギルドは展覧会や商売だけでなくて、新人の育成にも力を入れてくださっているのですよ」

　今年の春、レリンは王都審しん査さ会で特別賞を受賞したことにより七級裁縫師の等級を得て、裁縫ギルドに名前を登録された。ギルドの名めい簿ぼに名を登録されることが、裁縫師として歩む第一歩である。

　王都に本部を構える裁縫ギルドはギルド会員であれば出入り自由で、倉庫に保管している布や糸の譲じよう渡と、裁縫道具の貸し出しなども行っている。レリンは布だけでなく、立派な裁たち鋏ばさみや金属製の製図用定規なども借りており、毎日手入れしながら使っていた。
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　熱弁を振るうレリンに相あい槌づちを打ちながら聞くフォルスが、ふふっと微笑ほほえんだ。

「……いいですね」

「そうでしょう？　ギルドでは一級裁縫師の方々の作品も展示されているので、時間のある時にゆっくり見て回ろうと考えてまして──」

「ああ、いえ。ギルドの話ももちろんですが、こうしてあなたの話を聞いていると……幸せだな、としみじみ思ったのです」

　そう言って目を細めるフォルス。

　レリンは彼の言葉で、気づいた。

（……あ！　私、注文もせずに喋しやべってばかり……！）

「す、すみません！　私ばっかりぺらぺら喋って……」

「何をおっしゃいますか。あいにく俺は裁縫に関してはからっきしです。だから、あなたが教えてくれることは全すべてが新しん鮮せんで、勉強になる。それに、あなたが自分の好きなことをとても嬉しそうに語っているのを見るだけで、俺も嬉しくなるのです」

「……そうなんですか？　嬉しいのですか？」

「そうなんです」

　テーブル越しににっこり微笑まれると、それ以上突つっ込むのも野や暮ぼだと感じられてくる。

　フォルスが店員を呼び、二人分の飲み物とケーキを注文した。店もそこそこすいている時間だったからか、間もなく注文した品が運ばれてきた。

　フォルスが頼たのんだのは渋しぶめのストレートティーと、漆しつ黒こくのチョコレートケーキ。レリンの前には輪切りのレモンが添そえられたレモンティーに、赤や紫むらさきのベリーがきらきら輝くタルトが運ばれた。

「このタルト、ジェーンが食べたい食べたいって一日に五回は言っていた秋の新作なんです」

「ジェーン？……ああ、うちのパフェ魔ま神じんの方ですね」

　そう言うフォルスの口の端はしがわずかに引きつっている。

　彼は王女ルディアの護衛騎士なのだが、彼らの主従関係は一風変わったものである。フォルスたちは自由奔ほん放ぽうなパフェ魔神──もといルディアにさんざん振ふり回されてきており、フォルスはフォルスでルディアに対して、わりと砕くだけた物言いをすることが多い。

（でも、ルディア様本人がそれを望んでいる）

　今いま頃ごろ学校でヒイヒイ言いながら書類を仕上げているだろう親友のことを思い、レリンはくすっと笑った。

　物言いはわりとぞんざいだが、その頭脳を買われているフォルス。

　姫様第一で頑がん固こ一直線、無骨だがその真っ直すぐさが王女の信しん頼らいを得ているジオドール。

　影かげ武む者しやとして立ち回り、書類仕事でも日常でも陰かげから支えている本物のジェーン。

　三人の騎き士したちは生まれも性格も異なる。異なるからこそ、あの明るくて行動的な王女を様々な方面から支えることができるのだろう。

（それに、私も）

　平民出身で、戦う力を持たないレリン。だがきっと、レリンにしかできないことがある。

　ルディアは、レリンを友だちに選んでくれた。それはきっと、レリンにしかできないことがあり、王女がレリンを求めているからだ。

　冬の世界に閉じこめられる時期は終わった。

　今のレリンは、歩ける。

　自分で道を選び、進むことができる。

　──他ほかのことを考えていたからか、手元がおろそかになっていた。

　タルトを切り分けようとしていたナイフの先が滑すべった。カチャン、と皿にナイフを叩きつけてしまい、タルトの破は片へんが飛ぶ。

「あ……」

「レリン、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　向かいの席で上品に紅茶を飲んでいたフォルスが声を上げ、レリンの手元を鋭するどい眼まな差ざしで見てくる。

「手に怪け我がはありませんか？」

「あ……はい。すみません、大きな音を立てて──」

「考え事ですか？　ケーキ用のナイフは肉用ほど鋭くないとはいえ、力を入れたら皮ひ膚ふが切れることもあります。気をつけてくださいね」

「……はい」

　レリンが素す直なおに頷うなずくと、フォルスはほっとしたように肩かたを落として店員を呼び止め、新しいカウンタークロスを持ってきてもらった。

（フォルス様は、優やさしい）

　店員からクロスを受け取り、テーブルを拭ふきつつレリンは思う。

　レリンがかつて養父母からどのような仕打ちを受けていたのか知っているからか、フォルスはあらゆる場面でレリンに気を遣つかってくれる。それは彼がレリンを大切に思ってくれている証あかしに他ならないだろう。

　だが──最近、ふと頭の中を過よぎることがあるのだ。

　フォルスは優しい。

　だがその優しさは、レリンへの愛情ゆえなのか。

　今日のように出かけることはたびたびある。だが、レリンたちの関係はいわゆる「恋こい人びと」と呼ばれるものなのだろうか。

　──贅ぜい沢たくを言ってはいけない、と冷静なもう一人の自分が警告している。

　侯こう爵しやく家子息のフォルスが、これだけ心を砕いて接してくれているのだ。本当なら、平民のレリンでは一いつ緒しよにお茶することはおろか、彼の近くに立つことすら叶かなわないというのに。

　ルディアをきっかけに知り合ったフォルス。後に、初対面が去年の秋ではなくてずっと昔、子どもの頃ころであることを知った。全ては、ルディアの編入という大きなきっかけがあったから。

　それがなければ、十年近く前にレリンがフォルスにあげたハンカチはレリンの手元に戻もどらず彼の実家に眠ねむったまま、レリンは過去の出で逢あいを思い出すことも、養父母の圧制下から逃のがれることもできなかっただろう。

　か細い糸によって紡つむがれた、奇き跡せきのような出来事。

　──欲張りな自分が囁ささやく。

　一言、尋たずねればいい。「フォルス様は、私のことが好きなのですか。私たちは、恋人同士なのですか」と。

（ううん、我が儘ままを言うことなんて、できないわ）

　冷静な自分と一緒に、レリンは心の声を押し殺した。

　フォルスを困らせたくない。

　それ以上に──フォルスの口から、「いいえ」という返事が為なされるかもしれないと思うと──怖こわい。

　もしかすると、彼がレリンに抱いだいているのは男女間に生まれる愛情ではなく、庇ひ護ご欲なのかもしれない──最近、そう考えるようになっていた。

　暗い世界に閉じこめられていたレリンを哀あわれに思い、手を差し伸のべてくれた。それは、兄が妹を気遣うのと同じ意味での「愛情」なのかもしれない。

（それでもいい、いいの）

　レリンはすうっと深呼吸した後、切り分けたタルトを口に運んだ。

「甘あま酸ずっぱい、秋の新味覚！」と絶賛されているベリータルトだが、ただただ酸っぱいだけだった。




　フォント菓か子し店を出た後、城下町を回ってルディアたちへのお土産みやげなどを買ったりしていると、あっという間に日が暮れてしまった。

「日も暮れてきましたし、そろそろ戻りましょう。学校の裏門前でパフェ魔神と待ち合わせしてますしね」

「……ああ、そういえば今日一日で仕上がったはずの書類を、フォルス様がそのままお城まで持って帰るのでしたっけ」

「ええ。……ジェーンが魔神の尻しりを叩たたいてくれたはずなので、完成しているかと」

　フォルスと手を繫つなぎ、聖堂学校へと続く緩ゆるやかな丘おかを登っていく。王都のはずれに位置する学校の壁かべはくすんだ白色のため、西側の壁が陽光を浴びて鮮あざやかな深しん紅くに染まっていた。

　丘を登った先の聖堂学校裏門前には、鮮やかに紅葉した広葉樹が等とう間かん隔かくに並んでいる。はたしてそこに、金きん髪ぱつの美少女が待ちかまえていた。

　いつも通り頭からすっぽりフードを被かぶっているので目元は隠かくれているが、桃もも色いろの唇くちびるの端がかなり急な角度につり上がっている。

「……おっかえりー。フォルスがあまりにも遅おそいから待ちくたびれて、私は広葉樹の一員になってしまうところでしたー」

「なってくれても構わなかったんですけどね」

「ふーん？　樹木になった責任は、取ってくれるの？」

「丸太にして女王陛下に献けん上じようします」

「うわ、お母様に渡わたされた日には、暖だん炉ろの薪まきもしくは剣けんの試ためし切り用の材木になっちゃうわぁ。却きやつ下か」

　ルディアとフォルスの間でぽんぽんと言葉の応おう酬しゆうが為される。レリンも最初の頃は、フォルスが王女に対してこんなに気軽に話してもいいのだろうかと気を揉もんでいたのだが、いずれそれもやめた。彼らは彼らなりに、このやり取りを楽しんでいるようだからだ。

（……でも傍はた目めから見たら、ルディア様とフォルス様の方が仲よさそうに見えるわよね）

　今度は書類の引き渡しで悶もん着ちやくを起こし始めた二人を少し離はなれたところから見つめるレリンは、そっと胸に手をやった。

　先ほどから、胸がつきつきと痛む。

　フォルスがルディアを「手の掛かかる主君」と思っているのと同様に、ルディアもまたフォルスに対して「頼たよれる臣下」以上の感情を抱いていないのは分かっていた。むしろ彼女はもう一人の男性護衛騎士ジオドールの方がお気に入りで、昨年冬の女王生誕祭でも、ジオドールにお手製の鍋なべ敷しき──のようなハンカチを贈おくったくらいだ。裁さい縫ほうの腕うで前まえがよろしいとはいえないルディアだが、ジオドールは大切そうにハンカチを胸ポケットに入れていた。彼もまた、ルディアに対して主君としてだけでなく、それ以上の想おもいを抱いているのだろう。

　たとえルディアとフォルスの方がお似合いに見えても、実際両者にそういった類たぐいの感情はないはずだから、心配する必要はないはず。

（それでも──）

「……ハイハイ。今度からはもっと計画的に進めるから、今日のところは勘かん弁べんしてちょうだい」

　レリンが考え込んでいる間に、ひとまずの決着は付いたようだ。

　ルディアがフォルスの胸に書類を押しつけ、続いて彼の手元の袋ふくろに目め敏ざとく気づいた。

「……で、それはもしかして、この私への貢みつぎ物？」

「せめて、贈り物と言ってください。それにこれは俺からというより……レリン」

「……あ、はい。ジェーンは今日一日書類仕事を頑がん張ばったのだから、お土産を買ったの」

「えっ、レリンが買ってくれたの？　ありがとう！」

　とたんルディアはぱあっと顔を輝かがやかせ、フォルスから袋を受け取った。今日の土産は、蜂はち蜜みつキャンディである。

「お金の都合で、大袋は買えなかったけど……」

「ううん、すっごく嬉うれしい！　ありがとうレリン、大好き！」

　そう言ってルディアはレリンに抱きついてきた。二人の身長はほぼ同じくらいなので、元気よくジャンプしながら飛びつかれて、レリンの体がぐらつく。ルディアもろとも倒たおれなかったのは、すかさずフォルスが背後で支えてくれたからだ。

「まったく……それではそろそろ俺は城に帰ります。レリン、今日は楽しかったです。……これから先、ちょっと仕事が忙いそがしくなるのでなかなか会うことはできなくなるのですが、また時間の取れた時にお会いしましょう」

「そうなんですね……分かりました。今日はありがとうございました、フォルス様」

　ルディアに抱きつかれたまま、レリンは答えた。

　フォルスは被っていた帽ぼう子しのツバをちょっと下ろして会え釈しやくし、レリンたちに背を向ける。彼のすらりとした長身はあっという間に丘を下っていき、やがてそれも茜あかね色いろの夕日にかき消されるようにして見えなくなってしまった。

「蜂蜜蜂蜜……今日一日ジェーンにも手伝ってもらったし、寮りように戻ったら三人で食べよっか！」

　レリンから離れてキャンディの袋を大切そうに抱だきしめるルディアは、本当に嬉しそうだ。王宮ではこんなちょびっとの安物キャンディではなく、もっと高級でもっとおいしい菓子を大量に食べられるはずなのに。

　そんな身の上にもかかわらず、心の底からレリンのお土産を喜んでくれるルディア。

「大好き！」と言って抱きついてくれるルディア。

「……あの」

「あー、でも先に晩ご飯だなぁ……ん？　どうしたの？」

「相談があって……その、フォルス様のことで」

　おずおずとレリンが切り出すと、とたんにルディアは笑え顔がおを引っ込め、真顔でこちらを見つめてきた。

「……あいつが何かした？　まさか公衆の面前でとんでもないことをやらかしたとか？　心配無用よ。もしそうならこの私が正義の鉄てつ槌ついを──」

「ううん、そうじゃないの」

　中庭をゆっくり歩きつつ、レリンはルディアに本日のデート中に考えていたことを相談してみた。

「……ふんふん、なるほど。あいつの本心が分からない、と」

　一通り話し終えると、ルディアは足を止めた。ちょうど目の前には、学校お抱かかえの庭師が手入れしたささやかな花か壇だんが広がっていた。

　秋はあっという間に日が暮れる。先ほどまでは茜色だった世界が、うっすらと夜の色に染まりつつあった。

「そうねぇ……私があなたたちを見た感想を言わせてもらうと、確かにレリンの考えにも一理あると思う。なんというか、恋こい人びとというより保護者っぽいというか」

「保護者……」

　やはりそのように見えるのだ。

　レリンは後ろ手に手を組み、ふうっと息をついた。

「……フォルス様にとって、私なんて妹みたいな存在なのかしら」

「そんなわけないでしょ！……と言いたいところだけど、胸を張って反論できないのが申し訳ないわ。でも、五年の付き合いである私から言わせてもらうと──たぶん、これもあいつなりの気き遣づかいの形だと思うの」

「……フォルス様が、私を気遣ってらっしゃるの？」

「うん、まあ、過保護といえば過保護なんだけれどね。大切だからこそ、傷つけたくない。あなたの肩かたの力がもっと抜ぬけてから仲を深めていきたい──そんなところかしらねぇ」
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　ルディアの指し摘てきに、思わずレリンはびくっと肩を強こわばらせた。

（ルディア様は、気づいていたのね……）

　まだ、レリンが肩の力を抜ききれていないことに。

「とはいえ、あくまでも第三者の意見に過ぎないわ。……あいつ、側近の仕事中はこっちが舌を巻くくらい頭が回るし鋭するどいのに。これはレリンが悩なやんでも仕方ないわ」

「いいのよ、ジェーン。私は今のままでも満足しているから──」

「自分の感情を殺すのが正義じゃないのよ、レリン」

　すぱっとルディアは言い放った。いつになくはっきりした物言いに、レリンは息を吞のむ。

　だが語調に反し、フードの下から覗のぞくルディアの眼まな差ざしは柔やわらかかった。彼女は緩く首を横に振ふり、レリンの肩をぽんぽんと叩たたく。

「……我が儘ままな子になりなさい、レリン」

「……ルディア様」

「そう、例えば私くらい」

「う、うん。考えておく」

　秋の夜風は、冷たい。

　だがルディアに触ふれられている肩だけ、ほんのり温かかった。
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　ジェーン・ファシエは王城の廊ろう下かを歩いていた。

　すらりとした身体からだを包むのは、臙えん脂じを基調とした騎き士し団服。フランチェスカ王国を支える二つの騎士団のうち、女性のみが所属する「薔ば薇ら騎士団」の制服である。フォルスやジオドールたちが所属する「黒騎士団」の制服が黒と紫むらさきの布地に金の装そう飾しよくという組み合わせであるのに対し、「薔薇騎士団」は臙脂とクリームの布地に、銀の装飾である。

　聖堂学校で平民クラスにいる時は、ルディアのまねをして明るくお転てん婆ばな人格を演じている彼女だが、実際は真ま面じ目めで冷静な女騎士である。

　長ちよう靴かのかかとを鳴らして立ち止まり、ジェーンは豪ごう奢しやなドアの前で一礼する。

「ジェーン・ファシエ、戻もどりました。ルディア殿でん下かから書類をお預かりしております」

「ご苦労、ジェーン。入ってくれ」

　同どう僚りようの声が返ってきた。入室の許可を得たジェーンは侍じ従じゆうが開けたドアから部屋へと足を踏ふみ入れた。

　ここは、王女ルディアの執しつ務む室。ただし現在部屋の主あるじは聖堂学校で勉強中なので、出入りするのは数名の侍従と王女の護衛騎士たちくらいだった。

　主不在でも、騎士たちには仕事がある。地方から手紙が届き、貴族から茶会や舞ぶ踏とう会への招待状が送られる。側近たちで片づけられるものは早めに処理をし、王女本人の確かく認にんが必要なものはまとめて聖堂学校に持っていくことになっているのだ。

　執務室には、フォルスとジオドールがいた。先ほどジェーンの叩こう扉ひに応こたえたフォルスが顔を上げ、ペン片手に頰ほお杖づえをつく。

「……お疲つかれ。姫ひめ様さまからの書類は？」

「ぶうぶうおっしゃりながらも相当な速度で仕上げなさったわ。ジオドール、地方からの手紙の返事を郵送するように。あとフォルス、貴族からの招待状への返事は全すべて『欠席』とのことで預かっているわ」

「まあ、妥だ当とうだろうな」

　フォルスはルディアがしたためた手紙を受け取り、億おつ劫くうそうに前まえ髪がみを搔かき上げる。

　王女は女王の命令で聖堂学校で勉強しているのだから茶会やら舞踏会やらに顔を出せるわけがないというのに、連日お誘さそいの手紙が届くのだ。

　巌いわおのような巨きよ体たいを持つ青年騎士ジオドールが、何も言わずにジェーンから手紙の束を受け取って郵送手続きを始める。

　聖堂学校にいるルディアとの書類のやり取りは、フォルスかジェーンが行う。ルディアを敬愛するジオドールも行きたがっていたのだが、「おまえが行くと聖堂学校の女子生徒たちが怯おびえる」とフォルスに言われ、ルディア本人からも「ジオはわたくしの執務室を守ってね」とお願いされたものだから、黙だまって引き下がってくれた。

　ジェーンもフォルスの手伝いをしようと筆記用具を出したところで、侍従の一人が時計を見上げて一礼した。

「間もなく休きゆう憩けい時間でございます」

「……ああ、もうこんな時間か。ジェーンも帰ってきたばかりで疲れているだろうし、休憩するぞ。ジオも座れ。おまえ、昼からずっと動きっぱなしだろう」

「俺はそれくらいで弱ったりはしない」

「そういう問題じゃないだろ。適てき宜ぎ休憩を取るようにということは、姫様からも口を酸すっぱくして言われている」

「つまりは、休憩を取ることも姫様のご命令なのよね」

「よしすぐに休憩するぞ、フォルス、ジェーン！」

　素す直なおなのは、ジオドールの美点と言っていいだろう。

　ソファに移動した三人の前に、侍従が淹いれた茶が運ばれる。休憩時間になるとほんの少しだけ緊きん張ちようも和やわらぎ、態度や口調も砕くだけたものになってくる。

　茶ちや菓が子しを摘つまんでいたジェーンは、ふと顔を上げてフォルスを見た。

「ああ、そうそう。フォルスには姫様から個人的な伝言を預かっているのだけれど──」

「何っ、フォルス貴様、姫様とそういう仲だったのか!?」

　ジェーンの言葉に、当の本人フォルスよりジオドールの方が素早く反応した。

　彼はもともと鋭い眼差しをさらにきつくし、隣となりに座るフォルスに摑つかみかからんばかりの勢いで詰つめ寄った。

「フォルス！　貴様は姫様に対して何という──」

「何もしてないしそんな趣しゆ味みはないっての。それと顔、近い。あと、おまえはその握あく力りよくで姫様お気に入りのカップを破は壊かいする気か」

　ジオドールの手の中で、ルディア自ら選んだという華きや奢しやなカップがミシミシ悲鳴を上げていた。

　我に返ったジオドールがしょんぼりとしてカップのひびを指先でなぞる傍かたわら、ジェーンが冷静に言う。

「姫様からの伝言。『女心の分からないやつは、馬に蹴けられてしまえ』」

「…………は？」

　茶菓子に手を伸のばしていたフォルスは、ジェーンの無機質な言葉に眉まゆ根ねを寄せた。

「女心？……ああ、丸太の件を根に持ってらっしゃるのだろうか」

「……丸太が何のことかは知らないけれど、たぶん違ちがうでしょうね。わたくしが伺うかがった限りでは、レリン様に関することではないかと」

「レリン？」

「……あなたのことで悩んでいるそうよ。とりわけ、今の自分たちの関係に思うことがあるみたいで。心当たりはないの？」

「……」

　言い返そうと口を開いたフォルスだが、すぐに閉とざした。眉み間けんに皺しわを寄せる様子を見るに、彼にも何かしらの思い当たる節があったのだろう。

　ジェーンはしばらくの間フォルスを見つめた後、ふうっと息をついた。

「……会いに行くのが一番の特効薬なのだろうけれどね。悪いけれど、ここしばらくは時間の融ゆう通ずうはできないわ」

「分かっているし、レリンも知っている。……ジェーン、手紙を頼たのんでもいいか」

「ええ、それくらいなら」

　ジェーンは少しだけ頰を緩ゆるめ、窓の外を見やった。

　夜でもあちこちに光の躍おどる、王都サランの町並み。そこから離はなれた閑かん静せいな丘きゆう陵りよう地ち帯たいにも、ぽつんと光が灯ともっているのが遠目に見える。

　ジェーンにとってもかけがえのない友である、レリン。

　どうか、彼女の不安が少しでも解消されるように。
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　その日、裁さい縫ほう授業の後でジェーン・ファシエが手て渡わたしてきたのは象ぞう牙げ色の封ふう筒とうだった。

「フォルスからあなたへと、預かりました」

　いつもルディアのふりをしている時とは一転、低く落ち着いた声でジェーンは言った。彼女はルディアの影かげ武む者しやとして言動だけでなく、声すらも王女のそれをまねているのだ。ルディアの「裁縫が壊かい滅めつ的に苦手」という特とく徴ちようも見事にトレースしている、凄すご腕うでである。

　手紙を受け取ったレリンは、はっとしてジェーンを見つめた。

「……フォルス様から？」

「はい。……わたくしも本心では、あなたとフォルスを頻ひん繁ぱんに会わせて差し上げたいのです。しかし騎士団の職務があり、それも難しく……今後もこうして、あなた方の手紙のやり取りのお手伝いでもさせていただけたらと思っております」

「……ありがとうございます、ジェーン様」

　ジェーンに礼を言ったレリンは、すぐさま寮りようの自室に駆かけ戻もどった。この後が空き時間でよかった。きっとジェーンも、レリンが他人を気にせずゆっくり手紙を読める時間を見計らって渡してくれたのだろう。

　封筒は一いつ般ぱん的な量産型のもので、差し出し人名も宛あて先さきも書かれていない。

　フォルスとはしばしば手紙のやり取りをしているのだが、二者が特定されないよう、手紙には名前を書かないことにしていた。手紙を送るとなると、橋渡しをしてくれるのはたいていジェーンだ。郵便機関を利用するわけでもないので、名前を書く必要はない。もし誰だれかに拾われた際に厄やつ介かいごとにならないためである。

（フォルス様、お忙いそがしいのに手紙を書いてくださったんだ……）

　この前に城下町に遊びに行った際、「冬に向けて予定が詰まっているので、これからはあまり時間が取れそうにない」という話を聞いていた。王女護衛騎き士しという彼の職務を考えれば多た忙ぼうであるのも仕方ないと、レリンも割り切っている。

　手紙には丁てい寧ねいな字で、レリンを不安にさせていたことへの詫わびが記されていた。「いずれ、直接話しましょう」との一言を添そえて。

（フォルス様にも気づかれちゃった）

　手紙だけでは、彼がどう思っているのかは分からない。だがレリンとしても、大切なことは文字ではなく直接聞きたかった。

　それに、フォルスが多忙なのは分かっている。王女の側近としての仕事を三人──ジェーンは基本こちらにいるので、実質ジオドールとの二人──で回しているので、有休もなかなか取れないのだ。

　そんな多忙な中でも、彼は筆を執とってレリンのために手紙を書いてくれた。レリンが不安に思っていることを理解し、解決しようとしてくれている。

（ルディア様。私は本当に、満足しているのですよ）

　現在、王女として授業に出ている親友ルディアへと語りかける。

（感情を押し殺しているわけじゃない。次にフォルス様に会えた時には──ちょっとだけ、我が儘ままになるから）

　レリンはフォルスからの手紙を三度読み直した後、ふーっと息をついた。

（……そうだ、フォルス様にも報告しておかないと）

　レリンは立ち上がり、窓辺へと向かう。そこにあるのは、帽ぼう子し掛かけとハンガーを改造して作ったトルソー。やや不格好なそれを覆おおうのは、薄うす青あお色のショール型外がい套とうである。

　貴族の婦人が普ふ段だん着ぎとして着用するドレスは重ね着によるアレンジがしやすい。簡素なジャケットで乗馬用、厚手のウール素材コートで冬季の外出用、シルク製の柔やわらかなショールで室内用と、上に纏まとうものを替かえるだけで使用場面を切り替えることができるのだ。

　どうやらこれは女王メルテルの影えい響きようが大きいらしく、王女であるルディア曰いわく、「お母様は乗馬から帰ったらドレスの上着を替えるだけで、そのまま執しつ務む室で公務をなさる」とのことである。

　レリンは裁縫ギルドが提供してくれる布の中から、一番手て触ざわりのよい綿を選んでショート丈たけの外套を縫ぬった。一般の女性用外套にはポンチョ型のものが多いのだが、レリンが作ったものは広げると角の丸い逆三角形になっており、体前面の丈が短く、背面が長いというデザインになっていた。

（……うん、薔ば薇らの模様もきれいに浮うかび上がっているわね）

　その場にしゃがんで布地をなぞりつつ、レリンは外套の出来を確かく認にんする。

　裾すそ部分に象牙色の布でフリルを取り付けた他ほかにも、生き地じには青系統の刺し繡しゆう糸で細かな薔薇模様を刺繡した。使用した刺繡糸は、三種類。藍あいに近い濃こい色と、ほとんど布地と同じ青色と、水色に近い薄い色。光の当たり具合によって、濃のう淡たんの違う三種類の薔薇が浮き出て見えるのだ。

　イメージは、秋の青空に浮かぶちぎれ雲。この季節にぴったりな、庭園散策用の外套である。

　デザインから完成まで半月ほど掛かかり、その間他の作品はなかなか作れなかった。そうまでしてレリンがこの外套製作に時間を掛けたのには、理由がある。

（マダム・ローレル主しゆ催さいの展覧会は……明後日あさつて）

　壁かべ掛かけカレンダーの明後日の箇か所しよには、丸印が描かかれている。これを書き込んだ当時の自分のはしゃぎっぷりがよく分かる、枠わくからはみ出た大赤丸である。

　裁縫ギルドの一級裁さい縫ほう師しであるマダム・ローレル。彼女は平民出身でありながら女王メルテルの「王ロイ宮ヤル・裁クチ縫ユリエ師ール」を務めている。女王のドレスはもちろん、王子王女の服の多くをマダム・ローレルが手がけているのだという。

　そんな彼女が此こ度たび、展覧会を主催するのだ。彼女は城下町の自じ邸ていでたびたび展覧会や品評会を開催していた。彼女の展覧会は見学するのに事前申し込みが必要で、しかも競争率が半はん端ぱでないため予約を取ることも毎度困難だと言われている。

　だが今回、聖堂学校の裁縫教師であるシスター・イデアの事前申し込みが通った。彼女は「聖堂学校で裁縫を習う平民の女子生徒たちに、体験学習をさせたい」と申しん請せいし、マダム・ローレルの承認を受けられたのだという。

　入場料なども特に必要ないので、裁縫教室の皆みなは大興奮だった。何せ、「王宮裁縫師」の作品を間近で見られるだけでなく、事前申し込みすればマダム・ローレルその人に会うこともできるのだ。

　平民出身のマダムは、レリンたちの憧あこがれの星。平民でも女王の信しん頼らいを得られるのだと、その身で証明する大英えい雄ゆうでもあるのだ。

（そんなマダムにお会いできる。会うだけではなくて、お話しすることもできる）

　他のクラスメートたちは見学だけで十分だと言っていたが、レリンはせっかくだからと、自分の作品を持ち込むことにした。

（「王宮裁縫師」の、マダム・ローレル……）

　レリンは薔薇の模様を指でなぞりつつ、噂うわさでしか聞いたことのない女性へと思いを馳はせる。

　マダム・ローレルは後進の育成にも努めており、裁縫教室なども積極的に開いている。また、彼女主催の展覧会に自作品を持ってきたなら、一対一で品評してくれるのだという。シスター・イデアがマダムに個人相談の予約を取ってくれたので、レリンは明後日持ち込むための作品を作ってきたのである。

「王宮裁縫師」は、レリンの一番の目標である。女王専属の裁縫師になる──すなわち、次期女王であるルディアの側近になるのだ。

　フォルスたちと違ちがい、レリンには財力も身分も腕わん力りよくも知力もない。このままでは、女王になるルディアや側近たちと共に歩むことはできない。

　女王となるルディアを支えるため。

　そして、フォルスたちと共に歩むため。

（「王宮裁縫師」になるのなら、挑いどまないといけない）

　そのために、この外套を仕上げたのだ。

　控ひかえめな光こう沢たくを放つ外套をじっくり見つめた後、手早く外出の仕し度たくをした。フォルスへの返事を書くのに使うレターセットを買いに行くために。




　おかしい。

　レリンはレターセットだけ買いに城下町に降りたはずである。だから手て提さげ一つ持っていけば十分事足りるはずだと読んでいたのに。

（どうしてこんな大荷物になったのかしら？）

　今、レリンは合計四つの紙かみ袋ぶくろを手に、大通りを歩いていた。一つ一つの重量はそれほどでもないのだが、これだけあればかさばるし、購こう入にゆうしたものが袋の中でぶつかり合ってカチャカチャと音を立てていた。

「文ぶん房ぼう具ぐ屋に行ってくるわ」と、廊ろう下かですれ違ったヨランダたちに話した。するとヨランダたちが、「ついでにお願いしたいものがあるのだけど」と遠えん慮りよがちに申し出てきた。レリンは快く受け入れた。

　続いて、ルディアとすれ違った。ルディアは、「町に行くなら、お茶菓が子しを頼たのんでもいい？」と問うてきた。レリンはもちろん、と答えた。

　校門前で、騎士ジェーンのことを思い出した。彼女にはいつも手紙のやり取りなど世話になっているので、何か土産みやげを買うべきだろうと考えた。

　そうしてこうなったのである。

（……ま、まあ重いものはないし、引き受けたのは私だし、ヨランダたちからは後で代金はもらうし……）

「……やあ、そこの可愛かわいいお嬢じようさん。ちょっといいかな？」

（あ、そういえばそろそろ授業用の針が古くなってきたし、裁さい縫ほう用品店にも寄っていきたいな。いや、でもこれ以上荷物を増やしたら……）

「あー、待って待って。君だよ君、えーっと……レリンだっけ？」

「え？」

　名指しされ、考え事をしながら歩いていたレリンは足を止めて振ふり返った。

　大勢の人や馬車が行き来する大通り。レリンの数歩分後ろから、大きな荷物を小こ脇わきに抱かかえた若い男性が歩いてきているところだった。彼はレリンが立ち止まったのを見て、大きく手を振ってくる。

（私を呼んだのは、この人？　でも……誰だれ？）

　歩み寄ってくる男性の姿に、レリンは内心首を傾かしげる。

　癖くせ毛げなのか寝ね癖ぐせなのか、思い思いの方向にくしゃくしゃピンピン撥はねた黒くろ髪かみに、くっきりした二ふた重えが特とく徴ちよう的な琥こ珀はく色の目。肌はだの色は浅黒いが、雰ふん囲い気きからして日光の下もとで仕事をしていて焼けた色ではなく、地じ肌はだの色なのだろう。

　着ているのは長なが袖そでシャツにズボンという普段着だが、彼の容姿とはなんとなくかみ合っていないような気がする。そんな青年はレリンの元まで来て、にっこりと愛あい想そよく笑った。肌が浅黒いので、笑うと歯の白さが際きわ立だって見える。

「よっ、久しぶりレリン。僕のこと、覚えている？」

「えっ」

　自分の顔を指さす青年に言われ、レリンは彼の顔をまじまじと見つめる。

「…………どちら様でしょうか？」

「あー……やっぱり覚えてないかな。ほら、春の審しん査さ会でご一いつ緒しよしただろう？」

「審査会……」

「そ。君は滅めつ多たに出てこないという特別賞受賞者だったから、僕の中でも印象深くなっていたんだよね。僕はドラン・エル・ロランソ。審査会では優ゆうし秀ゆう賞を受賞したんだけど……思い出した？」

「ドラン様……あ」

　名前と受賞クラスまで名乗られて、やっとレリンも思い出した。

　春の王都審査会の受賞者は、レリンを含ふくめて四人。その中の第二位である優秀賞には、異国風の顔立ちの青年裁縫師が選ばれたのだった。

　同じ「春」というお題でも、彼が仕上げた刺繡はレリンの考える「春」の枠を超こえていた。彼は異国出身なので、彼の想定する春はフランチェスカのそれとは全く違う。──レリンはその時、国による文化の違いに改めて気づくことができたのだった。

「思い出しました！　そ、その節は私を逃にがしてくださり、ありがとうございました！」

「え？……ああ、そっか。授賞式の後でもみくちゃにされそうだったから、君を先に裏口から帰らせたんだっけ」

　青年裁縫師ドランはにっと笑い、レリンの顔を見てうんうんと頷うなずく。

「やー、それにしても懐なつかしいな。審査会からもう半年も経たつのかな？　フランチェスカは季候がいいからなぁ、時間の経過もあっという間に感じられるよ。僕は今、ギルドの三階で寝ね泊とまりしているんだけど、もうちょっとこの国にいたいなー、って思ってたところなんだ」

「まあ、それはフランチェスカ国民として嬉うれしいですね。……あの、それで、私に何かご用ですか？」

「……そうだなぁ、可愛い子を見かけたから、お茶にでも誘さそおうと思ったってところ？」

　なるほど、とレリンはどこか得意げなドランの表情を見て頷いた。確かに今日は天気もいいし、フランチェスカにはよい喫きつ茶さ店が多く建ち並んでいるし、絶好のデート日和びよりである。

「そうですか。でしたら早くそのお方を誘われたらよろしいでしょう」

「へ？」

　ドランは間の抜ぬけた声を上げた。なぜそんなきょとんとした目でレリンを見るのだろうか。

「あ、そうだ。ドラン様にはお礼をしないといけないですからね。私のとっておきを教えます。女性と一緒に行くなら、三番区カフェがおすすめですよ！　今なら季節限定のベリータルトが好評で──」

「そ、そうか。それじゃ君を誘おうかなぁ？」

「私はこれから学校に戻もどらないといけないので」

　レリンはちらと空を見上げた。

（もうすぐ夕方……ジェーン様に手紙を託たくしたいから、早く戻らないと）

　裁縫用品店に寄る時間はなさそうである。

「そういうわけですので、失礼します。どうぞ三番区カフェをご贔屓ひいきに！」

「…………あ、うん。えーっと……それじゃ、また今度な！」

　ドランは苦笑いをして手を振った。レリンもお辞じ儀ぎをした後、踵きびすを返した。

（ドラン様かぁ……久しぶりに会えたわね）

　先ほど彼は、「ギルドの三階で寝泊まりしている」と言っていた。レリンがたびたびお世話になっている裁縫ギルドの三階は、裁縫師なら格安で寝泊まりできる宿屋のような役割を果たしていると聞いたことがある。

（今度ギルドに行ったら、ドラン様にまた会えるかな？）

　その時にまた話をしたいところである。
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　二日後。

　レリンたち裁縫クラスの生徒たちはシスター・イデア先導のもと、マダム・ローレルの屋や敷しきに向かった。王都のはずれにある聖堂学校からマダムの邸てい宅たくのあるエリアまでは、そこそこ距きよ離りがあったため、馬車を呼んで分乗することになった。

　今回の展覧会には、各学年から希望を出した生徒たちが参加することになっている。希望者は各学年三人程度なのだが、レリンの所属する四年生だけ六人と多めに希望を出しており、四年生だけで馬車一台を借りることができた。

「王家御ご用よう達たしの裁縫師の作品が見られるんだよね!?　私、昨日から寝られなくって！」

　箱形馬車の中で、同級生たちがはしゃいだ声を上げている。

「そうそう！　一級裁縫師が作ったドレスなんて、私たちじゃあ拝むこともできないもんね」

「堪たん能のうするわよ！」

「ジェーンも来たらよかったのにね……宿題だっけ、レリン？」

「うん。今日は図書館に籠こもるそうよ」

　レリンは当たり障さわりなく答えておいた。

　皆みなの言うジェーンとはもちろん、王女ルディアのこと。制服のフードで顔を隠かくせる学校内ならともかく、マダムの邸宅には貴族も多く訪おとずれるので、王女の顔を知っている者がいてもおかしくない。王女が平民の授業に参加しているというのは極ごく秘ひ事じ項こうなので、万が一があってはならない。そのためルディアは学校で留守番をすることにしたのだ。加えて本人曰いわく、「マダムにはしょっちゅう会っているし、ドレスも……ねぇ？」とのことだ。

　馬車は市街地を抜け、煉れん瓦が舗ほ装そうされた街路を進む。煉瓦舗装の道は貴族階級者の邸宅エリアに繫つながるため、友人たちは窓に張り付くようにして車窓から見える風景に見入っていた。

「わあ……お城みたいなのがたくさん！　あれが自宅なの……？」

「あそこなんて、広い庭ねぇ……ちょ、噴ふん水すいがあるわ！」

「自宅に噴水を作るお金があったら、私なら三番区カフェの新作を食べ尽つくすわ！」

「右に同じ！」

　平民として生まれ育ち、質素堅けん実じつな聖堂学校で青春時代を過ごしているレリンたちにとって、邸宅エリアはまさに夢の世界。今年の春に一度本物の王城に参上したことがあるレリンでさえ、立派な邸宅や洒落しやれた庭には目を奪うばわれた。

　馬車は煉瓦道を進み、やがてひとつの邸宅前で停車した。庭が広い割に花か壇だんや樹木は少なく、馬車が通りやすいように庭の中まで煉瓦で舗装されていた。

　もともと馬車を停とめるために造られた庭であることが分かる広場には既すでに十台近い馬車が停まっており、従者を従えた貴婦人や貴族の夫ふう婦ふ、華はなやかなドレス姿の少女などが邸宅へと向かっていた。

　レリンたちは馬車を降りてシスターの点呼を受けた後、三人一列に並んでしずしずと邸宅の門をくぐった。

　玄げん関かんには臙えん脂じの制服が麗うるわしい女性騎き士し──きっと今日のために派は遣けんされた「薔ば薇ら騎士団」だ──が控ひかえていた。彼女は強こわばった表情でぞろぞろ歩いてきた女子生徒たちを見て一いつ瞬しゆん目を瞠みはったが、シスター・イデアが差し出した紹しよう介かい状を受け取ると、ゆっくり頷いた。

「聖堂学校裁さい縫ほう学教師イデア・ハウエル様、ならびに聖堂学校の女子生徒二十四名ですね。どうぞお入りください」

「ええ、ありがとうございます」

　シスターが丁てい寧ねいにお辞儀をして女性騎士の前を通った。レリンたちも、ぎくしゃくしながらシスターに倣ならって騎士にお辞儀をする。

　騎士たちはレリンよりもかなり高いところから見下ろしてきた後、胸に手を当ててお辞儀を返してくれた。相手が平民だろうとしがない学生だろうと礼れい儀ぎを失わない気品漂ただよう姿に、女子生徒たちはきゃっと歓かん声せいを上げる。

「今のお姉様、素す敵てき……」

「今、微笑ほほえんでくださったわ！」

「今日、来た甲か斐いがあったわ」

「本当にね！」

　全員が入場した後は、自由時間である。

　シスターが立派な壁かべ掛かけ時計を手で示し、「三時間後にここに集合です。食堂で軽食を準備してくださっているそうなので、昼食も各自で摂とること」と注意事項を述べた後、一いつ旦たん解散となった。

「ねーねー、レリンはどうする？　一いつ緒しよに回る？」

　女子生徒たちが友人同士で散らばっていく中、レリンは友人ヨランダに呼び止められた。彼女の隣となりには、いつもの裁縫教室メンバーがいる。

（みんなと一緒に回りたい気持ちも、あるけれど……）

　同級生たちに申し訳ないと思いつつ、レリンは笑え顔がおで首を横に振ふった。

「ありがとう……でも、ごめん。マダムに直接お話に伺うかがう予定もあるし……一人で見て回りたいの」

「……そっか。確かに、レリンはお楽しみだけでここに来たんじゃないものね」

　ヨランダたちは一瞬だけ残念そうな顔をしたものの、レリンの立場や意志を思い出したのか、笑顔で肩かたをすくめた。

「了りよう解かい。それじゃあ、お昼だけ一緒にしない？　二時間経ったら食堂に集合して、さ。その時にマダムのこととか、教えてほしいし」

「うん、ありがとう。それじゃあ、ヨランダたちにたくさん報告できるように頑がん張ばってくるね」

「うんうん！　それじゃあ、二時間後に食堂ね！」

「待ってるからねー！」

　ヨランダたちは手を振り、レリンに背を向けた。

　くっつきすぎず、離はなれすぎず。

　適度な距離を保ちレリンの趣しゆ味みや夢を理解してくれる友がいて、本当によかった。

　ヨランダたちを見送ったレリンは、柱時計を見やる。寮りようで作成した外がい套とうは、馬車の御ぎよ者しやに預けている。

　マダムとの約束は一時間後なので、まずは一人で邸内を見て回り、それから外套の箱を受け取ってマダムに会いに行けばいい。二時間後にはヨランダたちと昼食の待ち合わせだから、いい感じに三時間を過ごすことができるだろう。

「……よし」

　レリンはくるりと踵を返し、早さつ速そく展示室へ向かった。




　マダム・ローレルの本名は、トレイシー・ローレル。独身時代の姓せいは、アストン。

　トレイシー・アストンは、城下町の布商人の娘むすめとして生まれた。

　裁縫が好きな普ふ通つうの少女だった彼女はある日、お忍しのび──という名の遊びで城下町をぶらついていた当時の王妹メルテルと知り合った。トレイシーとメルテルはすぐに仲良くなり、騎士団に所属するメルテルの練習着の修しゆう繕ぜんなどをトレイシーが受け持つようになった。

　やがて女王メリジェンヌが若くして崩ほう御ぎよし、妹のメルテルが即そく位いした。トレイシーは「さすがに女王陛下の御ご前ぜんに参るわけにはいきません」と身を引こうとしたが、メルテルが彼女を引き留めた。そうしてメルテルは、「トレイシーたちのように有能な平民の才能が発揮できるよう尽じん力りよくするから、わたくしの側そばにいてくれ」と懇こん願がんしたのである。

　──その後、メルテルは裁縫ギルドを始めとした多くの商業ギルドを設立し、身分を持たぬ平民でもその才覚を発揮できるよう、尽力した。

　メルテルの即位から、十九年。

　結けつ婚こんしマダム・ローレルと呼ばれるようになったトレイシーは今でも女王のかけがえのない友であり、一番の裁さい縫ほう師しである。

　そして市民たちは、トレイシーの裁縫の腕うで前まえを尊敬すると同時に、女王が平民に目を向けてギルド設立などに踏ふみ切るきっかけを与あたえてくれたことに深く感謝しているのだ。




　レリンは息を詰つめて、ガラスケース越ごしにマダム・ローレルの作品を見つめていた。手に力を入れすぎて、展示室の入り口で渡わたされた「トレイシー・ローレル女史の軌き跡せき」のパンフレットが皺しわになってしまっていることにも気づいていない。

（素敵なウェディングドレス……）

　今レリンが見上げているのは、脚あしの長さとウエストの細さが魅み力りよく的に見えるマーメイドラインのドレス。

　純白のシルク製で胸むな元もとは大だい胆たんなハートカットにされており、ロングスリーブ部分には鮮あざやかに花開く大輪の薔薇が刺し繡しゆうされている。胸元のコサージュは銀細工製の白薔薇で、肉厚な花びらにダイヤモンドの粒つぶを載のせることで薔薇の花が朝あさ露つゆに濡ぬれる様を演出している。

　ガラスケースの前のプレートには、「メルテル陛下とホリス殿でん下かのご結婚の際、陛下が着用したウェディングドレス」との説明がある。女王の結婚衣装もマダム・ローレルが手がけたのだ。いかに女王がマダムを重用しているかが伝わってくる。

　部屋にはその他ほかにもマダムが製作したドレスや服ふく飾しよく小物が飾かざられている。中には、「ルディア殿下が六歳の誕生会に着用したドレス」もあり、レリンは食い入るようにその小さなパステルピンクのドレスを凝ぎよう視しした。今よりもずっと小さなルディアがにっこり微笑んでピンクのドレスを着ている姿を想像すると、思わず頰ほおが緩ゆるんでしまった。

「……いつ見てもマダム・ローレルの作品は見事ですな」

　ドレスを見つめていたレリンの背後から、話し声がした。

「そうね。華やかなドレスも好きだけど、マダムの作るドレスのようにシンプルで素材で勝負、というものも好きなの」

「あなたにはシンプルなものが似合いそうです。いつか、マダムにドレスを作ってもらえるといいですね」

「うふふ、あなたとの結婚式ではできるなら、マダムのドレスを着たいわね」

　ちらと背後を見ると、上流階級の身なりをした若い男女が女王メルテルのウェディングドレスを前に和わ気き藹あい々あいとお喋しやべりをしていた。会話内容からして、彼らは裁縫師ではなくて一いつ般ぱん客の貴族のようだ。

（裁縫師でない方にもやっぱり、マダムの作品の素晴らしさは伝わるのね）

　レリンが一人でうんうん頷うなずいていると、ふと思い出したように女性の方が言い出した。

「そういえば……マダムは柔にゆう和わなお方だけれど、裁縫に関しては非常に厳しいと聞いているのよ」

「そうですね。噂うわさによると、マダムに一度嫌きらわれた者は二度と王宮に足を踏み入れられなくなるとか言われています」

（……え？）

　思わずレリンは思いっきり振り返った。だが貴族の恋こい人びと二人はレリンの無ぶ遠えん慮りよな視線には気づいていないようで、マダムの作ったドレスを見上げながらお喋りを続けていた。

「まあ……そんな噂が？」

「私は裁縫師ではないので、真しん偽ぎのほどは分かりませんが。ただ、マダムのご機き嫌げんを損そこねるというのは、それだけの大事なのでしょう」

「確かに、マダムはメルテル陛下の寵ちよう愛あい深い『王宮裁縫師』ですものね。マダムの敵は陛下の敵、ということかしら」

「言葉の綾あやである可能性もありますが、遠からずといったところでしょう」

　会話をしながら男女は歩き去っていく。レリンはぽかんとして彼らの後ろ姿を見送った後、改めてウェディングドレスを見上げた。

（……そんな噂があるのね）

　レリンは握にぎったままだったパンフレットを開き、マダムの経歴の箇か所しよを目で追った。

（マダムは、女王陛下の信しん頼らいも厚いお方──だから、王宮でのマダムの存在は大きい）

　一度マダムの信頼を失えば、王宮に足を踏み入れられなくなる。

　その噂が真まことなら──

（……ううん、怖おじ気付いちゃいけない。私は裁縫師だもの）

　パンフレットを閉じ、レリンは心の中で自分に言い聞かせた。




　見学していると、あっという間に時間が経たってしまう。マダムとの約束の時間まであと十分というところで気づいてよかった。

　レリンは急ぎ馬車に戻もどって外套入りの箱を受け取った。御者が、「頑張ってきなよ」と応援してくれたので、強こわばりつつもにっこりと笑みを返しておいた。

　箱を抱かかえて、「マダムと面会なさる方は、こちらへ」という札の立った部屋へと向かう。部屋の前に立っていた女性騎き士しはレリンが名乗ると、「マダム・ローレルは中でお待ちです」と通してくれた。

　展示室は天てん井じようが高めで、日光による布の劣れつ化かを防ぐために窓は小さかった。壁かべ紙がみが薄うす灰はい色だったということもあり、落ち着いた雰ふん囲い気きであったのが印象に残っている。

　だが今通された部屋は天井が低めであるが、南向きの大きな窓から柔やわらかな秋の陽光が惜おしみなく降り注いできているため、明るく開放的な雰囲気だった。壁紙はフランチェスカ王国の国花でもある薔ば薇ら模様で、白地に赤や青、黄色や紫むらさきなどの色もサイズも様々な薔薇が華はなやかに描えがかれている。

　部屋の中央には重じゆう厚こうなガラスのテーブルがあり、それを挟はさむように布張りのソファが二つ向かい合わせに据すえられていた。

　レリンがおずおずと足を進めると、窓側のソファに座っていた女性がレリンを見て立ち上がり、腹の前で手を重ね合わせて頭を下げる平民のお辞じ儀ぎをした。

「ようこそいらっしゃいました。わたくしはトレイシー・ローレルです」

「は、初めまして。七級裁縫師のレリン・ベルゼでございます」

　レリンは震ふるえそうになる両脚を叱しつ咤たした後、マダムと同じ形でお辞儀を返した。そうして、お辞儀の姿勢を直して体を起こしたマダムの姿をしげしげと見つめる。

　マダム・ローレルは四十代前半と見られ、背は低めでふっくらとした顔立ちをしていた。栗くり色いろの巻き毛をサイドテールに結ゆっているのだが、光の当たり具合によって結った髪かみがきらきら輝かがやいている。きっと小さくカットしたガラスを髪かみ紐ひもに編み込んでいるのだろう。

　喉のど元もとから手首までかっちりと覆おおうダークオレンジのドレスは布地の光こう沢たくからも高級品だと分かるが、貴族の女性と違ちがって手て袋ぶくろは着けていない。重ねられた手の指先は年ねん齢れいの割には瑞みず々みずしいが、針を扱あつかう仕事であるからか爪つめは短く切っており、手には結婚指輪以外の装そう飾しよく品もつけていない。

　レースやフリルの類たぐいが一いつ切さいない落ち着いたデザインの服装である分、すんなりした喉元に掛かかるペンダントトップがひときわ輝いている。平民のレリンが一見しただけでも分かる、一級品だ。銀色の小さな薔薇がモチーフになっているので、もしかするとあのペンダントトップが「王宮裁縫師」の証あかしなのかもしれない。

（優やさしそうな方）

　緊きん張ちようで体中の筋肉を強ばらせるレリンに対し、マダムはおっとりした声で語った。

「あなたのことは、ゾフィアからも伺うかがっております。またイデアの手紙にも、あなたの学校での様子が書かれていました。あなたに会えることを楽しみにしていました」

　マダムは目の端はしに皺を寄せて笑った。

　イデア、というのはシスター・イデアのことだとすぐに分かったが、「ゾフィア」が誰だれなのか、思い出すのに少しだけ時間を要した。

（……あ、そうだ。王都審しん査さ会で審査員長をなさっていた、ゾフィア・ランクレー様）

　一級裁さい縫ほう師し同士で、マダムとゾフィアは情報のやり取りも行っているのだろう。

　マダムに勧すすめられたレリンは向かいのソファに座り、テーブルに箱を置いた。

「さ、先ほど、マダムの作品を拝見致いたしました。どれも見事で……私ももっと上達したいと、強く思いました」

「あらあら……それは嬉うれしい言葉ですね。あなたのような新人裁縫師の糧かてになれるのならば、展覧会を開いた価値があったというものですね」

　マダムはレリンの拙つたない言葉にも微笑ほほえんで答えてくれた。彼女は後進を育てているということもあり、新人裁縫師への関心も高いのだろう。

（……マダムなら、きっと素晴らしい評価をくださる）

　レリンはこくっと唾つばを飲み込み、箱を手で示した。

「……本日、お時間を取ってくださりありがとうございます。こちらは、私がここ半月ほど掛けて製作した外がい套とうです」

「ええ、イデアからも伺っております。……見せてくださるかしら？」

「はい、今すぐ」

　舌を嚙かみそうになりながら、レリンは震える手で箱を開く。その中にはきちんと折りたたまれた外套が鎮ちん座ざしており、マダムが「あら」と呟つぶやき、身を乗り出したのが分かる。まず手始めにマダムの関心を引けたようで、レリンはほんの少し自信を持って外套を取り出した。

「まだ私は資金に余よ裕ゆうがないので、裁さい縫ほうギルドで布をいただきました。秋の庭園散策用の外套です」

「なるほど……手にとっても？」

「はい、もちろんです」

　レリンはどきどきしつつ、マダムに外套を差し出す。ふっくらとした手で受け取ったマダムは一番に、外套の裾すそに視線を向けた。

　とたん、それまで柔らかい印象だったマダムの灰色の目が、鋭するどい光を放つ。

「……木も綿めん製のフリル。ここの縫ぬい糸に布地よりも若じやつ干かん薄い色合いのものを選んだのは、意図的なものですね」

「はい。同色で糸目を紛まぎらわせることも考えたのですが、あえて淡たん色しよくを使うことでフリルの裾を軽く見せられるよう意識しました」

「同じ手法を外套本体にも使用していますね。日光の差さない暗い室内では無模様の青地に見えますが、この部屋のように明るい場所では濃のう淡たん様々な薔薇の模様が浮うかび上がる──裾の薔薇の方がサイズが小さいというのも、珍めずらしいですね。普ふ通つうはバランスを取るために、重いものや大きなものを下方に持ってくるものですが？」

「っ……はい、何よりも、薔薇を際きわ立だたせたかったもので」

「薔薇ですか……そこまでして薔薇にこだわる理由は？」

　マダムは穏おだやかな顔で尋たずねてくる。表情と声こわ色いろはおっとりとしているが、その目つきだけは鋭いままだ。

　──職人の眼まな差ざし。

　レリンは一つ息をつき、マダムを見つめ返した。

（私が薔薇にこだわる理由。それは、ひとつだけ）

「……この外套を、薔薇が似合う方──ルディア・レイ・ステイラー様に捧ささげたいからです」

「……」

「マダム・ローレル。私は、『銀の紡つむぎ手』を……そして、いずれ女王陛下になられるルディア様にお仕えする、『王宮裁縫師』を目指しています」

「……『王宮裁縫師』？　わたくしのような？」

「っ、はい！」

　力を込めて返事をしたものの、すぐに目線はカーペットへと吸い込まれてしまう。

　マダムの目を見るのが、怖こわかった。

　なぜなら今、マダムの眼差しは──

「……レリン・ベルゼ」

「は、はい」

「単刀直入に申し上げます。不可能です」

「え──」
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　思わずレリンは顔を上げ──そして、固まった。

　マダムの灰色の双そう眸ぼうが放つ強い光に当てられ、頭の中が真っ白になってしまったからだ。

　青い外套を手にするマダムは、それまでの柔にゆう和わな笑えみと優しい目元をかなぐり捨て、突つき刺さすような視線をレリンに向けていた。

　マダムの言葉ももちろんだが、レリンはその双眸に浮かぶ複雑な感情に狼ろう狽ばいする。

（……どうして、こんな目を？）

　マダムの目は、複雑な色を帯びていた。怒おこっているような、悲しんでいるような、苛いら立だっているような、戸と惑まどっているような。

　蛇へびに睨にらまれたカエルのように微び動どうだにできないレリンに対し、マダムは軽く眦まなじりをつり上げて淡々と言葉を紡いでいく。

「……夢を語るだけなら、たやすいもの。レリン・ベルゼ、あなたは本気で、今の自分が『王宮裁縫師』になれるとお思いで？　あなたにそのようなことができると、本当に思ってますの？　今、あなたはルディア様のお隣となりに立てるのですか？」

「…………」

　何も言えない。何を言えばいいのか分からない。

　沈ちん黙もくに身を委ゆだねようとしていたレリンだったが、マダムの次なる言葉に頰ほおを叩たたかれた気持ちになった。

「答えなさい。無言を貫つらぬけば万ばん事じうまくいくと思っていますの？　あなたは王宮でも、困ったことがあれば黙だまるのですか？　沈黙すれば、心を無にして耳に痛い言葉を聞き流せば、その場を取り繕つくろえる──そう思っているのでは？」

「──あ」

　愕がく然ぜんとした。

　マダムの声は、決して激しいものではない。声を荒あららげることも口調を乱すこともない。

　それがかえって、レリンの胸をえぐった。

　鋭く軽かろやかに確実に、自信を、誇ほこりを、勇気を、切り裂さいていく。

（胸が──痛い）

　震ふるえる手でぎゅっと、制服の胸むな元もとを摑つかむ。今日のためにと念入りに鏝こてをかけた上着が、汗あせと握あく力りよくでぐしゃぐしゃになってしまう。

　痛いのには慣れているはずだった。

　養子先では暴力も振ふるわれたし、罵ば声せいも浴びせられた。いつしか心を無にする術すべを身につけて、傷つけられることには慣れていたはずだった。

　自分は強くなったのだと思っていた。

（……そうじゃ、なかった）

　レリンは強くなってなんかいない。

　今まで養子先で受けてきた仕打ちに対して「慣れる」ことができたのは、それが理り不ふ尽じんな攻こう撃げきだったから。そんなことない、私は頑がん張ばっている。間ま違ちがっていない。──そう信じていたから、耐たえられた。乗り越こえられた。

　だが、今は違う。

　マダムの言うことは、どこまでも正しいのだ。

　レリンは未熟だ。自分でも、ルディアの隣に立てるのかどうか分かっていない。黙ることでその場を逃のがれようという甘い魂こん胆たんも見み抜ぬかれていた。

　真っ向から自分の欠点を指し摘てきされる。

　正しく、的確に、理路整然と忠告される。

　だからこそ、何も言えない。胸が痛い。息が苦しい。

　マダムはうつろな目で浅い呼吸を繰くり返すレリンを見、ふうっと嘆たん息そくした。

「その無言が、あなたの返事です。もう一度申し上げます。今のあなたの姿、そしてこの作品を拝見する限り、『王宮裁縫師』にはなれません」

「……あ──」

（何か、言わないと……！）

　そんなことない。諦あきらめたくない。私は頑張る。

　言わないといけないのに。

　喉のどが締しめ上げられたかのように苦しくなり、熱を孕はらむだけで何の役にも立たない。

　マダムは外がい套とうを箱に戻もどした。あれだけ容よう赦しやない評価をしたというのに、外套を扱あつかうその手つきはどこまでも丁てい寧ねいだ。

「……あなたはまだ若い。自分の行く先を決めるのには、十分な時間があります。ゆっくり考えなさい」

「……」

　はい、と答えなければならないと分かっていても、言えなかった。相手への礼れい儀ぎを欠いた行こう為いだと分かっていても、子ども染じみた反はん抗こう心やなけなしの誇りが邪じや魔まをした。

（私は──）

　レリンはぐっと唇くちびるを嚙む。

　口紅を塗ぬった唇がぎりぎりと嚙みしめられ、ほんのりと血の味がした。
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　裁さい縫ほうが、好きだ。

　養父母の圧力を受けていた頃ころも、裁縫の時間だけは何もかもを忘れて没ぼつ頭とうできた。

　聖堂学校で毎年夏に行われる進級認にん定てい試験も、裁縫だけはいつも首席の成績を修めていた。

　皆みなから、「すごい」と褒ほめられた。

　王都審しん査さ会でも、ゾフィアたちから褒められた。

　だから、できると思っていた。

　いつか、ルディアに重用される裁縫師になれると信じていた。

「王宮裁縫師」になって、ルディアやフォルスたちと同じ道を歩けると思っていた。

　好きなことで思うままに生きていけるというのは、これ以上ない幸せだから。

　──だというのに。




「……あ」

　ブツッ、と非情な音を立てて糸が切れた。とたん、なみ縫ぬいしていた箇か所しよがするすると解ほどけ、きれいなタックになるように鏝をかけて折りたたんでいた布地がばらばらとテーブルに広がってしまう。

「レリン……どうしたの、調子悪いね」

　前の席でペチコートの試着をしていたヨランダが振り返り、機能停止したレリンを気き遣づかわしげに見つめてきた。

　今日は授業で冬用のペチコートを縫っており、ヨランダたちは現段階のものを試着してウエストを調整しているところだった。

　彼女らよりもレリンの方が進しん捗ちよくが早いので、サイズも調節済みだ。後は刺し繡しゆうやフリル、ギャザーなどでデザインを磨みがき上げるだけだった。

　レリンは布をかき寄せ、苦く笑った。

「……う、ううん。ちょっと力を入れすぎちゃったみたい」

「あー、分かる分かる。私も力の入れすぎで、もう何本針を折ったことか……」

「ジェーンの場合、無理な向きで針を通そうとするからでしょ！」

「あは、ばれちゃった！」

　隣の席では、ジェーン──こんな言葉遣いだが、本日は本物のジェーン・ファシエである──が可愛かわいらしく舌を出して小首を傾かしげていた。

　ルディアをまねるために、ジェーンも裁縫が下手なフリをしている。ただ実質、ルディアよりジェーンの方が針が折れる回数が多いので、もしかすると本職が騎き士しであるジェーンの握力の問題なのかもしれない。

　レリンの様子がおかしいことに、ルディアもジェーンも気づいている。きっとヨランダたちもだ。

（でも……皆、何も言わないでいてくれる）

　──あの日、マダム・ローレルとの面会後。

　すっかり意い気き消しよう沈ちんし死者のように真っ白な顔で箱を抱かかえて現れたレリンに対し、ヨランダたちは驚おどろきこそすれ、深追いせずにいつも通りに振る舞まってくれた。それは学校で留守番していたルディアとジェーンの二人も同じで、そっとしておいてくれたのが有り難がたい。

　何といっても、今回マダムに言い負かされたのはルディア関連なのだ。

（私は本当に、ルディア様の隣となりには立てないのかしら）

　そう思うと、きらきら輝かがやく王女の顔を見るのも辛つらかった。

　彼女に非があるのではない。マダムにこてんぱんに言い負かされ、何も言い返せずに沈黙で肯こう定ていを表してしまったレリンが原因なのだ。

　──レリンの様子が明らかにおかしく、大好きなはずの裁縫の授業でも腕うでが振るわないのに気づいているのは、生徒たちだけではなかった。




「少し、お話をしましょうか」

　授業の後、レリンはシスター・イデアに連れられて準備室に向かう。去年までは余り布をもらうためにたびたび訪おとずれていた準備室も、今では上質な布を裁縫ギルドでもらえるのですっかりご無ぶ沙さ汰たになっていた。

　相変わらず物で溢あふれている準備室に通されたレリンは、繻しゆ子す張りの椅い子すに腰こしを下ろした。きっと普ふ段だんはこの椅子の上に教科書などを載のせているのだろう。綿入りのはずなのにぺたんこな座り心地ごこちだ。

「……あなたが抱えているものを、よかったらわたくしに教えてくれませんか？」

　お茶を淹いれつつ、シスターはゆったりと尋たずねた。

　椅子に座ったまま動きを止めていたレリンはシスターから視線を逸そらす──が、目線の先に折りたたんだ布の固まりが見えて、思わず別の方向へと顔を背そむけた。

「……たいしたことではありません。お気遣いは無用です」

「あら……意地っ張りになったのですね。よろしいことです」

「……え？」

「いいえ、お気になさらず。……あなたはそう言いますけれどね、教え子があんなに暗い顔で裁縫している姿を見ているとさすがに不安になりますし、授業をするわたくしも楽しいと思えないのですよ」

　シスターの言葉に、レリンは顔を上げた。

「……私、そんなに暗い顔をしていましたか？」

「はい。……実は、職員室でも話題に挙がっていたのです。裁縫の授業でさえあのような表情なのですから、他ほかの授業ではもっと落ち込んだ様子になるのも仕方ないですね。……お茶が入りました。どうぞ」

「そんな、私は……あ、いただきます」

「次は空き時間でしょう？　わたくしも少し休きゆう憩けいしたいと思っておりました。気が向いたら、話してくださいな」

　シスターは自分の分の茶も淹れ、窓まど際ぎわの椅子に座って紅茶を飲み始めた。あえて、レリンに横顔を向けている。

　レリンはしばらくの間、黙だまって紅茶をすすっていた。シスターも何も言わず、穏おだやかな横顔で窓の外を見やっている。

（静かね）

　なんとなく、レリンはシスターに釣つられるように窓の外へと視線を向けた。

　色鮮あざやかな落ち葉が風に誘さそわれて空を舞まっている。澄すみ渡わたる秋の青空に落ち葉が舞う光景は、恨うらめしくなるほど美しい。

　どこからともなく、少女の泣き声がする。宿題が、だって期限が、との言い訳の後に教師が説教する声が響ひびいてきた。

　──どれくらい時間が経たっただろうか。

「……シスター、お話を聞いてくださいますか」

「はい、もちろんですよ」

　椅子ごと体を回転させ、シスターがレリンに向き直った。シスターは窓辺、レリンはドアの近くにいるので、やや距きよ離りが空いている。だが今は、この距離感がちょうどよかった。

　レリンは空になったカップをテーブルの空いた場所に置き、膝ひざに手を揃そろえて重ねた。

「……悩なやんでいることがあるのです」

「それは、どのような？」

「……先日、シスターが予約を取ってくださった、マダム・ローレルの展覧会についてです──」

　レリンはたどたどしい口調で、マダム・ローレルとの面会について語った。ジェーンにもフォルスにもヨランダたちにも打ち明けていない、あの二十分程度のやり取り。

　──マダムの言葉は、レリンの自信や展望を打ち砕くだくには十分だった。

　自分には、裁縫しかない。

　ルディアたちと共にあるためには、唯ゆい一いつの特技である裁縫の腕を磨くしかない。

（諦あきらめたくは……ないのに）

　マダムは、「十分な時間がある」と言っていた。確かに、レリンはまだ十七歳。「王宮裁縫師」の夢を諦めて方向転てん換かんしても、今なら何とでもなるだろう。

（でもそうなると、ルディア様たちと離はなれないといけない）

　それだけはしたくないのに。

　レリンは王女ルディアと騎士ジェーンの関連性は伏ふせて、一連の出来事を述べる。シスターは時々相あい槌づちを打ちつつ、静かに聞いてくれた。そして彼女はレリンが語り終えて黙ってしまってから立ち上がり、ポットの湯を沸わかし直した。

「なるほど……いえ、予想はしておりました。あの日集合場所に戻もどってきたあなたの顔色は、優すぐれなかった。自信作だと語っていた外がい套とうのことも一いつ切さい話してくれなかったので、きっとマダムから酷こく評ひようを受けたのだろうと思っておりました」

「酷評……なのでしょうか？」

「わたくしはマダムではないので、何を意図してそのようにおっしゃったのかまでは分かりかねます。ただ──そうですね。マダムとはまだお互たがい二十代の頃ころには、頻ひん繁ぱんにやり取りをしておりました。わたくしもマダムと同じ平民ですからね、話も合ったのですよ」

　湯を沸かし直しながら語るシスターに、レリンは小さく頷うなずいた。

　シスター・イデアはもともと城下町の商家の娘むすめで、実家が没ぼつ落らくして修道院入りするまではそこそこ楽な暮らしをしてきたのだという。シスターも若い頃から裁さい縫ほうが得意で、等級は低いがギルドの名めい簿ぼにも載っている。

「あの方は、平民という不利な立場でありながらも、地位と女王陛下の信しん頼らいを勝ち取りました。裁縫の腕前はもちろんのこと、マダムは非常に思し慮りよ深いお方。その場で思いついたことを軽々しく口にしたりはなさいません」

「……はい」

「マダムもおっしゃったのでしょう？　時間はあるのですよ、レリン。心を落ち着かせて、もう一度マダムの言葉を思い返してみなさい」

　シスターの言葉に、ほんの少しだけ落ち着いてきていたレリンは目を見開く。

　突つき放された──

　一番に、その言葉が脳のう裏りに思い浮うかぶ。

「シス──！」

「新しいお茶を淹れましょう。……少し、席を外しますね。二年生用の授業の準備をして参ります。ゆっくりお過ごしなさい、レリン」

　シスターはレリンのカップに新しい茶を淹れると、すっと横を通り過ぎていってしまった。

　静かな音を立ててドアが閉まる。レリンはほかほか湯気を立てるカップをものも言わず見つめていた。

　シスターなら、慰なぐさめてくれると思った。

　そんなことない、レリンなら大だい丈じよう夫ぶと、背中を押してくれると思っていた。

　だがシスターは、擁よう護ごをしてくれなかった。

（シスター……）

　ぎっ、とレリンは唇くちびるを嚙かみしめる。

　手のひらに爪つめが食い込む。裁縫がしやすいようにと短く切っている爪だが、端はしの方が尖とがっていたのだろう。ちりりとした痛みが手のひらに響く。

　教室でシスターが立てる物音以外、何も聞こえない。真っ白な湯気を立てて「早く飲んで！」と訴うつたえていた茶はすぐに冷え、揺ゆらめく赤茶色の水面みなもには情けないくらいしぼんだレリンの顔が映り込んでいた。




　しばらくの間、準備室は静かだった。

　教室で二年生用の教材を準備していたイデアはふと、少し離れたところでドアが開閉される音を耳にして顔を上げた。

　持っていた布束を教きよう卓たくに置き、イデアは準備室のドアをそうっと開けて中を覗のぞき込んだ。繻しゆ子す張りの椅い子すに座る者の姿はなく、空っぽになったカップと、その脇わきに小さなメモが残されていた。メモは生徒が使用するノートの切れ端のようで、「ごちそうさまでした　レリン・ベルゼ」と小さな字が書かれていた。

　指先でメモをつまみ上げ、イデアはふっと悲しそうな笑えみを浮かべた。

　ごちそうさま、は書けても、ありがとうございました、は書けなかったのだろう。そんな心の葛かつ藤とうが透すけて見えるようだ。

「……レリン、あなたは変わりましたね」

　イデアはぽつんと呟つぶやく。

「でも、もっと変わらないといけない──そうでしょう？」

　既すでに部屋を出て行った教え子に囁ささやきかけた後、イデアは持っていたメモをテーブルの引き出しにしまい、カップを手に取ってシンクへ向かった。
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　王都サランには、レリンたちお気に入りの三番区カフェ以外にも多数の喫きつ茶さ店が軒のきを連ねている。店はそれぞれに持ち味があり、得意とする料理や菓か子しが違ちがう。サービス内容にも個性が出ており、狙ねらっている客層によって店の方針や雰ふん囲い気きを変えることで、同業者とも喧けん嘩かせずに商売することができるのだ。

　本日レリンが向かったのは、初めて利用する喫茶店だった。地図を片手に王都を歩き、「緑色の三角屋根と店の前の黒くろ猫ねこの置物が特とく徴ちよう」という目印を頼たよりに件くだんの店にたどり着いた。

　入店する前に、持ってきた手鏡で軽く身だしなみを確かく認にんする。

（服はよし、靴くつもきれい、少しだけお化け粧しようもした、髪かみはどうしようもない……）

　一通り確認してから、ふーっと大きく息をついて店のドアを開ける。三番区カフェはカランコロンとベルが華はなやかに鳴るのだが、ここはドアが軋きしむ音を立てて開くのみだった。

　店内の様相も、明るくてポップな色合いの三番区カフェと違って、全体的に落ち着いた雰囲気だ。若い女性よりも中高年を狙っていることが見ただけで分かった。

「ああ……！　レリンね！」

　女性の声がして、レリンははっとしてそちらを見やった。秋の日差しが降り注ぐ窓まど際ぎわの席にいた中年女性が、レリンを見て大きく手を振ふっている。

「こっちにおいで！　待っていたよ！」

「っ……！」

　女性の姿を見、思わずレリンの喉のどと鼻がつんと痛んだ。

　茶色の巻き毛に、茶色の目。「口の形がレリンと一いつ緒しよね」と、小さい頃から言われていたのを思い出す。

　レリンは迷めい惑わくでない程度に足を速め、中年女性を見て震ふるえる息を吐はき出した。

「ひ、久しぶり……母さん」

「うんうん。私も会いたかったわ、レリン」

　女性──レリンの実母が立ち上がり、さっと両りよう腕うでを広げた。

　両親とは、春から何度も手紙のやり取りをしてきた。

　もう十七歳になったのだから、落ち着いて話をしたいと考えていた。

　もう子どもじゃないのだから、精せい一いつ杯ぱい大人びた態度で母を安心させたかった。

　──それなのに。

「……母さん！」

　気がつくとつんのめるように駆かけ寄り、涙なみだをぼろぼろ流しながら母親に思いっきり抱だきついていた。今やレリンの方が背が高く、少しだけぐらついた母は「あらら」と苦く笑しようしてレリンを抱きしめてくれる。

「あんたが元気そうで何よりよ」

「っ……ご、ごめん。嬉うれしくて、つい……」

「あはは、いいのよ。……今まで辛つらい思いばかりさせてしまって、甘やかしてあげられなかったものね。たまには甘えなさい、レリン」

　もう一度ぎゅうっと抱きしめた後、母はレリンから体を離はなした。そうして、レリンと同じ色の目で愛いとおしげに娘を見つめる。

「……いつの間にか大人になっちゃったのね。でもね、母さんにとってレリンはずっと子どもなんだから。……今までずっと、辛い思いをさせてきたものね。今くらいは子どもの特権を振りかざしなさいよ。誰だれも怒おこったりしないんだからね」

「……あ、ありがとう。母さん」

　母はレリンの甘えを受け止めてくれたが、今になってやはり恥はずかしくなってきた。

（せっかくメイクしたのに……）

　今、自分の顔は涙と落ちたメイクで酷ひどいことになっているだろう。ごそごそとバッグをあさってハンカチを探すが、見つけるよりも先に母がハンカチを押しつけてきた。

「はい、拭ふきなさい。……今だから言えるけどね、あんたが私に甘えるのはもちろんのこと、私もちょっとくらいは母親らしいことをしたいんだよ。だから、今日だけは私の我が儘ままも聞いてちょうだいな」

　そう言って母はぱちっとウインクした。子どもの頃ころは、母は落ち着いていて頼りがいのある存在だと思っていた。

（十一年経たてば変わるのね……いや、母さんが私を大人として扱あつかってくれているからなのかしら？）

　母としてはもちろん、女同士としての態度で接してくれているのだろう。子どもでもあるし、大人の仲間入りもしているレリンを認めてくれてもいるということだ。

　ハンカチで顔を拭き、落ち着いたところで席に座る。注文を取りに来た中年女性はレリンたちの様子を見てある程度のことを察したらしく、「親子水入らずでゆっくりお過ごしくださいませ」と笑顔で言ってくれた。

「父さんは地方にいるんだっけ？」

　店員が厚こう意いで持ってきてくれた蒸むしタオルを顔に当てつつ尋たずねると、母はゆっくり頷うなずいた。

「そう。あっちの片づけが終わったら王都に来る予定」

「就職先は決まったのよね」

「有り難がたいことにね。ほら、あんたが七級裁さい縫ほう師しになったからか、裁縫ギルドの方が来て就職先を斡あつ旋せんしてくれたんだ。企き業ぎようの下した請うけではあるけれど私も父さんもそこで雇やとってもらえることになったの」

　あんたのおかげね、と笑顔で言われるものだから、レリンは真っ赤になって蒸しタオルに顔を突つっ込んだ。

（私はただ、その時の状じよう況きように対応するだけで精一杯だったのに……）

　六歳の頃にフェドーレ家に引き取られてから今年の春にベルゼ姓せいを取り戻もどすまで、長かった。

　長かったが、レリンは皆みなの手を借りながらその時その時を切り抜ぬけただけだ。

　なんとか王都審しん査さ会で受賞して七級裁縫師の等級も得て、生き別れていた両親も発見された。

「あのね、手紙でも書いたけれど審査会も学校のことも私の友だちとか先生のおかげで、私は何も──」

「していない、とは言わせないからね。……確かに周りにいい友だちができたからってのも大きいんだろうけれど、それだけじゃ七級裁縫師になるなんて無理じゃない。自信を持ちなさいな」

　母がぴしゃりと言うので、レリンは目を丸くしてタオルをテーブルに下ろした。

　昔から、母はどちらかというとはっきり物を言う方だったとは記き憶おくしている。母はレリンの胸中を鋭するどく見み抜ぬき、後ろに引っ込みそうになるレリンを引っ張り出してくれた。

「……母さん、すごいな」

「あら、今気づいたの？」

　ふふん、と自じ慢まんげに笑った後、母は店員が持ってきたケーキを見て目を輝かがやかせた。

「あらま、王都って本当に食べ物も充じゆう実じつしているのね。このお店は就職先のオーナーに紹しよう介かいしてもらったんだけど……本当においしそうね」

「私もここは初めて来るんだ。手紙にも書いたと思うけれど、いつもフォルス様たちと行くのは三番区カフェっていうところで」

「ああ、そんなことも書いて……待って、今何ス様って言った？」

「え？」

　急に母の声こわ色いろが変わった。

　母の目は相変わらず生き生きと輝いているが──その輝きが先ほどケーキを見ていた時とは全く違うように見えるのは、気のせいだろうか。

「ヨランダちゃんやジェーンちゃんだっけ？　その辺のことは書いていたけど……今のなんとかス様ってのは母さん初耳だわー。男の人ね？　誰？　どういう関係？」

「え？　あ、あーっと……」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。母さんは口が堅かたいからね。……さて、年とし頃ごろになった娘がどんな男の人と交流しているのか、じっくり聞かせてもらおうかなー？」

　ぐいぐいと迫せまってくる母は、これ以上ないくらいの好こう奇き心しんに満ちた顔である。レリンが子どもの頃「さあ、どうして床ゆかを泥どろまみれにしたのかなー？」と尋ねてきた時と同じ笑え顔がお。

（やっぱり、私の母さんね）

　真っ赤になってフォルスのことを説明しつつも、レリンの胸は懐なつかしさと嬉しさでいっぱいだった。




　その後、レリンと母は互たがいの近きん況きよう報告やたわいもない雑談、子どもの頃の思い出話などをして過ごした。気がついた時には西向きの窓には日よけのカーテンが引かれており、その隙すき間まから夕日が差し込んでいた。

　店を出ると、鮮あざやかな夕日が瞼まぶたを刺さしてくる。

「今日は会えてよかったわ」

「うん、今度は父さんにも会えたらいいな」

「父さんにフォルス君のことを教えたら、びっくりするだろうなー」

「……」

　会計の際に、ルディア用にクッキーを買っておいた。クッキー入りの袋ふくろを提さげて店を出ると、母がにっこりと笑ってレリンを見つめてきた。

「……本当はね、十一年ぶりなんだから一緒に暮らしたいと思っているのよ。それにもっと甘やかしてあげたいと思っている」

「……うん」

「でも、甘やかすだけが親の仕事じゃないものね。さすがに私はようやっと会えたレリンに厳しくはできないけれど、子どものことを考えるなら甘いだけじゃだめ、締しめる時にはきっちり締めないといけないって、レリンに会ってから思ったのよ」

　母の言葉に、レリンは瞬まばたきした。

「……甘いだけじゃ、だめ」

「そうそう、それが保護者のあるべき姿なのかな、ってぼんやりと思っているの。……だから、レリンも甘えたくなったら、いつでもおいで。でも、締める時にはびしっと締めるのよ。いい？」

「……うん、母さん」

　夕焼けに染まる道を、母親と共に歩く。母が借りている家は聖堂学校とは反対の方角にあったので、大通りの十字路で別れることになった。

　人ひと混ごみの向こうへと去っていった母の背中を見、レリンはクッキーの袋をぎゅっと抱きしめた。

「……甘いだけじゃだめ、締める時には締める」

　自分に言い聞かせるように、レリンは呟つぶやいた。
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　裁縫教室の前に、少女が佇たたずんでいる。

　同じ新入生のどの子よりも貧相な体つきの少女は胸にぼろぼろになった裁縫箱を抱かかえて、途と方ほうに暮れたように教室の前で棒立ちになっていた。教室の中からは少女たちの笑い声が溢あふれている。引っ込み思案で怖こわがりな彼女は、そこに一人で入る勇気はなかった。

　──あら、あなたも一年生ですか？

　不意に背後から掛かった声に、少女は驚おどろきのあまり転てん倒とうするかと思った。

　びくびくしつつ振ふり返ると、そこには黒の修道服姿の女性がいた。細い腕うでには色とりどりの布束が抱えられている。

　いきなり背後に現れた大人に怯おびえていた少女だが、鮮やかな布を見てはっと息を吞のむ。

（布……）

　少女が呟くと、修道服の女性は自分が抱える布束を見、少女を見た。

　──はい、今から授業で使う教材です。あなたも次は裁縫でしょう？

（……はい）

　──わたくしは裁縫学の教師イデア。シスター・イデアと呼んでください。

　シスター・イデアはそう名乗った後微笑ほほえみ、少女と視線を合わせるようにしゃがんだ。

　──裁さい縫ほうはお好きですか？

（好き！）

　少女は即そく答とうした。かつてないほどの大声が出た。

　シスター・イデアは自分の声に驚いている少女を見て大きく頷うなずき、空いている方の手をそっと差し伸のべてきた。

　──それはよいことを聞きました。さあ、一いつ緒しよに勉強をしましょう。

　少女は最初、差し出された手を不安そうに見つめていた。大丈夫かな、ぶたれないかな。そんな迷いがよく分かるような眼まな差ざし。

　シスターは躊躇ためらう少女をずっと待っていた。授業開始の鐘かねが鳴っても、待ってくれていた。

　少女はおそるおそる、手を伸ばした──




（……あの時も、そうだったわ）

　夕暮れ時の聖堂学校。

　本日の授業は全すべて終わり、あと一刻ほどで夕食の時間である。

　女子生徒たちは庭でお喋しやべりするなり図書館で勉強するなり自室でくつろぐなりしており、この教室棟とうには人ひと気けが少なかった。

　レリンは、しみじみした思いで裁縫教室のドアを見つめる。三年前の秋、入学したてのレリンはなかなか教室に入ることができず、初めての裁縫の授業の時もドアの前でまごまごしていたのだ。

（そんな私に、シスターが声を掛けてくださった）

　ドアの前に陣じん取どっていたのだから、さぞかし邪じや魔まだっただろう。しかも始業時間になってもレリンは動こうとしなかったのだから、いらいらされてもおかしくなかった。

　だがシスターはレリンを待ち、手を取って一緒に教室に入ってくれた。

　そうしているうちに、ヨランダたちと話をするようになった。少しずつではあるがお喋りする仲間が増え、教室移動も独りぼっちですることが少なくなってきた。

（全部は、シスターのおかげなのね）

　レリンはくっと顎あごを上げて目を細め、ドアの上方に付いている「裁縫教室」の文字を見上げた。

　シスターは思い悩なやむ生徒を突つき放すことはしない。三年前は入学したてのレリンの手を引いてくれ、去年の冬も養子先への強制送そう還かんを命じられてショックを受けたレリンを抱だきしめ、励はげましてくれた人なのだから。

　だからといって、生徒に幻まぼろしの期待を抱いだかせる人でもないのだ。

　だめな時にはだめと言う。止やめなければならない時は止めろと言う。そういう人だ。

（母さんも言っていたわ）

　優やさしいだけが、甘えさせるだけが、愛情ではない。

　時には厳しくしなければならない。締める時には締めなければならない。

（……考えないと。シスターのおっしゃったこと、マダムの言葉の意味──）

　三年間付き合ってきたのだから、シスターの人となりも分かっている。

　シスターはレリンを見捨てたわけではない。

　シスターに甘える時期は終わった。これからは、自分で考えなければならない。

　シスターや母──周りの大人たちは、レリンに「鍵かぎ」を与あたえてくれた。その鍵で実際に扉とびらを開くのはレリンなのだ。

　レリンは背後の壁かべに寄りかかり、目を閉とざして眉み間けんに指を押し当てた。

（マダムは、私が外がい套とうに薔ば薇らを刺し繡しゆうした意味──「王ロイ宮ヤル・裁クチ縫ユリエ師ール」の話題を出した時から、態度と眼差しが変わった）

　そうして、レリンに「問うて」きたのだ。「責めて」きたのではない。

　マダムは、レリンに「何か」を投げかけてきた。あの時のレリンはマダムに投げられた「何か」の正体に気づくどころか、投げられたことにすら気づかなかった。

（マダムもシスターも、意地悪でおっしゃったんじゃない。だとしたら──）

　マダムが言いたかったのは、一体何だったのだろうか。
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　聖堂学校前の緩ゆるやかな丘おかを下り、市街地へ。

　住宅エリア、大通りを挟はさむ商業エリアと抜ぬけていった先に、裁さい縫ほうギルドの本部はあった。

（何度見ても、おしゃれな場所……）

　薔薇の模様が施ほどこされた鉄門をくぐり抜けてきれいに舗ほ装そうされた道を歩きつつ、レリンは技ぎ巧こうを凝こらした庭園を見み渡わたした。

　花か壇だんには季節の花が植えられており、この庭園を散歩することで創作意い欲よくを沸わき立たせられるように工く夫ふうされているのだという。芝しば生ふには縞しま模も様ようが可愛かわいらしいパラソル付きのテーブルセットがあり、裁縫道具や画材を持ち出して裁縫やデッサンができるようにもなっていた。

　ギルドは三階建てで、一階の大半は一いつ般ぱん向けの展示室や面会室。二階は裁縫師たちの作業用エリアで、布見本や倉庫、講義にも利用できる教室などがある。レリンはいつも余り布をもらう際、二階の倉庫まで案内されていた。

「あら、こんにちはレリン。今日も布をもらいに来たの？」

　一階ロビーに足を踏ふみ入れると、カウンターにいた受付嬢じようが元気よく挨あい拶さつしてきた。今まで何度も布をもらいに来ていたので、彼女とも顔見知りだ。

「こんにちは、エフィ。今日は一階展示室の見学に来たの」

「そうなの？　了りよう解かい。それじゃあこっちの名めい簿ぼに名前を書いてね」

　受付嬢エフィは意外そうな顔をしていたが、レリンが名前を書いて「展示室の見学」の箇か所しよにチェックを入れると余計なことを聞かずに許可書を渡わたしてくれた。

　展示室は、一階。ギルド会員であればいつでも入室可能で、部外者でも身分証明などが行えたら見学することができる常設展である。

　この前マダム・ローレルの屋や敷しきで見たのは、マダムの作品だけ。その点、ギルドの展示室であればマダムに限らずあらゆる裁縫師たちの作品を見ることができた。

（悩んでいる暇ひまがあったら、動かないと）

　いつまでもうじうじしているわけにはいかないと、分かっている。だが、誰だれにでも相談できるわけではない。シスターに相談するのもやっとだった上、内容が内容だ。

（ルディア様たちは当事者だし、ヨランダたちに話すのも危険。フォルス様は──）

　展示室を歩くレリンの脳のう裏りに、優しく微笑むフォルスの顔が浮うかぶ。

　フォルスなら、レリンの悩みを聞いてくれるだろう。彼は裁縫に詳くわしくないからこそ、専門的な立場ではなく個人の意見を述べてくれるはずだ。

（でも──フォルス様はお忙いそがしい。それに、うちひしがれた姿は……見せたくない）

　手紙のやり取りだけで精せい一いつ杯ぱいだという今、「ちょっと悩んでいることがある」程度で彼を呼び出すことなんてできない。それに、元気いっぱいな姿を見せられるならまだしも、ルディア絡がらみという非常に繊せん細さいな内容で悩んでいる姿を見せようという気持ちにはなれなかった。

（やると決めたからには、やらないと）

　そう思って学校が休みの日に、ギルドまでやって来たのだ。ルディアたちは、「気をつけて行ってきてね」とだけ言って送り出してくれた。あのルディアが「お土産みやげよろしく！」と言わないのだから、やはり彼女らにも気を遣つかわせてしまっているのだ。

（「銀の紡つむぎ手」たちの作品を見れば、勉強になるかもしれない）

　ガラスケースに飾かざられたドレスや礼服、軍服の中には、王都審しん査さ会でレリンを評価してくれたゾフィア・ランクレーのものもあった。

　マダムの作風はどちらかというとシンプルだったが、ゾフィアの製作したドレスは豪ごう奢しやな刺繡が施されており、胸むな元もとギリギリまでカットされた襟えり元もとにさらにレースを縫ぬいつけるという、大人の色気を存分に引き立てるような個性の強いものもある。

（同じ「銀の紡ぎ手」でも、手法が全然違ちがうのね……）

　そう思ってガラスケースを順に見て回っていたレリンだが──

　トレイシー・ローレル。

　男性軍人用コートの説明カードに書かれていた名前に、ぎゅっとレリンの心臓が締しめ付けられた。

　目の前にあるのはマダムが縫った男性軍人用コートであり、マダム本人ではない。じっと見たって叱しかられることも睨にらまれることもない。

（大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫……）

　レリンは数度浅く呼吸した後、顔を上げた。

　深緑色の立て襟コートは、マダムの作風を如によ実じつに表したシンプルな造りをしている。目立っているのは胸ポケットに刺繡されたフランチェスカ王国の紋もん章しようと金ボタンのみ。

（マダムらしい作風ね。さすが銀の──）

『噂うわさによると、マダムに一度嫌きらわれた者は二度と王宮に足を踏み入れられなくなるとか言われています』

『マダムの敵は陛下の敵、ということかしら』

　──不意に脳裏に蘇よみがえってきたのは、若い男女の声。

　マダムの展覧会で何気なく耳にした噂話が今、不気味な響ひびきを孕はらんでレリンの心に響いてくる。

　ふっと、目の前の光景が揺ゆらいだ。

（……私は、マダムに──）

『単刀直入に申し上げます。不可能です』

『「王宮裁縫師」にはなれません』

　マダムの凍こごえる灰色の眼まな差ざしが蘇り、レリンの胸を鋭するどく貫つらぬく。

　もし、あの噂が真実なら。

（私は……やっぱりルディア様の隣となりには立てないの？）

　それどころか、マダムを重用する女王メルテルの不興も買ってしまうのか。

　そう考えると、目の前に立ちはだかるコートを見るのが恐おそろしくなった。

　──おまえでは、無理だ。

　深緑色のコートまでもが、そう囁ささやいているように思われてくる。

　我が慢まんならず、レリンは踵きびすを返して展示室から飛び出した。

（……私では、やっぱりだめなの？）

　展覧会で聞いたあの噂が真実なのか分からないが、全くのでたらめが流る布ふするとも思えない。

　展示室から出たレリンは、エフィたちに見つかる前に退散しようと壁かべ際ぎわにそろそろと移動した。

（今日はもう、帰ろう。お茶を飲んで、ゆっくり寝ねて考えて──）

「……あ、レリン発見！　おーい、レリン！」

「……え？」

　背後から掛かけられた陽気な声に、レリンは足を止めてのろのろと振ふり返る。

　見ると、黒くろ髪かみの青年が階段を下りてこちらに向かってきていた。彼は「よっ！」と片手を挙げ、ぼんやりと立っていたレリンの肩かたを親しげに叩たたいてきた。

　異国風の顔立ちをした、彼の名は──

「ドラン様？」

「正解！　やーっと君に再会できたね！」

　ドランは、「あの時は鮮あざやかにフられちゃったんだよねー」としみじみと語っている。

（そういえば、買い物に行った時に大通りでドラン様に声を掛けられたんだっけ）

　彼はその時女の子をお茶に誘さそうと言っていたのでレリンも応おう援えんしたのだが、どうやらうまくいかなかったようだ。

　そっとしておこう、とレリンは強こわばった笑えみを浮かべて話題転てん換かんを試みる。

「そ、そういえばドラン様はこちらに滞たい在ざいなさっているとおっしゃってましたね──」

「おいおい、そんな堅かた苦くるしい言葉遣いをしないでくれよ。僕はかたっ苦しいことが嫌いだから、もっと気楽に！　僕のことはドランと呼んで。敬語も不要。はいどうぞ！」

「ド、ドラン」

「よろしい！……ああ、そうそう。僕は春に五級裁さい縫ほう師しの等級をもらってから、ここで寝ね泊とまりしてギルドの仕事を手伝い賃金もらいつつ、のんびり過ごしてるよ。この前君と会った時はギルドのお遣いの帰りだったんだよ。それにしてもフランチェスカは食べ物がうまいし物価も安いから、僕のような人間にとっては有り難がたいばかりだよ。後は冬の寒さだけ心配だけど、まあなんとかなるかなぁ」

　大通りで出会った時もそうだったが、ドランはよく喋しやべる。半年前の顔見知りということもあるのだろうが、どちらかというと人見知りをする方のレリンにとっては、こんなに気さくに喋れる彼が不思議でならなかった。

「そうなので……いや、そうなのね」

「……元気ないね、何かあった？」

　そのものズバリ切り込んできた。

　これは彼に遠えん慮りよがないからなのか、それともこれが彼なりの遠慮の表れなのか。

　なんでもない、と反射的に答えそうになったレリンだが、口を開いたところで思い直した。

（……ドランも裁縫師だから、ある程度事情は分かっているかも）

　全くの畑違いの人間や当の本人たちよりは、話しやすいかもしれない。何よりも、人なつっこくて純じゆん粋すいにレリンを気遣っているらしいドランには、打ち明けやすい雰ふん囲い気きがあった。

「え、ええ……その、裁縫関連でちょっと悩なやんでいることがあって」

「うんうん、そういうこともあるある！　僕もたまーに憂ゆう鬱うつな気分になるからね。それじゃあ悩めるお嬢じようさんのために僕でよかったら相談に乗るけど、どうかな？」

「それは……私なんかの話を聞いてもらって、悪くないかしら？」

「悪いわけないだろう！　可愛かわいい女の子が悩んでいたら、スマートに手を差し伸のべるのがフランチェスカの紳しん士しだって聞いたからね。僕は異国人だけど、フランチェスカの女の子に対することなら、お国の方針に従うべきだと思うんだよ」

　そう言って彼はにっかりと笑う。本当に裏のない笑顔ができる青年である。見た感じレリンより年上だろうが、笑った顔は一気に幼い印象になる。

　レリンはほっと肩の力を抜ぬき、強ばりながらも笑みを返した。

「ありがとう、ドラン。それじゃあ……また日を改めて、ここで会うことにしない？」

「そうだね。僕と違って学生なら君も忙いそがしいだろうから、また時間のある時にここにおいでよ。話も聞くし、なんなら一いつ緒しよに裁縫の勉強をしよう」

「いいの？」

　思わず声がうわずってしまった。

（ドランと勉強をしたら……そうだ、異国の裁縫技術も学べるかもしれない！）

　シスター・イデアも裁縫の知識が豊富だが、彼女にも限界がある。その点、異国出身のドランならばフランチェスカの裁縫師が持たない知識も蓄たくわえていることだろう。

「私、あなたが審査会で説明していた、あなたの故郷の話聞いてみたかったの」

「それは光栄だね。僕も君のことを知りたいと思っていたんだ」

　そう言ってドランが了りよう承しようしてくれたので、早さつ速そく二人は都合を合わせた。といっても自分で言っていたようにドランは比ひ較かく的暇ひまらしく、レリンの授業のスケジュールから日程を調整することになった。

　勉強会の予定を決め、意い気き揚よう々ようとギルドから出たレリンを、ドランは笑顔で見送ってくれる。階段を降りてからふと振り返ると、彼はまだ玄げん関かんにいてひらひらと手を振ってくれていた。

（……うじうじしている場合じゃない。前を向かないと）

　レリンも手を振り返し、展示室を出た時とは正反対のしっかりした足取りでギルドの庭を横切っていった。
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「ん？　そんな大きな荷物を背負って……山ごもりでもするの？」

　ドランとの約束の日。

　リュックサックいっぱいに裁縫道具を詰つめ込んで寮りようの廊ろう下かを歩いていたレリンは、ルディアと鉢はち合あわせした。彼女は「休みの日のうちに、やることやっておかないとねー」と、本日一日自室で護衛のジェーンと一緒に書類仕事をするのだと言っていた。図書館の本を細い腕うでに抱かかえているので、資料を借りに行った帰りなのかもしれない。

　レリンは苦く笑しようし、リュックサックの側面をぽんぽんと叩いた。

「違ちがう違う。裁縫ギルドで、裁縫師のお方と約束をしているの。一緒に勉強するのよ」

「そうなの？　知らなかった」

「夕方までには戻もどるわ。ジェーンも、お仕事頑がん張ばってね」

「うん。じゃあ、晩ご飯の時にねー」

　ルディアはレリンの話を聞いても特に思うことはなかったようで、笑顔でひらひらと手を振ってレリンを見送ってくれた。レリンが町へ遊びに行くのではなく、裁縫師として研けん鑽さんを積むために外出するのだと分かったからだろう、いつもの「ついていく！」や「お土産みやげよろしく！」がなかった。

　鋼鉄製の鋏はさみを始めとした裁縫道具は、かなり重量がある。リュックサックは底面を革かわで補強された頑がん丈じようそうなものを選んだのだが、穴が空かないか心配である。

　学校前の丘おかは駆かけ足で下り、市街地ではところどころ休きゆう憩けいを挟はさみながら裁縫ギルドへと向かう。手荷物の少ない日はそれほど長ちよう距きよ離りとも感じなかったが、重い荷物を背負っている今はギルドに到とう達たつしただけで肌はだがしっとりと汗あせばんでしまった。今が真夏でなくてよかった。

「あ、来た来た。こんにちは、レリン」

　裁縫ギルドのロビーに入ると、ソファに座っていたドランが立ち上がって手を振ふってきた。

　シャツにスラックスという以前とあまり違いのない出いで立ちに加え、本日は頭にチェック模様のターバンを巻いている。授業で習った内容によるとあのターバンは、テベネットの伝統衣装だったはずだ。

　彼は左の頰ほおに当たるターバンの端はしを軽くはねのけた後、レリンの背中にある大荷物を見てヒュッと口笛を吹ふいた。

「おお、これはまた大きな荷物だな。山ごもりでもするのかい？」

「こんにちは、ドラン。……何を持って行けばいいのか分からなくて、とりあえず持っている道具をかき集めてきたの」

「あー、ごめん。あらかたの道具は僕の方で用意していたんだよね。先に言っておけばよかったなぁ」

　ドランはくっきりとした二ふた重えの目の端を下げ、上階へ続く大階段を手で示した。

「二階の講義室を一つ借りてね。道具も準備しているんだ」

「あら……そうだったの。ありがとう、ドラン」

「はは、いいんだよ。それじゃ、行こうか」

「ええ……あ」

　いきなり背中を圧あつ迫ぱくするものが取り払はらわれ、レリンはたたらを踏ふんでしまう。見ると、レリンが先ほどまで背負っていたリュックサックを軽々と背負い、階段の方へと歩いていくドランの姿が。

「ド、ドラン！」

「ほらほら、早くおいで。飲み物も準備するからさ」

「う、うん。でも荷物を……」

「え？　ああ、いいのいいの。これくらい行商で慣れているし」

　振り返ったドランはからりと笑い、片かた腕うでで担かついでいるリュックサックを軽く叩たたく。

「それに、僕がちゃんと連れん絡らくしなかったから君にこんな重いものを持ってこさせたんだからね。荷物持ちくらいするよ」

「……う、うん、ありがとう」

「どういたしまして」

　ドランに案内されたのは、二階にずらりと並ぶ講義室のひとつ。室内面積は聖堂学校の裁さい縫ほう教室と同じくらいで、南向きの大きな窓が陽光を取り入れているのでほんのりと暖かく明るい。

　部屋の中央には作業用に誂あつらえられた樫かし製のローテーブルが据すえられており、その上に並べられた裁縫道具や布がレリンの関心を一気に引き寄せる。

「わあ……！　すごい！」

「だろう？……といっても僕個人持ちのはほとんどなくて、大半はギルドで借りたものだから偉えらそうなことは言えないけどね」

　ドランは木製のベンチにレリンの荷物を置き、ローテーブルの上にあるものを順に手で示して説明してくれた。

　裁たち鋏ばさみ、刺し繡しゆう用の枠わくや指ぬき。まち針だけでも針の太さや長さで数種類あるので、縫ぬい方などによって分けて使うことができそうだ。

「ここらへんのは君も見たことあるものばかりだろうけど、大部屋には最新型の縫い機も据えているんだよ」

「縫い機!?」

　美しい光こう沢たくを放つ鋏の刃はにうっとりしていたレリンは、ドランの言葉にはっと覚かく醒せいする。

「縫い機って、雑誌に載のっていた足あし踏ぶみ式の!?」

「そうそう。僕のような新参者はおいそれと触ふれられないけれど、上級裁縫師に案内されて見学はしたことがあるんだ。今の技術だとまだ手縫いの方が速いくらいだけど、縫い目は正確だし誤って手を刺さすこともない。人件費の削さく減げんにもなるから、量産品を作るのには最適なんだって。改良が進めばいずれ、一いつ般ぱん家庭でも縫い機を購こう入にゆうできるようになるはずだとさ」

　ドランが滑なめらかに語るのを、レリンは目を輝かがやかせて聞いていた。

　フランチェスカ王国は文明の都であり、裁縫技術も近きん隣りん諸国より発達している。そして現在、足元の二枚のペダルを交こう互ごに踏み、手元で布を動かすことで裁縫することのできる機器が開発されているのだ。

　糸や布の取り付けに多少の時間を要するものの、準備さえできればあとは初心者でもすいすい縫うことができる。今の技術ではなみ縫いが限度だが、いずれ様々な形状の縫い方が実現できるだろう──と、雑誌に載っていた。

　ドランはその場に立ったままほうっと感かん嘆たんの息をつくレリンを見、くすくす笑った。

「はは、君って裁縫のことになるとそんなに生き生きするんだね。てっきりもっと大人しい子だと思ってたよ」

「……そ、そうね。やっぱり裁縫や刺繡が好きだから」

「いいことじゃないか。……それじゃ、こっちに来て。ギルドの道具もいいんだけど、君に見せたいものがあるんだよ」

　ドランに促うながされ、レリンはローテーブル脇わきの椅い子すに座った。作業がしやすいように背もたれがなく、脚あしが短めの丸椅子だ。

　ドランは壁かべ際ぎわの簡易キッチンに置いていたピッチャーから二人分の茶を注いで持ってきた後、テーブルに置いていた布包みを撫なでる。

「これね、僕が故郷から持ってきた伝統織物。本当は商売用なんだけどね」

「商売……あ、そういえばさっき、行商で慣れてるって言ってたわね」

「ああ。僕はもともと、織物商なんだ。フランチェスカの南東隣どなりにある草原の国テベネット出身なんだけど……知ってる？」

　ドランに問われ、レリンは地理の授業で習った内容を思い出した。

（そっか、だから今は伝統衣装のターバンを巻いているのね）

　テベネットはフランチェスカの南東隣の国であるが、フランチェスカ首都サランとテベネット首都カルディナには相当な距きよ離りがある。おまけに二国の国境代わりになっているのは険しい山脈で、山脈を越こえた先のテベネットはフランチェスカとは気候も風習も大きく異なる。

（春の王都審しん査さ会でも、ドランは私とは全く違う「春」を表現していたわ）

「ええ、教科書程度の知識なら。……ドランは商売のためにフランチェスカに来たの？」

「最初はね。テベネットはフランチェスカほど技術は発達していないけれど、伝統衣装や織物、何百年も続くステッチは花の都サランでも絶対見み劣おとりしないって信じている。もともと僕はテベネットの文化をフランチェスカにも広めるために来たんだけど、その時に裁さい縫ほう審査会の存在を知ったんだ」

　それが、レリンとドランが出会った今年の春の王都審査会のことだろう。

「これはチャンスだと思ったよ。僕が入賞すれば──それはつまり、テベネットの文化がフランチェスカでも認められたということ。どうしても、世の中は便利なもの、高価なものに目が行きがちだ。それが悪いこととは思わない。でも、僕にもテベネットの商人としての誇ほこりと意地がある。何としてでも入賞して、うちの文化の良さを広めてやるんだって意気込んだんだ。僕の本職は商人だけど、裁縫だって得意だ。故郷の伝統を広めて世に伝えられるこの仕事を、僕は自じ慢まんに思っている」

（すごい……！）

　すらすらと語るドランを、レリンは目を丸くして見つめていた。

　彼は生まれ故郷のテベネットに、テベネットの文化に、誇りを持っている。誇らしいその文化を伝えられることに、彼は喜びを感じているのだ。

　だが、それだけではない。

　彼はそんな自分のことも、誇らしく思っている。

　彼が持っているのは、根こん拠きよのない自信や虚きよ栄えい心ではない。自分自身の才能や役目、可能性を把は握あくし、目標のために突つき進んでいる。

　それは、同じ裁縫師でありながらレリンにはないものだった。

　レリンは目を丸くし、うんうんと頷うなずく。

「……私、あなたが優ゆうし秀ゆう賞に選ばれた理由が、なんとなく分かる気がする」

「おや？　君はまだ、僕の作品を見ていないはずだ。それなのに分かるのかい？」

「う、うん。あの、なんとなくだけれど」

「ふふん、それはどうも。でも、驚おどろくのはこの布たちを見てからにしてほしいな」

　そう言い、ドランは先ほどから触れていた布包みの紐ひもを抜ぬき取った。その時漂ただようのは、草と、土の香かおり。

　ドランが包みを開いた瞬しゆん間かん、目の前に異国の風景が広がった。

　現在のフランチェスカではあまり愛用されない、極ごく彩さい色しきの布。手元のランチョンマット大の布は濃こい赤色だが、煉れん瓦が色や銅色というよりむしろ、血の色だ。その奥にあるロール状の布は、目がちかちかするようなきついオレンジ色。全体的に暖色の方が多いのも特色なのかもしれない。

　暖色系が多いが、寒色の布もある。その布も、フランチェスカの秋晴れの空でも裸足はだしで逃にげ出してしまいそうな、目の覚めるような鮮あざやかなマリンブルーだった。

「すごいだろう？　これ、商品の布ね」

「とっても鮮やかな色……これも染せん料りようは草花なの？」

「フランチェスカは草花染めが主流らしいけど、こっちは鉱物染めの方が多いんだ。うちの国は花よりも草原、それと岩山が多い。花は貴重だから、染め物には色つきの鉱石が使われる。テベネットの鉱石は色がどぎつくてどうしてもビビッドな色合いに染まってしまうけど、色落ちはしにくいし染料も安く済むんだ」

　ドランは胸を張って説明した後、「それからね」と、別の布を解ほどく。

「僕が縫った外がい套とうを見せてあげるよ。まだ誰だれにも見せていないんだ」

「え、見ていいの!?」

「もちろん。自信作だからね、とくとご覧あれ！」

　自信満々のドランが、布包みから取り出したものをテーブルに広げた。

　それは、フランチェスカで言うローブのような丈たけの長い外套だった。

　生き地じの色は、目がちかちかするほど鮮やかなショッキングピンク。そこに、フランチェスカで流通するものよりずっと太い糸で大だい胆たんな幾き何か学がく的文様が施ほどこされている。

　紫むらさきとベージュの糸が渦うずを巻き、濃のう紺こんと深しん紅くの糸が迷めい路ろのように絡からみ合ったデザインを作り出す。外套の胸と尻しり、首の後ろに相当する位置には、裁縫針のような不思議な絵が描えがかれていた。

「……すごい。あの、触さわってもいい？」

「うん、ただ手触りはよくないし、生地の材質上ちょっと毛羽立っているよ」
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「構わないわ。ありがとう」

　ドランの許可を得たレリンは、そっと布地に触れた。

　彼の言うように、布も糸も毛羽立っており手触りも硬かたい。頰ほお擦ずりするとかなり痛いだろう。だが頑がん丈じような布と糸によって織りなされた外套は厚みがあり、文様が丁てい寧ねいに縫ぬわれているため縫い目の乱れや隙すき間まがない。

　レリンは息を詰つめて、胸むな元もとや襟えりの模様に触れた。

「……この辺りに大きな模様があるわ。これは、何をモチーフにしているの？」

「杉すぎの一種だよ。ほら、フランチェスカでも針葉樹は魔まよけ効果があるって言われているじゃん？　テベネットも同じで、民族衣装に針葉樹の文様を入れると厄やく払ばらい効果があるってことで昔から愛用されているんだよ」

「模様の位置にも意味があるの？　フランチェスカでも花の文様とかが愛用されているけれど、こういう配置のものは見ないわ」

「うんうん、いいところに目を付けたね。フランチェスカでは衣装の裾すそ際、もしくは全面に模様を入れるけど、うちではそういうのは主流じゃなくてね。心臓のある胸部や人間の急所である首、目の届かない背面に集中して模様を入れることでお守り効果を期待しているんだ。テベネットはここほど医い療りようも発達していないからね、まじないとかで健康長ちよう寿じゆを願う気持ちも強いんだ。だから、衣装に魔よけ効果のある文様を取り入れて神かみ頼だのみするんだよ」

　そういうことか、とレリンは忘れかけていた息をつく。

（ドランと私で「春」の認にん識しきが違ちがうのと同じ。模様の意味も、国によって全く違うのね……）

　フランチェスカで華か美びさが求められるのと同様に、テベネットでは魔よけが求められる。風土や気候、人々の思考の違いが、服ふく飾しよくにも現れる。

　外套を手にしたまま放心するレリンを見、ドランは小さく噴ふき出した。

「っはは、レリン、今すっごくおもしろい顔してる」

「…………おもしろい、顔」

　ドランの言葉に、レリンは言葉を失った。

（おもしろい顔──それ、褒ほめられてないよね……）

　年とし頃ごろの娘むすめとして、「おもしろい顔」と表現されるのはなんとなく屈くつ辱じよく的である。

　ドランはレリンの表情の変化に気づいたのか、琥こ珀はく色の目を見開いて体を起こした。

「あ、いや、ごめん。悪い意味じゃないんだよ。むしろ、なんというか……」

　そこでドランは口を閉とざし、妙みように真しん剣けんな眼まな差ざしでレリンを見つめてきた。そんなに自分は奇き妙みような顔立ちなのかと、レリンは内心落ち込みつつドランを見つめ返す。

（今気づいたけれど……ドランも、とってもきれいな顔立ちなのね）

　フランチェスカの人間とは全く違う容よう貌ぼうではあるが、目鼻立ちがくっきりしているし、彼の豊かな表情がさらなる彩いろどりを与あたえている。レリンは自分の容姿についてそれほど深く考えたことはないが、精せい悍かんな青年の顔をした彼からするとレリンは、薄うすっぺらくて味気のない容姿に見えてしまうのかもしれない。となれば、野性的な美貌を持つ彼と比べればレリンの顔は「おもしろい」部類に入ってしまうのも仕方ないのだろう。

（ルディア様みたいに美人だったら、また違ったのかしら）

　絶世の美少女として名高い王女と比べても仕方ないのは分かっているが、ドランに「おもしろい顔」と評された身としては、やはり複雑である。

　レリンはふーっと息をつき、ずっと手に持ったままだったテベネット文様の外套を差し出した。

「貴重なものを見せてくれてありがとう。お返しするわ」

「…………え？　あ、ああ。気にしないで。せっかくだからこれ、着てみる？」

　我に返ったドランが提案するので、レリンは目を瞬またたかせた。

「着る？　これを？」

「そう。着付け自体は難しくないよ。今の君なら、その赤いコートを脱ぬぐだけでいい」

「それは……素す敵てきな提案だけれど、いいの？　誰にも見せていない自信作でしょう？」

「自信作なのは確かだけど、服の本質は着てもらうことにあるんだ。それ、そもそも女性用だから僕が着るためのものじゃないし。せっかくだし、異国の文化に触ふれてみなよ。というか、僕が君に着てもらって意見をもらいたいんだっ！」

　どうやら最後が彼の本心らしい。

　レリンはくすっと笑い、制服の上着を脱いで立ち上がった。

「分かった。それじゃあ、着てみるわ」

「ああ、ありがとう。君に着てもらえるなら、こいつも喜ぶよ」

　外套を受け取ったドランも席を立ち、ローテーブルを回ってレリンの元までやって来る。

「はい、それじゃあ腕うでを上げて。……君のサイズに合わせて作ったわけじゃないから、丈や裾が合ってなくても許してね」

「もちろんよ。着させてもらえるだけ有り難がたいわ」

　外套を手にしたドランがレリンの背後に回る。両腕を上げてトルソー状態になったレリンの腕が、ずっしりとした袖そでに通された。

　やはり最初に見た時の印象と同じで、着方もローブとほぼ同じのようだ。違うのは、フランチェスカのローブはボタンで前まえ身み頃ごろを留めるのに対して、こちらはボタンではなくウエスト部分を帯で締しめるというところ。

「はい、これ帯ね。さすがに君の体に必要以上触れるわけにはいかないから、自分でやってみて。巻き方はなんとなくでいいからね」

　ドランに渡わたされた濃い赤色の帯は、幅はばがレリンの手のひらくらいある。ドレスのアクセントとしてサッシュベルトなどを添そえることがあるが、それらよりもずっと幅が太い。

　レリンが少々手間取りつつ帯を結んでいる間に、ドランは部屋の隅すみにあった姿見を持ってきてくれていた。

　埃ほこり避よけ用に掛かけていた覆おおいを外してレリンの前に鏡を据すえたドランが、レリンを見てにっこりと笑う。

「おー！　いいねいいね！　すっごく可愛かわいい！」

「……そう？　おかしくないかしら？」

「似合ってるよ。ほら、見てみなよ」

　ドランに促うながされ、レリンはおずおずと鏡に向き直った。

　楕だ円えん形の鏡には、極ごく彩さい色しきの外套を纏まとう少女の姿が映っていた。黒くろ髪かみに小麦色の肌はだのドランと違って髪と肌の色が薄いので、首から上と下での色彩の温度差が激しい。

　ローブと違って袖の広がりが控ひかえめで、袖口の渦うず巻まき模様の刺し繡しゆうの効果もあるのか思ったよりも腕が細く、引き締まって見える。ビビッドな色の外套を着たレリンが「すっごく可愛い」のかはドランのみぞ知ることだが、なるほど確かに、思ったほどちぐはぐな印象でもなかった。

　どうやらドランはレリンよりももう少し身長の高い女性を想定して作ったらしい。心臓を守るはずの杉の文様が、みぞおち辺りに来ている。

　ドランもそれに気づいたらしく、鏡に寄りかかりつつ照れたように頭を搔かいた。

「あはは、やっぱりちょっと丈たけが合わなかったね」

「それは仕方ないわ。ひょっとして、テベネットの女性は私よりも身長が高い方が多いの？」

「そうだね、テベネットに来たら君はかなり小こ柄がらな部類に入ると思う。うちはもともと狩しゆ猟りよう民族だからね、男性はもちろん女性でも……こう、全体的にスレンダーな人が多いんだ。昔から、女性でも騎き馬ばと弓きゆう術じゆつは叩たたき込まれていたからね」

　ドランの説明を受けて、なるほどとレリンは唸うなる。

　気候や性格だけではない。生まれた民族によって、身長や体型も異なる。ドランには言わなかったが、丈が長い割に胸と尻しり周りは若じやつ干かんきついと思ったのもそのためだったのだ。

「んー、もしこれから先にフランチェスカの女性用の服を仕立てるとなったら、容姿だけじゃなくて体型とかにも注意しないといけないな。やっぱり着る人のことを考えてその人のために縫わないと、しっくりくる出来にはならないからね」

　レリンが外がい套とうを脱いでいると、鏡を片づけていたドランがしみじみと言った。

「男性用の服はギルドの仕事で何着も縫っているんだけど、男性でも体型が全く違うんだよね。フランチェスカの男って、身長の割に体は薄いんだね。筋肉はどこに行ったんだ？」

「……そうなの？　見たことがないからよく分からないわ」

「え？　君だって平民だし、家族と暮らしていたら──」

　そこまで言い、ドランは振ふり返って口を閉ざした。彼にレリンの家族について語ったことはないが、おおよそのことは察したのかもしれない。

　レリンは外套を丁てい寧ねいに折りたたんで上着を着つつ、微笑ほほえんだ。

「私は六歳の頃ころに両親と引き離はなされて、養子先で育ったの。そこではあまりいい待たい遇ぐうをされなかったし、十四歳からは聖堂学校で暮らしている。ずっと閉へい鎖さ的なところで暮らしていたのよ。だから、家族とはいえ男の人の体を見た記き憶おくはないの」

「そっか……ごめん、悪いことを聞いたな」

「いいえ、そんなことないわ。去年までは辛つらいことが多かったけれど、今は養子先から解放されて、実の両親とも再会できた。名前も──審しん査さ会の時はフェドーレだったけれど、今はベルゼに戻もどったの」

「……ああ、そうか。フェドーレ商会ね。聞いたことはあったけど──」

　ドランは難しい顔でしばらく黙だまった後、一つ頷うなずいた。

「……了りよう解かい。過去にはいろいろあったようだけど、今君がこうして好きなことをできているのなら、それもまた『タマラの気まぐれ』なんだろうな」

「……『タマラの気まぐれ』？」

「ああ、それはテベネットのことわざでね。昔、タマラっていうとんでもない悪女がいたんだけど、彼女がいろいろ引っかき回したおかげで当時の国王の悪事が暴あばかれて、結果としてテベネットは平和になりました……っていうおとぎ話が元になっているんだ。転じて、人生何が幸運のきっかけになるかは分からない、みたいな場面で使われるんだ」

「なるほどね……」

　タマラの気まぐれ、とレリンは復唱する。

（人生、何が幸運のきっかけになるかは分からない……本当に、その通りなのね）

　ドランが淹いれてくれていた茶を飲んで喉のどを潤うるおしていると、向かいの席に戻ってきたドランが「さて」と手を打った。

「それじゃあ、貴重な体験もできたところで本題に入ろうか。この前会った時、悩なやんでいるようだったけど……その後、どんな感じかな？」

　ドランに指し摘てきされ、レリンは一いつ瞬しゆん何のことか分からず瞬まばたきした。そして、マダム・ローレルの言葉を思い出す。

（……そう、私はマダムの課題をこなさないといけない）

　ガラスのコップを両手で握にぎり、レリンはぽつぽつと以前の──マダム主しゆ催さいの展覧会に行き、作品を見せたのはいいがこてんぱんに言い負かされてしまったことを語った。

　ドランはレリンの話を黙って聞いていた。シスター・イデアの時と違ちがい、彼は相あい槌づちも打たずに終始黙っていた。

「……なるほどね。一級裁さい縫ほう師しマダム・ローレルの言葉の意味を考えないといけないのか」

「ええ。……情けないことなんだけどね。あなたと再会したあの日は、展示室にあったマダムの作品を見るだけで怖こわくなって、尻尾しつぽを巻いて逃にげようとしていたところだったの」

「ああ、だからあんなに顔色が悪かったんだな。呼び止めてしまって悪かったね」

「ううん、今ではあなたに声を掛けられてよかったと思っているわ」

　あのまま逃げ帰っていれば、レリンは誰だれにも打ち明けられずに悶もん々もんとしていただろう。

　ドランに声を掛けてもらい勉強会の約束をしてからは、かなり気持ちも楽になった。それに今だって、テベネットの話を聞いたり伝統衣装の体験をしたりして、気持ちも落ち着いている。

　マダムの話を出した時も、以前ほど胸が痛くなくなっていた。

　だからこそ。

「……あの、ドラン。相談を持ちかけておいて何なんだけど……私、自分で乗り越こえないといけないと思うの」

「……へえ」

「ドランはたぶん私より年上だし、知識も豊富だわ。……でも、ドランに一から十まで教えてもらうわけにはいかないと思う。そうじゃないと──マダムの課題をこなしたということにはならないだろうから」

　本当は、誰かにすがりたい。

　教えて、助けて、と泣きつきたい。

（でも、それじゃ意味がない）

　レリンは背筋を真っ直すぐ伸のばし、向かいの席のドランを見つめた。

「だから、話を聞いてくれただけでもすごく嬉うれしいの。……黙って私の話を聞いてくれて、ありがとう」

「……ふふ、そっか。いや、安心したよ」

　それまで無表情だったドランはふっと相好を崩くずし、テーブルに頰ほお杖づえをついた。

「そりゃ、可愛い女の子に助けを求められたら、男として手を差し伸べないわけにはいかない。君が僕に助けを求めるなら、すぐにでも馳はせ参じるつもりだったよ。……でも」

「でも？」

「同じ裁縫師として君の上達を願うなら、僕の手助けだけを頼たよりにするんじゃだめだよな、とも思ってたんだ。だから、安心した。そういう決意ができるだけ、君はすごいよ」

「……そうなのかしら？」

「そうそう。……それじゃあ、僕は君の『課題』の答えを教えるんじゃなくて、裁縫そのものを一いつ緒しよに勉強することにしよう」

　そう言い、ドランはテーブルに広げられた裁縫道具を手で示す。

「『タマラの気まぐれ』ってわけじゃないけど……何が君の課題解決に繫つながるかは、分からないだろう？　僕も、君と一緒にデザインボードを描かいたりしたかったんだ」

「……ええ！　よろしくね、ドラン」

　レリンも笑え顔がおになり、ドランに手を差し出した。

　ドランは一瞬、レリンの右手を見て不意を突つかれたように瞠どう目もくした。だがすぐに笑顔に戻り、差し出された手を握り返してくれた。

「ああ。……よろしく、レリン」




　その後、夕方になるまでレリンはドランと共に裁縫の勉強をして過ごした。

　デザインボードを描きあい、それぞれの得意とするステッチや刺し繡しゆうの柄がらを見せあう。レリンはドランが見せてくれる様々な文様に驚おどろきっぱなしだった。

　片づけをしている時にそう感想を述べると、ドランは小首を傾かしげた。

「いや、僕だって今日は非常に有意義な時間を過ごせたと思っているよ」

「……そう？」

「そうそう。可愛かわいい女の子と二人っきりで勉強会なんて、本当に役得だね！」

「えっ……ドランはそういう風に思っていたの？」

「い、いやいや冗じよう談だんだから！　そんなに距きよ離りを取らないで！　そんな目で僕を見ないで！」

　テーブルの向こうで布を片づけていたドランがテーブルに両手をついて詰つめ寄ってくる。彼があまりにも必死の形相で焦あせるものだから、レリンはつい噴ふき出してしまった。

「あっ……酷ひどいなぁ、笑うんだ」

「ふふ……ごめんなさい。ずっと大人の余よ裕ゆうって感じだったドランが焦るのが、なんだかおもしろくて」

「何だよ、これでも僕は二十一歳だ。君よりずっと大人なんだからな。敬うがいい！」

「そうね。ごめんなさい、ドラン先せん輩ぱい」

「うんうん、よろしい！」

　ギルドから借りている講義室なので、糸くずも残さないようきれいに掃そう除じしてから部屋を出た。ドランはギルドの客室で寝ね泊とまりしているので、玄げん関かんポーチ辺りで別れるつもりだったのだが。

「それさぁ、持って帰るの大変じゃない？　持つよ」

「い、いいえ、それは申し訳ないわ。聖堂学校は丘おかの上にあるのよ」

「だったらなおさらだよ。君ももう疲つかれているだろう？　こういう時は男に素す直なおに甘えるのが女の子の特権だよ」

　ドランはそう言い、レリンが持ってきた例の巨きよ大だいなリュックサックを軽々と担かついだ。彼もそこそこ疲れているはずなのに、大荷物を担いでもけろりとしている。

「君は道案内をよろしく。男子禁制の聖堂学校の敷しき地ち内に入るのはまずいだろうから、丘を登った辺りまで送っていくよ」

「……ごめんなさい、ありがとう、ドラン」

「いいってことよ」

　ドランは白い歯を見せてにっかりと笑った。




　ギルドを出た時にはまだ市街地はほんのりと柔やわらかなオレンジ色に染まっていたのだが、聖堂学校の丘を登っている頃ころには鮮あざやかな夕焼け空が西の彼方かなたへと追いやられてきていた。

「……結構きつい坂だなぁ……これ、女の子たちが上り下りするの大変じゃない？」

「うーん……そういえば入学したての頃はきつかったけれど、もう慣れてしまったわ」

「君、見かけによらずたくましいんだね。足あし腰こし鍛きたえられて、実は筋肉がすごそうだね」

「…………」

「実は筋肉がすごそう」とは、はたして女性に対して言ってもいい台詞せりふなのだろうか。

　レリンの無言の訴うつたえを察したらしきドランが、びくっとして取りなしてくる。

「ご、ごめんってば本当に！　あーもう、さっきから僕、失言しっぱなしだなぁ──」

　言葉の途と中ちゆうで、ドランが足を止めた。なぜなら彼の隣となりを歩くレリンが、黙だまったまま立ち止まったからだ。

　レリンの目線の先には、聖堂学校の正門前に佇たたずむ一つの人ひと影かげが。レリンたちの背後に太陽があるので、その姿がくっきりと見えた。

　聖堂学校の生徒にしては背が高い、その人は──

「……フォルス様！」

　呼びかけると同時に、レリンは駆かけ出した。一日裁さい縫ほうに没ぼつ頭とうして疲れているはずなのに脚あしは軽かろやかに動き、ブーツの底が力強く草地を踏ふみしめる。

　レリンに背を向けて歩きだしていたその人が、振ふり返る。肌はだ寒ざむさを孕はらんだ夕暮れ時の風が彼の前まえ髪がみを搔かき上げ、青緑色の目が見開かれた。

「……レリン？」

「お久しぶりです、フォルス様！　お遣つかいですか？」

　久しぶりにフォルスに会えたことが嬉しく、レリンは彼の前で止まっていつになくはしゃいだ声を上げた。興奮のためか、体の疲れも吹ふっ飛んでいった。

　今日のフォルスは「黒くろ騎き士し団」の制服姿だ。夜の闇やみに溶とけ込んでしまいそうな色合いの制服は、彼の体を引き締しめてより魅み力りよく的に見せていた。彼は制服姿であるしルディアは今日書類仕事をすると言っていたので、王女の正式な遣いとして訪ねてきたところということで間ま違ちがいはないだろう。

　フォルスは汗あせだくのレリンを見て一いつ瞬しゆん不意を突かれたように瞬まばたきしたが、すぐに微笑ほほえみを浮うかべてレリンの前髪を優やさしく指先で払はらった。

「はい、お久しぶりです。おっしゃるとおり、俺は本日我が儘ままお嬢じようさんとの書類のやり取りのために参りました。なんとか本日中に陛下にお渡わたしできそうで安心しています。レリンは今日、お出かけとのことでしたね」

「はい、せっかくの休日なので、裁縫ギルドで先輩裁縫師の方と一緒に勉強をしていたのです」

「それはいいことですね。楽しめましたか？」

「はい！　あ、荷物を持ってきてもらっているのでフォルス様にも紹しよう介かいしますね」

「ええ。…………」

　振り返るとちょうど、リュックサックを担いだドランが丘を登り切ったところだった。レリンたちからは彼の姿が逆光になっているので、大きな荷物を背負う彼のシルエットは不思議な生命体のようである。

「ドラン、持ってきてくれてありがとう。後は私が中に入れるわ」

「了りよう解かいだよ。……で、そこにいるおにーさんは、誰だれ？」

　リュックサックをレリンの足元に置いたドランが、額を伝う汗を袖そでで拭ぬぐいつつ問うてきた。

　レリンはふふっと笑い、自分の背後にいるフォルスを手で示す。

「紹介するわね。こちらはフォルス様。ルディア王女殿でん下かの護衛騎士をなさっているのよ」

「へえ、君って騎士様とも仲がいいんだね。やるじゃん」

　ドランはカラカラと笑う。だがなんとなく、彼がさっきまで見せていた笑顔とは雰ふん囲い気きが違って感じられた。表情も硬かたい気がする。

（……きっと疲れているのね。手早く紹介を済ませよう）
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　続いてレリンは振り返り、ドランを手で示す。

「フォルス様、彼は先輩裁縫師のドランです。テベネット出身で、裁縫の知識がとても豊富な方なのです」

「……なるほど。お初にお目に掛かかります、ドラン殿どの。フォルス・バルクールです」

　レリンの言葉を受けてフォルスはいつも通りの笑え顔がおで優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをした後、そっとレリンの肩かたを抱だき寄せてきた。

（フォルス様──？）

　自然な動作ではあったが、大きな手のひらに触ふれられた箇か所しよが温かい──どころか、熱い。

　ぽんっとレリンが頰ほおを赤らめて視線を逸そらす中、フォルスは滑なめらかに言葉を紡つむぐ。

「レリンとは個人的な付き合いをしております。どうぞこれからもよろしくお願いします」

「……ああ、よろしく。しかし君、表情の変化がおもしろいなぁ。どっちが君の素顔？」

「何のことでしょうか？」

「あ、何でもないよ。……じゃ、レリン。今日はお疲れさん」

「ええ、今日は本当にありがとう、ドラン」

「いいってことよ。今日のところはちゃっちゃと退散するね」

「ええ、また今度ね」

「うん、また今度」

　ドランはレリンに向かってひらひらと手を振り、フォルスにもにっこりと笑顔を向けた後、踵きびすを返した。彼の後ろ姿はあっという間に丘を下り、夕ゆう闇やみの中へと消えていく。駆け足気味なので、きっと相当疲れているから早くギルドに帰って休みたいのだろう。

　ドランを見送った後、レリンは彼が運んでくれたリュックサックを担いでフォルスを振り返り見た。

「それじゃあ、フォルス様もお仕事中ですし、私もそろそろ──」

「レリン、少し時間いいですか」

　ぴりっと緊きん張ちようを孕んだフォルスの声に、レリンは目を見開いた。肩からゆっくりとリュックサックが滑すべり落ち、やや鈍にぶい音を立てて草原に逆ぎやく戻もどりする。

　フォルスは、何とも表現のしにくい表情でレリンを見つめていた。

　眉み間けんに皺しわを寄せ、怒おこっているような、悩なやんでいるような、悲しんでいるような──いろいろな感情がない交ぜになったその表情に、レリンはこくっと緊張の唾つばを飲み込む。

「……私は大だい丈じよう夫ぶです」

「よかった。……その、先ほどの裁縫師のことですが」

　フォルスが提示したその名は、レリンにはある程度想定していたことだった。ドランが近くにいる時、なんとなくフォルスの様子がおかしいのにも気づいていたのだ。

（……もしかして、ドランのことを不ふ審しんに思ってらっしゃるのかも？）

「……先ほど姫ひめ様さまからも、レリンが今日の午後から裁縫師に会いに行っていると伺うかがっておりました。てっきり──相手は女性だとばかり思っていました」

「……ああ、そういえばルディア様にも相手の名前は言わなかったですね」

「はい、姫様も『どんな女の人かなぁ』と呟つぶやいてらっしゃったので。……まさか年若い男性だとは」

　視線を逸らしてフォルスが気むずかしげに言うので、レリンは急ぎフォローを入れる。

「確かに男性ですけど……その、ドランはとてもいい人でしたよ。親切だし、フランチェスカにいるだけでは知ることのできない裁縫や刺し繡しゆうの文様もたくさん教えてくれた、物知りな先輩裁縫師でした」

「なるほど……他ほかにはどんなことを？」

「そうですね……ドランが縫ぬったという外がい套とうを着せてもらいましたね。かなり独特な色合いなのですが、その文様や色使いからテベネットの文化が見えてきて……」

「……そう、ですか」

「フォルス様？」

　いつもはきはきと喋しやべりルディアとぽんぽん冗じよう談だんのやり取りをする彼にしては、言葉のキレが悪い。

　フォルスはしばらくの間、口元に右手を宛あてがって黙っていた。先ほどよりもさらに、眉間の皺が深くなっている。

「……何と言いますか。今、とても複雑な心境です」

「複雑な……？」

「自分でも何と表現すればよいのか分からなくて参っているのですが……ドラン殿がよい裁縫師だということはあなたの話からよく分かりました。裁縫ギルドに登録されたということならばある程度身分もはっきりしているでしょうし、信じるに値あたいする人物であろうとも分かっております」

　ただ──と、彼はぎゅっと眉まゆ根ねを寄せて疲つかれたようなため息を吐はき出した。

「……どうも、すっきりしません。あなたにとって同じ裁縫師である彼のような存在が必要だと理解していても、俺にはできないことができる彼が羨うらやましいんですね」

「……羨ましい、ですか」

「はい」

　フォルスはどこか遠い眼まな差ざしになり、ドランが去っていった方角を見やった。

「……今だから言えますが、ちょっと前に俺も挑ちよう戦せんしてみたのです」

「……何にですか？」

「裁縫」

　さらりと言われた。

「そ、そうですか。あの、何を作られましたか？」

「手て拭ふき──のような何か。ジオには、『古くなったパンみたいだ』と言われました」

　それは逆に見てみたい。

「…………えっと」

「姫様のことを言えませんね。その時に思い知らされた気持ちです。俺では、あなたの力になることはできない、あなたを助けることはできないんだな、と。ドラン殿は逆に、あなたと同じ才能を持ち互たがいに成長しあえる。……彼にはできて、俺にはできない。そのことを痛いほど実感したのです」

「え？」

　レリンはフォルスの言葉に、ん？　と首を捻ひねった。

　自分でも述べたように、フォルスは裁縫が得意ではないのだろう。

（でも……だからといって、私の力になれない？）

　それは本当なのか？

（そんなことない。だって今まで私はフォルス様に──）

　だがレリンが考えをまとめて何か言うよりも前に、フォルスはふっと微笑ほほえんだ。そうしてレリンの背中に右手を回し、ぽんぽんと優やさしく背中を撫なでてくる。

「すみません、あなたを困らせましたね」

「困らせるなんて……フォルス様、私は──」

「いいのです。ちょっと情けないところを見せてしまいましたね。きっと俺も少し疲れているのでしょう」

　レリンは眉根を寄せてフォルスを見上げる。

　困ったように微笑む彼は、確かに前に見た時より少しだけ疲れた表情をしているように見える。彼にもいろいろ悩むことはあるのだろうが、肉体的な疲ひ労ろうも原因の一つであるのは確かなようだ。

「無理は、しないでくださいね」

「はは、分かっています。日々忙いそがしいですけど、こうしてあなたとほんの少しの時間だけでも話をし、顔を見られただけで十分です。……引き留めてしまってすみません。そろそろ俺も城に戻もどりますね」

「……は、はい。お疲れ様です、フォルス様」

「はい。あなたも頑がん張ばってくださいね」

　フォルスは微笑み、レリンに背を向けた。夕日はすっかり傾かたむいており、彼の背中はあっという間に夕闇の中へと消えていってしまった。

　彼が去った後も、レリンは何とも言えない気持ちでその場に立ちつくしていた。

（……フォルス様、困ってらっしゃったわ）

　彼は「疲れているのでしょう」と言っていたが、仕事での疲れが原因の全すべてではないのは確かだ。

『今、とても複雑な心境です』

『俺にはできないことができる彼が羨ましいんですね』

　憂うれいを帯びた表情で語っていたフォルス。自分でも、どうしてここまで疲ひ弊へいしているのか分からない──そういった様子だった。

（……でも、悩んでいるのは私だけじゃないのね）

　フォルスだって悩む。彼だって人間なのだから、当たり前だ。

（……今日は、ちゃんとお話しすることができなかった。いずれ、いろんなことをお話ししないといけない）

　そして、フォルスに見せる自分の姿はいつだって、明るく輝かがやいているものでありたい。

（早く、マダムの課題をこなさないとね）

　一呼吸置いた後、レリンは足元に置きっぱなしだった巨きよ大だいなリュックサックに視線を落とした。

「……まずはこっちだな」

　ひとり苦く笑しようし、レリンはえいやと気合いの声を上げてリュックサックを持ち上げた。




　聖堂学校の正門前で、少女と騎き士しが話している。

　そんな姿を、青年は広葉樹の陰かげから見守っていた。今はすっかり薄うす暗ぐらくなっているので、青年の姿は陰になっておりうまく紛まぎれている。

　頭上の葉は半分以上散っており、こうしている今もはらはらと落ち葉が頭に降り注いでくる。

　ターバンに引っかかった落ち葉をぱさぱさと払はらい落とし、青年ははーっと呆あきれたようなため息を吐き出した。

「……なにあれ、ぶっきよーな男」

　少女の前では柔やわらかい微笑みを浮うかべるのに、ドランを見る時には複雑そうな眼差しを向けてきた、フランチェスカの騎士。その目に浮かんでいたのは、戸と惑まどいや、苛いら立だちや、羨せん望ぼう、そして──嫉しつ妬との色。

「うんうん。そうこなくっちゃ、燃えないよなぁ。……ねえ、レリン？」

　青年はククッと笑い、聖堂学校の方を見やる。

　もうそこには誰だれの姿もなく、寂さびしい秋の風が吹ふくのみだった。
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　フランチェスカは、四季の変化に富んだ国である。

　領土の大半はなだらかな平野で、王都サランは王国領北部の緩ゆるやかな丘きゆう陵りよう地ち帯たいに位置している。春は色とりどりの花が咲さき乱れ、夏は脇わきを流れる河川のおかげで暑さが緩まる。秋には広葉樹たちが我先にと赤や黄色に化け粧しようをし、冬になると一面が銀世界に変わる。

「冬かぁ……女王陛下生誕祭の季節になるんだな。もう既すでに夜会服の予約受け付けを終しゆう了りようした店も多いんだってな、エフィ？」

　王都サランに本部を構える、裁さい縫ほうギルド。

　一階ロビーのカウンターで依い頼らい書整理をしていた受付嬢じようエフィは顔見知りの裁さい縫ほう師しに尋たずねられ、頷うなずいた。

「そのようです。秋の社交期が終わって一段落付く間もなく、生誕祭。ギルドにもドレスや礼服製作の仕事が依頼されるので、おかげさまでうちも繁はん盛じようしていますよ」

「本当にな。有り難がたいことだ」

「貴族にとっては、他国からの賓ひん客きやくも来る生誕祭はこれ以上ない『稼かせぎ時』なんだろ？」

「そりゃあ、うまくいけば他国の要人とよしみを結べるんだからな。だから貴族といえど自ら店に赴おもむいて自分が納なつ得とくした店や裁縫師に依頼する。いい時代になったもんだ」

「俺たち平民でも貴族の皆みな様さまに頼たよりにしてもらえる──二十年前じゃ考えられなかったことだな。メルテル陛下のおかげだ」

「ええ。……では陛下が設立なさったギルドのため、今日もお仕事をよろしくお願いしますね」

　エフィはそう言い、カウンター前にいた裁縫師たちに依頼書の束を差し出した。彼らは依頼書を見て、「腕うでが鳴るな！」「よし、しっかり稼ぐぞ！」と職人らしい誇ほこりに満ちた笑えみを浮かべるのだった。
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　赤い屋根が特とく徴ちよう的な、服ふく飾しよく店。

　その店先の車寄せには現在二台の馬車が停とまっており、店員が馬と御ぎよ者しやの相手をしている。馬車の垂れ布に家か紋もんが記されていることから、今現在この店に貴族の客がやってきていることが分かる。

　そんな、雑誌でも大きく取り上げられている王都サランでも屈くつ指しの大手服飾店の前に、一人の少女が立っていた。

　着ているのは、紅葉した落葉樹のような艶つやを消した赤色のドレス。袖そでが膨ふくらんでおり腰こしにリボンが付いているのが、今年の流行である。タータンチェックのジャケットはキャラメル色で、裾すそのフリンジが晩秋の風を受けて微かすかに揺ゆれていた。

　ブラウスはベージュなので、詰つめ襟えりの喉のど元もとと腕に寄り添そうぴっちりとした袖からはカスミソウのような控ひかえめな白いレースが覗のぞいている。

　彼女くらいの歳としの令れい嬢じようであればもっと華はなやかな色のを選ぶだろうが、彼女はあえて落ち着いた色合いのものを選んだ。

（……ドレスよし。お化粧よし。髪かみは……うん、まあ仕方ない）

　少女は手鏡で身だしなみを確かく認にんした後、店の階段を上がった。ドアを開けた際に鳴り響ひびくのは、常連である三番区カフェのような華やかなベルではなく、長さの違ちがう銀の棒が奏かなでる涼すずやかな音。シャラシャラと控えめな音が響いただけなのに、びくっと肩かたが震ふるえてしまう。

（……いや、こんなところで挫くじけちゃだめよ、レリン！）

　レリンは己おのれを叱しつ咤たし、出で迎むかえた店員にちょこっと膝ひざを折る令嬢風のお辞じ儀ぎをしてみせた。

「こんにちは。店内を見てもよろしいでしょうか？」

「もちろんでございます。何かございましたらお声を掛かけてくださいませ」

　モスグリーンのドレス姿の店員は笑顔で言い、レリンを店内へ通してくれた。

（入店した時に馬車やお付きの存在を聞かれなかった……ってことは、貴族の令嬢じゃないってばれているのね）

　事前に友人たちから聞いていた情報を思い出したレリンは、内心がっくり肩を落とした。

　本日、レリンは勉強のためにこの服飾店を訪おとずれたのだ。今までは通り過ぎ様にガラス越ごしに展示品を眺ながめるだけだったのだが、一念発起した。

　あいにくレリンにはよそ行き用の上質なドレスがないので、「サイズが合わなくなったので」と言うジェーンにお下がりをもらった。彼女は細身に見えるが騎士だけあり、着てみると丈たけと胸回り、ウエストが全然合わなかった。「譲ゆずるから好きに調整してください」と本人の許可も取ったので、急いで自分でサイズを合わせたのである。

　ひとまずの体てい裁さいを繕つくろうためにドレスを調達できたのはいいものの、店員には一発で「平民がもらい物のドレスでやって来た」というのがばれてしまったようだ。令嬢であれば、「何かございましたらお声を掛けてください」ではなく最初から店員が最低一人はくっつくものらしい。

（それにしても……とても雰ふん囲い気きのいいお店）

　店内はほどほどに明るく、壁かべ際ぎわにはドレスを着せられたトルソーがずらりと並んでいた。店の前に待機していた馬車の主らしき二組の令嬢客たちがおり、それぞれに店員がついてドレスの説明をしている。

　一方、店員を連れずに客だけで店内を見て回っている者もいる。独りぼっち平民は自分だけではないようで、レリンはほっとしつつ壁際のソファに腰こし掛かけた。

　レリンの本日の課題は、二つ。

　まず一つ目はもちろんのこと、ドレスの観察である。

（今年の流行は、膨らんだ袖と腰のリボン。でも同じ「流行のデザイン」でも、個性の出し方が全然違う）

　例えば、今レリンの目線の先で中年の女性客二人組が見ているスミレ色のドレス。

　袖部分は流行に従って風船のように丸く膨らんでおり、腰のリボンは小さめであるが二種類を組み合わせた二重リボンになっている。紫むらさき色いろと黒のリボンが重なっているので、小さくはあるが立体的に浮かび上がるようにデザインされているのだ。

　全体の色をスミレ、黒、象ぞう牙げでまとめた詰め襟ドレスは、なるほど中年女性でも安心して着られるだろう色合いとデザインになっていた。

「まあ、見てくださいませお母様！　とっても素す敵てきなドレス！」

　一方、母親を連れた貴族の令嬢が目を輝かがやかせて見つめているのは、背面が腰のくびれ付近までぱっくり開いたパウダーピンクのデコルテドレスである。腰には縦に六つのリボンが連なり、縁ふちに宝石の欠片かけらが埋うめ込まれているのか日光を浴びてきらきら輝いていた。

　袖の膨らみは控えめで、絞しぼった部分を小さなリボンで留めている。二の腕から手首までレース生き地じを何重にも重ねた豪ごう奢しやなデザインになっており、腕を上げるとレースが全すべてめくれてロンググローブを嵌はめた腕が露あらわになるのがポイントだ──と、店員が母娘おやこに熱を込めて語っている。

（同じ膨らんだ袖とリボンでも、誰だれを対象にしているかで全く見せ方が違う）

　夜会用、庭園散策用、室内用というくくりだけではない。

　購こう入にゆう者は若いのか中年なのか。細身なのか太めの体型なのか。身長は、髪や目の色は、腕の長さは、胸囲や腹囲は。

　裁縫師の卵として、当然知っている知識ではある。だが実際に購入者の顔ぶれや応対する店員の様子、並べられた既き製せい品を見ていると、「何が、誰が狙ねらいなのか」を定める意味が改めて見えてきた。

　そして二つ目。

　レリンは今しがた若い女性三人組が試着を終えたパステルオレンジのドレスを見つけ、通りがかった店員を呼び止めた。

「すみません、あちらのオレンジ色のドレスの試着はできますか」

「もちろんでございます。お手伝いしましょうか？」

「……そうですね、お願いします」

　下手に一人で着ようと四苦八苦するよりは、手慣れた人の力を借りて試着する方がいいだろう。

　店員がパステルオレンジのドレスを持ってきて、レリンを試着室へと案内する。カーテンを開けて正方形の小部屋に入ると、まずは鏡に映った自分の姿が目に入った。まさにドレスに「着られている」状態で、少しだけ落ち込んでしまう。

　壁際のスツールには、ブラシやリボンなどの身だしなみ品はもちろんのこと、予備のペチコートやキャミソール、靴くつ下したなどなどに加え、舞ぶ踏とう会用の靴くつまで用意されている。

「さ、それではドレスをお脱ぬぎくださいませ。……お客様の髪と目の色にぴったりだと思いますよ」

「は、はい」

　店員の手を借り、レリンは着ていたドレスを脱いでパステルオレンジのドレスを着る。細部の造りまではじっくり見ていなかったが、背中のボタンで留める型になっていた。そもそも一人では試着できないデザインだった。

　店員が背中のボタンを留め、スカートのひだをきれいに見せるよう皺しわを伸のばしている間、レリンは俯うつむいていた。そして、「できましたよ」との店員の言葉にようやっと顔を上げる。

　鏡に、華やかなドレスが映っていた。襟は鎖さ骨こつがくっきり見える形にカットされているので、夜会などに着ていく際はチョーカーやネックレスで喉元を華やかにするといいだろう。あえて今年の流行に逆らった袖のないデザインで、店員は「ロンググローブ着用が原則のデザインですね」と説明した。
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　飾かざり気の少ない胸むな元もとに対し、スカートは微び妙みように色の異なる布地を何枚も重ねて夕焼けの空のような色合いを演出しており、左腰に付いた赤い大きなリボンが燃える夕日を表しているかのようだ。

「……夕焼けの空のようなデザインですね」

「あら、お分かりでしたか？　夕焼けは一日の終わりを表します。物事の終わりのようだと夕焼けを嫌きらう方もいらっしゃいますが、夕暮れ時は太陽が一番大きく美しく輝く時間。それに、日中の太陽は眩まぶしすぎて目を向けられません。黄昏たそがれ時にしか醸かもし出せない魅み力りよくがあると、わたくしは考えております」

「……夕焼けだから、できること」

　今しか見せられない魅力を存分に発揮する、そんな効果のあるドレス。

（それを着る、私は？）

　髪と目の色からすると、レリンにぴったりなドレスのはずである。

　だが──鏡に映る自分の姿は、びっくりするほど似合っていなかった。

　店員も自信を持って説明するように、ドレスは見事だ。これが試着用の展示品だとは思えないくらい丁てい寧ねいな縫ほう製せいだし、店員がドレスに懸かける思いも大きい。

　では、何がいけないのか？

（……そう、それを見つけるのが私の二つ目の目的。人を見て、ドレスを見て、違ちがいに気づくこと）

　レリンはドレスを着き替がえ、店員に礼を言って試着室から出た。

　先ほど、同じドレスを若い女性が試着して店内を歩いている姿をちらと見かけた。艶つやのある濃こい金きん髪ぱつに青い目の彼女は、ドレスの裾すそをふわふわとひらめかせながら軽い足取りで店内を回っていた。展示品だから、彼女には若じやつ干かん裾の長さが合っていなかった気がする。さらには彼女の澄すんだ青の目は、夕暮れ時のドレスと見事に喧けん嘩かをしている。

　それでも、その女性は輝いていた。くるりとその場でターンを決めると、連れの女性たちからも絶賛の声が上がっていた。

（私とあの女性の違いは、何？）

　容姿や髪かみや目の色、身長。

　それだけではない、決定的な違い。

「……ではこちらのオーダーで一度、試作品を作成致いたします」

　ソファに座っているレリンの耳に、店内の隅すみで客と話し合っていた店員の声が届いた。そちらを見やったところ、二人掛がけのソファにレリンより少しばかり年下だろう小こ柄がらな令れい嬢じようと母親が座っており、テーブルには様々な資料が広がっている。

　彼女らの向かいの席に座っていた店員は、デザインボードを自分の胸の前に立てて母娘に説明していた。

「フランチェスカの現在の流行を取り入れつつも、お嬢様のご希望に添そって色合いは抑おさえております」

「大だい丈じよう夫ぶかしらね。うちの子のドレスが地味だって思われないかしら」

　母親が口の前に扇おうぎをかざして不安そうな声を上げたところ、店員は緩ゆるく首を横に振ふって笑え顔がおで令嬢を見つめた。

「むしろ、落ち着いた色合いのドレスを纏まとうお嬢様の可か憐れんさが際きわ立だつことでしょう。お嬢様の明るい金髪とハシバミの目を輝かせるために、あえてドレスの色を抑えるというのは素晴らしいご判断でございます。それに、ドレスを着こなすお嬢様の姿勢や態度が、何よりもお嬢様の印象を決めるきっかけになるのですよ」

「わたくしの姿勢や態度？」

　令嬢が声を上げた。小柄で内気そうな少女である。

　店員は力強く頷うなずき、デザインボードに描かかれたドレスの輪りん郭かくを指で辿たどる。

「左様でございます。いくらわたくしどもが全身全ぜん霊れいでドレスを仕立てようとも、それを着用なさる方がドレスや自分に自信が持てていなければ、魅力も半減します。ドレスは、お嬢様が輝くためのお手伝いをいたします。夜会で最初に貴公子の意識を惹ひき付けるのはドレスだとしても、その後どうお付き合いなさるかはご令嬢にかかっているのですよ」

　なるほど……と、レリンは納なつ得とくの表情を浮うかべる母親と同じように首を縦に振った。

（第一印象を摑つかむのはドレスの仕事。その後の会話を繫つないだり自分自身への関心を持ってもらったりするためには、着用者が動かないといけない）

　令嬢の目が見開かれる。

　つい先ほどまでは伏ふし目がちで迷いの色を濃くしていたそのハシバミ色の目が輝かがやき、強い意志の光を宿したことにレリンは気づいていた。
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「……え？　それどういうこと？」

　金髪の美少女二人が、驚きよう愕がくの眼まな差ざしでレリンを見つめている。

　ルディアが戸と惑まどったような声で問うてきたので、二人の向かいの席に座っていたレリンは紅茶で唇くちびるを潤うるおしてからゆっくり答えた。

「これも勉強の一いつ環かんだと思いまして」

「それは……最近あなたが悩なやんでいることについて、ですね？」

　遠えん慮りよがちに問うてくるのは、ジェーン。

　いつもは制服のフードを目ま深ぶかに被かぶっているので表情がうまく読み取れないのだが、こうして並んでいる姿を見ると、そっくりといってもルディアとジェーン、二人の顔立ちや表情の違いがよく分かった。

　レリンは笑顔で頷く。

「はい。いつまでも立ち止まっているわけにもいかないと思うのです。つきましては、お二人のお力を借りたくて」

「いえ、そりゃあレリンのお願いとあらば快く手を貸したい気持ちはあるんだけどね……」

　ルディアはほっそりとした曲線を描く眉まゆ根ねを寄せた。

「それにしても、レリンがうちのクラスの見学……ねぇ。ジェーンはどう思う？」

「おやめになった方がよいかと」

「だよねー。……レリン、こっちのクラスは結構面めん倒どうなのよ。平民であるレリンが教室に来たら、あなたを悪く言う人だって出てくるだろうし、皆みんなの好こう奇きの目にさらされて目的を達成するどころじゃなくなるわよ」

「……ですよね」

　ジェーンに即そく答とうされルディアにもたしなめられ、レリンは苦く笑しようした。一発で同意をもらえるとは最初から思っていなかった。

　マダム・ローレルの課題をこなすため、ここ半月ほどレリンは様々な挑ちよう戦せんを試みていた。

　今までは前を通り過ぎるだけだった様々な服ふく飾しよく店を訪おとずれ、気になったものはとにかく試着してみる。裁さい縫ほうギルドにも頻ひん繁ぱんに顔を出し、余り布をもらっては自室で試ためし縫ぬいをする。不ふ審しん者扱あつかいされない程度に、道行く人を観察する。

　そうして今回思いついたのが、「ルディアやジェーンが受講している、貴族令嬢のクラスの見学に行く」ことである。

（令嬢クラスに行けば、貴族のお嬢様たちの姿を見ることができる）

　同じ学校で生活しているので、令嬢の生徒たちとは廊ろう下かや図書館などでもたびたびすれ違うことはある。だが今までは「貴族の令嬢と関かかわらない方がいい」という平民の間での暗あん黙もくの了りよう解かいがあったため、すれ違う時には率そつ先せんして道を譲ゆずり、極力視線も合わせないようにしてきた。だから実のところ、同じ敷しき地ち内で生活している割には彼女らのことをちゃんと見たこともなかったのだ。

（……まあ、無理だとは思っていたからね）

　現女王メルテルの方針で貴族と平民の間の壁かべが低くなりつつある時代とはいえ、平民のレリンが令嬢クラスに行くのはやはりよろしくないだろう。普ふ通つう、平民クラスの生徒は令嬢クラスの棟とうにさえ近づかない。不審げな目を向けられるのは当然だろう。

　ルディアとジェーンは、レリンがあっさり受け入れたことに逆に戸惑ったようだ。だがジェーンが咳せき払ばらいし、遠慮がちに申し出てきた。

「……先ほど姫ひめ様さまもおっしゃったように、わたくしたちとしてはあなたに協力したいと考えています。お手伝いできる範はん囲いなら、喜んでお力ちから添ぞえ致しますよ」

「そうそう！　もうちょっと話を煮に詰つめると……レリンとしては、どの程度のことを希望しているの？」

　紅茶の葉を練り込んだクッキーを摘つまみ、ルディアが問う。

「つまるところ、私たちが普ふ段だん受講している授業に参加したいのか、ただ遠くから見たいのか、内容だけ分かればいいのか、ってところね」

「……授業内容というより、受講する令嬢の皆みな様さまを観察したいのです」

　レリンは背筋を伸のばし、友人二人を真っ直すぐに見み据すえた。

「今までの私は、同じ学校の生徒同士であっても令嬢の皆様から逃にげていました。でも、自分の夢を叶かなえるためには逃げてばかりではいけないと気づいたのです」

「……つまり、学校内で生活する貴族令嬢の姿を観察できればいいのですね」

　ジェーンに問われてレリンが頷くと、「そういうことなら！」とルディアがほんのりと笑顔になる。

「何も無理して令嬢クラスに来る必要はないわ。あっちはいろんな意味で殺さつ伐ばつとしているからね、耐たい性せいがないと近づいただけで体力削けずられるわよ？」

　教室に近づいただけで体力が削られるなんて、まるで呪のろいの部屋である。

「そ、そんなに危険な場所なのですか？」

「姫様、レリン様を怯おびえさせてどうなさるのですか。……レリン様。平民クラスはわりと和わ気き藹あい々あいとしていますが、令れい嬢じようクラスは違ちがいます。生徒たちは、それぞれの家や権力など様々なものを背負っております」

「様々なもの……」

「はい。たとえ学友ができても、実家同士が敵対すれば友情も崩ほう壊かいする。そもそも性格的に合わない相手だとしても、相手の方が格上だから親密にしなければならない──そういう思わくがあって当然の世界なのです」

　ジェーンが淡たん々たんと語るのは、レリンにとって今まで知りもしなかった世界。

　いくら親しい相手でも、親同士が敵対すればその子どもたちも友情を切り捨てなければならない。

　本能的に受け付けないと感じる相手でも、無理矢理笑顔を貼はり付けて接しなくてはならない。

　いつも廊下で見かける令嬢生徒たちは一体、どんな思いで「学友」と共に歩いているのだろうか。

（考えたこともなかった……）

　ヨランダたちと過ごすのが当たり前だった。卒業してもずっと友だちだと無む邪じや気きに笑いあっていた。

　それが、令嬢クラスでは通用しないかもしれないなんて。

（……うん、なおさら勉強しないと）

　知らないことがあるなら、知らないといけない。

　レリンは姿勢を正し、ルディアとジェーンをしっかり見つめた。

「……そういった側面も含ふくめ、私は学びたいのです。授業見学が無理なら、他ほかの方法でも大だい丈じよう夫ぶです。お二人のお知ち恵えを貸してください」




　開放廊下に立つと、冬の気配を孕はらんだ風が真横から吹ふき付けてくる。ルディアの助言に従いマフラーを持ってきておいてよかった、とレリンは思う。

「ご覧ください、レリン様。あちらが令嬢クラスの教室棟とうです」

　レリンの隣となりでそう説明するのは、騎き士しのジェーン。今はレリンと二人っきりなので、普段ルディアのまねをしている時の弾はずんだ声ではなく、本来の落ち着いた声で話している。

　聖堂学校の校舎は四つある。東西に二つの教室棟が並び、それを挟はさむような形で北側に宿舎棟、南側に職員室や図書館などのある南棟が建っている。

　宿舎棟と南棟を繫ぐ形で教室棟があり棟同士を開放廊下が繫いでいるのだが、二つの教室棟は直接繫がっていない。

「聖堂学校が設立されたのは百年近く前のこと。もともとは、『貴き賤せんの差を明確にするため』という理由で平民と貴族の生徒とで教室棟を分けたとのことですが……陛下はいずれ、この方針も撤てつ回かいなさる予定です」

「……いつか、私たち平民と令嬢の皆様が同じ教室棟──同じ部屋で勉強する日が来るのかもしれませんね」

　ジェーンの言葉をしみじみと嚙かみしめつつ、レリンは階下を見下ろした。

　今、レリンとジェーンは宿舎棟と平民教室棟を繫つなぐ三階の開放廊下に立っていた。

　初冬の風が肌はだを刺さすこの頃ごろ、わざわざ開放廊下で足を止める者はいない。教室移動中の下級生が十人ほどの団子になって二人の背後を小走りに駆かけていった。

「ここからは窓ガラス越ごしに廊下の様子を窺うかがうことができますし、あそこの角教室に至っては教室内の様子も見えるのですよ」

　ジェーンが手で示したのは、教室棟二階北ほく端たんの角部屋。やや距きよ離りがあるのでじっくり見ることはできないが確かに、そろそろ始業時間なので机に向かう生徒たちの後ろ姿がちらちらと見えていた。

「あまりじっと見ると皆に感づかれますので、世間話をしていると見せかけて観察致いたしましょう」

「はい。ありがとうございます、ジェーン様。私の我が儘ままに付き合ってくださって」

「あら……これを我が儘と呼ぶのなら、姫様を何と形容すればよろしいのでしょうかね」

　ジェーンは茶目っ気たっぷりに言い、ぽかんとするレリンに微笑ほほえみかけた。

「……姫様も、レリン様はもうちょっと我が儘になればよいと仰おおせになってました。わたくしも同意致しますが……あなたは何が『我が儘』なのか、まだ分かってらっしゃらないのかもしれませんね」

「……自分のやりたいことを押し通したら『我が儘』じゃないのですか？」

　現にレリンは休きゆう憩けい時間のジェーンに無理を言い、「令嬢クラス観察」に付き合わせているのだ。

　だがジェーンは目を細め、視線を西の教室棟へと向けた。

「自分のやりたいことを押し通す──ですか。今のあなたが『自分のやりたいことを押し通す』状態であるのならば……それはきっと、友として祝福すべきことなのでしょうね」

「え、どうしてですか？」

「どうしてでしょうね。……さあ、ご覧ください。もうじき授業が始まりますよ」

　はぐらかされたようでなんとなく腑ふに落ちない気分だが、授業開始の鐘かねの音で気持ちを引き締しめた。

　西側の令嬢クラス教室棟の廊下には既すでに人ひと気けがなく、生徒たちは皆みな席に着いているようだ。隣でジェーンが、「あれは三年生の詩しい歌かの授業ですね」と教えてくれた。

　三階開放廊下から二階の教室を覗のぞき見ることになるので、当然生徒の後ろ姿を見ることしかできない。しかも窓には触さわり心地ごこちのよさそうなカーテンが掛かかっており、見えるのはほんのわずかな隙すき間まからだけである。

（でも……なんてきれいな後ろ姿なのかしら）

　彼女らが着ているのは、レリンたちと同じデザインの臙えん脂じ色の制服。だというのに、まるで印象が違う。

　生徒の一人が立ち上がって教きよう卓たくに向かい、教師から資料を受け取っている。生徒の横顔が見えたので、レリンは欄らん干かんから身を乗り出す勢いで令嬢の横顔に集中した。隣でジェーンが「落ちないでくださいよ」と腰こしを支えてくれているのが有り難がたい。

　黒い艶つややかな巻き毛を結ゆい上げた彼女は、資料を受け取る際に教師に向かってちょこんとお辞じ儀ぎをした。着ているのは高級な布地をふんだんに使った夜会用ドレスではなく膝ひざ下した丈たけの制服だというのに、お辞儀をする姿は何とも品がある。背筋は真っ直ぐで、受け取った資料を他の生徒に配っていく所作も滑なめらかだ。

（ジェーン様の情報が正しければ……あの人たちは、私より年下の十六歳）

　だがその姿勢から、ちょっとした振ふる舞まいから、制服の着こなし方から、彼女らを下級生と扱あつかうことが躊躇ためらわれるようだ。

（それはきっと……あの人たちが令嬢で私が平民だから、だけではないはずね）

　レリンと全く同じ制服を纏まとっていても隠かくしようのないもの。生まれながらに備わり、令嬢として生きた十数年間で磨みがかれたもの。

　ルディアもそうだ。ここ一年ほどで彼女の「平民らしさ」はいろいろな意味でますます磨きが掛かってきたものの、王女としての誇ほこりや仕草、表情などは隠しようがない。明るく朗ほがらかな彼女がたまに見せる「王女」の顔に、何度もレリンは驚おどろかされたものだ。

（……そういえば、フォルス様も同じだわ）

　城下町に遊びに行く際、フォルスはたいてい一いつ般ぱん市民の地味な装いをしている。一時期は上級学校の剣けん術じゆつ指導者も兼けん任にんしていた彼は城下町でも面が割れているらしく、個人的な用事で出歩く際は騎士団服ではなく地味な衣装を選び、顔もフチの大きな帽ぼう子しで隠しているとのことだった。

　だが、いくら服装を地味なものに変えたとしても、侯こう爵しやく家子息である彼の本質を全すべて覆くつがえすには至らない。いくら物言いをぞんざいにして俗ぞくな言葉を使おうと、生まれながらの気品はいつもその人に備わっているのだ。

（同じ服を着ても、着る人によって印象は違う。いつもと違う服を着ても、その人の本来の素質はどうしてもにじみ出てくる──）

「……何か解決の糸口は見えてきましたか？」

　ジェーンが隣から尋たずねてきた。今思い出したが、レリンは先ほどから欄干に身を乗り出した格好のままでジェーンに腰を押さえてもらっていたのだ。

　ちゃんと自分の足で立ってジェーンには礼を言い、レリンはそのすらりとした体たい軀くをじっくりと眺ながめた。

「……ジェーン様は、とても姿勢がいいのですね」

「まあ、そうかもしれませんね。『薔ば薇ら騎士団』は規律だけでなく身だしなみや言動にも厳しくて、入りたての頃ころから立ち姿や敬礼の仕方は徹てつ底てい的に指導されましたからね。実はわたくしもともと猫ねこ背ぜ気味だったのですが、騎士になったおかげで姿勢も矯きよう正せいされたのですよ」

「へ、へえ……それは大変でしたね」

「大変ではありましたが、わたくしもこれでも子し爵しやく家の娘むすめですからね。よい姿勢を保つというのは社交界でもたいへん役に立ちました。後は……顎あごの角度や胸の張り方、視線などに関しても指導を受けましたね。目は口ほどに物を言うと言いますし、視線一つ取っても侮あなどれないものだとこの頃感じるようになりました」

　自分でも言うように、ジェーンは姿勢がよいだけでなく眼まな差ざしもきりりとしている。所作一つ一つが洗練されているのは、彼女が「薔薇騎士団」で訓練してきたおかげなのだろう。

　そしてそれはきっと、他の大勢の令れい嬢じようたちも同じ。

　騎士団に所属せずとも、貴族の娘として教育を受けた者たちだからこそ身に付いているものがある。

（……それに比べて、私は一般市民。最低限度の礼法しか知らないし、今すぐルディア様たちと肩かたを並べることなんてできない）

　十数年間、どのような環かん境きようで暮らしてきたかの違ちがいは大きい。

（でも、だからといって諦あきらめてはいけない）

　レリンにだって、譲ゆずれないものはあるのだ。

『今、あなたはルディア様のお隣となりに立てるのですか？』

　立てるようになる。

　立てるように努力せねばならない。

　レリンはぎゅっと欄干を握にぎりしめた。

（ルディア様。あなたの隣に立つために）
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「あ、レリンだ。偶ぐう然ぜんだなぁ。僕だよ僕、ドラン。覚えている？　しばらくぶりだね、元気にしてた？　それにしても今日も可愛かわいいねぇ」

　半月ぶりに会っても、この青年は非常にお喋しやべりである。

　裁さい縫ほうギルドの受付で必要事じ項こうを記入していると、ドランが階段を下りてこちらに向かってきていた。今日も彼は頭にターバンを巻いているが、レリンの記き憶おくの限りでは前回とは色違いだ。複数持っていて、その日の気分で変えたりしているのかもしれない。

「こんにちは、ドラン。私は元気よ」

「うんうん、女の子は元気な姿が一番！　で、今日は何しに来たの？　あっ、ひょっとして……僕に、会いに来たとか？」

「いえ、小さめの作業部屋を借りようと思ったの」

　必要事項を記入した申込書をカウンターにいたエフィに渡わたし、レリンは答えた。

「作りたいものがあってね。学校の寮りようだとどうしても裁縫道具に限りがあるから、部屋をしばらくの間借りて作業したいの」

「あっ、そ、そう。そこは噓うそでも、僕に会いたかったと言ってほしかったような……」

「えっ、でも噓をついたらドランに申し訳ないかと……」

「あ、いいのいいの！　君が真ま面じ目めな子だと知っていて意地悪した僕が、いけない大人だから！」

　ドランはからりと笑い、レリンの肩をぽんと叩たたいた。

「でも、それならしばらくの間は授業の後でギルドに寄ってくれるってことだよね？」

「ええ。真冬になる前には完成するはず」

「そっか。それってきっと、君がこの前言っていた『課題』関連だよね？」

　レリンがこっくり頷うなずくと、ドランは満足そうに笑う。

「そりゃ結構なことだ！　じゃ、もし何かあったら僕の部屋においでよ。まあ今の君なら自力でなんとかしちゃいそうだけどね」

「ええ。何かあったらお願いしに行くわ」

　レリンも笑え顔がおで答え、エフィから鍵かぎを受け取った。

『作業部屋小・三』。

　ここがしばらくの間、レリンの作業場所になりそうだ。




「ドランさんって、レリンにやたら絡からんでいきますよね」

　意い気き揚よう々ようとレリンが階段を上がっていった後、帳ちよう簿ぼ整理をしていたエフィがぼやく。

　カウンターに肘ひじをついてレリンの背中を見送っていたドランは振り返り、うろんな眼差しをしているエフィにぱちっとウインクを寄よ越こした。

「あれ、ひょっとして君、嫉しつ妬としてる？　やだなぁ、僕は女の子には平等に優やさしい男だよ？」

「はいはい、それでは連日お暇ひましているドランさんに、お仕事の依い頼らいをお届けしましょうかね──」

「あ、はは。了りよう解かい、どんどん受け付けるよ」

　まいったなぁ、と頭を搔かくドランに背を向けたエフィは嘆たん息そくした。

「……レリン、大変そう」

　依頼書の束をめくりつつ、彼女は呟つぶやいたのだった。




　今回レリンが借りたのは、以前ドランと一いつ緒しよに利用した部屋よりもずっと狭せまい正方形の部屋だ。

　中央にテーブルがあり、壁かべには裁縫道具が並べられた棚たなが据すえられている。さすがにドランが話題に出していた縫い機は置いていないが、壁かべ際ぎわには木製のトルソーや楕だ円えん形の鏡が置かれており、裁縫に必要な一通りの道具は揃そろっている。一方布や糸は別の部屋に置いてあるので、必要な分だけそちらから持ってこなければならない。

　すん、と部屋の匂においを嗅かぐ。

　木と、布と、金属の匂い。

　南向きの窓からは初冬の日光がさんさんと降り注いでいるので、日中は上着を脱ぬいで作業する方がよいだろう。

（素す敵てきな環境……借りてよかった）

　レリンは既すでに汗あせばみ始めていたため上着を脱ぎ、テーブルの前の椅い子すに座った。今まで何人もの裁縫師が使ってきたのだろう、テーブルはきれいに磨かれているもののあちこちに鋏はさみで傷つけた跡あとや布の染せん色しよくが落ちて色移りした箇か所しよが見られる。

　先ほどドランはああ申し出てきたが、やると決めたからには極力一人でこなさなければならない。誰だれかの手を借りるのは、最終手段だ。

「……やろう」

　ぱんっと目の前で両手を叩いて鳴らし、鞄かばんからデザインボードを取り出した。デザインボードは持ち運びができるので、大まかな図案は既に学校の寮で描かいてきていた。

　色とりどりのチョークで描いたのは、一着の舞ぶ踏とう会用ドレス。

　膨ふくらんだ袖そでに腰こしのリボンという現在の流行をしっかり捉とらえつつも、襟えりの形やスカート部分の模様などはやや古めのデザインを取り入れてみた。

　首元は控ひかえめなレースで縁ふち取どった立て襟で、胸むな元もとの露ろ出しゆつが少ない。袖口が大きく広がっており、手首までしっかり覆おおう現在の流行には反していると言える。スカート部分もシンプルで、プリーツは多めだがレースやフリルを一いつ切さい使用しない。

　スカート部分を膨らませるためにはパニエが必要だ。頑がん丈じような針金製のものの方がスカートのシルエットは美しくなるのだが、このドレスはそこまでスカートを膨らませるつもりはない。籐とう製のものならば価格も手ごろなので、いずれそれも調達する予定だ。

　生き地じの色は、臙えん脂じ。悩なやんだ末、聖堂学校の制服や「薔薇騎き士し団」の騎士団服と同じ色を選んだ。

　デザインボードを描いた自分でもよく分かる。

　このドレスの印象を一言で言うならば──「地味」だ。

（でも、それでいいの。これを着る人間にふさわしいドレスだから）

　ふふっと微笑ほほえみ、レリンは早さつ速そく布を調達しに向かった。

　布置き場も作業部屋と同じ二階にあり、前々からお世話になっているので場所はすぐに分かる。

　ちょうど中年の女性裁縫師が出てきたところで、ドアを押さえてくれた彼女に礼を言ってからするりと部屋に入った。

　無料でもらえる布ではあるが、ものによってはドレスでも十分縫ぬえるくらいの大判も保管している。布のサイズ云うん々ぬんよりも、流行が終わったものやヨレてきたもの、解ほつれが出てきたものを無料譲じよう渡と用に管理しているので、案外大きな掘ほり出し物があったりするのだ。

　今回使用するのは、臙脂の布。立て襟のレース部分は白にする予定だがこちらは少量でよいので、後回し。

　とりあえず臙脂に近い色を集め、テーブルに並べた布を見てレリンは小さく唸うなる。

（同じ臙脂でも、微び妙みように色合いが違ちがう）

　聖堂学校の制服と「薔ば薇ら騎士団」の制服でも違うように。

（それに、今は薄うす暗ぐらい部屋で見ているけれど、外に出ると彩さい度ども全然違って見えるはず）

　実際に触さわり、様々な角度から見る。手間は掛かかるが、いざ縫い上げてから「こんなはずじゃなかった」とならないために必要な過程である。

　めぼしい布をいくつか見み繕つくろい、一いつ旦たん部屋を出る。そうして元の作業部屋に戻もどってテーブルに広げたところ、やはりいくつかは全く違ったように目に映った。

（さっきの部屋だと落ち着いた色に見えたのに、実際はこんなに光こう沢たくがあったのね。こっちは、かなり生地が薄いから透すけてしまっている。こっちのは、染色具合にむらがある……）

　結局、布地を選ぶだけでかなりの時間を費ついやしてしまった。今日の授業は午前までだったのでギルドに着いたのは昼過ぎだったのだが、外は既にオレンジ色の夕焼けに染まっていた。

　冬は日が暮れるのが早い。真っ暗になる前にギルドを出ないと、夜道を歩くことになってしまう。大通りはまだいいのだが、聖堂学校のある丘おかは明かりがないので、真っ暗な時に上がっていると転びそうになってしまうのだ。

　深みがありやや厚手の臙えん脂じ色の生地に決めて、他ほかのものは元あった部屋に戻す。今日のところは、布を選んで型紙を用意するくらいで終わりそうだ。

（大だい丈じよう夫ぶ。きっとこれは、ぴったりなドレスになる）

「……そうだよね、レリン」

　型紙用の模造紙を抱かかえたレリンは、鏡に映る自分を見てそう語りかけた。
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　冬が深まってくる。

　レリンは布を縫う手を一旦止め、窓の外を見やった。

　レリンがこの部屋を借りて約半月。作業開始時はまだ秋めいていた窓の外も、今はすっかり冬景色だ。

（もうすぐ雪が降るかしら）

　雪が好きか、と聞かれたら返答に困る。もともとは嫌きらいではなかったのだが、去年の一件で全すべて塗ぬりつぶされてしまった。

（フェドーレ家に連れ戻されたのも、真冬だったわね）

　豪ごう雪せつの中、温かい場所から引き離はなされたレリン。嫌いやだ、嫌だ、と訴うつたえても誰も聞いてくれない。養母から暴力を受けて作業場に放ほうり込まれ、縫い機のようにこき使われた去年の冬。

　レリンにとっての真冬の時代。

　レリンは立ち上がり、部屋を出た。給湯室で湯を沸わかして紅茶を淹いれてから、部屋に戻る。

（……でも、いつまでも後ろを向いていてはならないわ）

　この一年で、レリンは変わった。自分でもそう思っている。

（いつか、雪が好きだと言える日が来ればいいな）

　紅茶で喉のどと胸を温めてから、作業に戻った。

　レリンは学校が休みの日や授業後の時間を活用し、足あし繁しげくギルドに通ってドレス製作に取り組んでいる。今目の前のトルソーには、作りかけのドレスが飾かざられていた。

　レリンは今まで、ドレスを作ったことがない。作りたいとは思っていたし本で知識を得てはいたものの、いかんせんドレスが縫える状じよう況きようではなかった。

　フェドーレ家では服ふく飾しよく小物の製作ばかり命じられていたし、学校にはドレスが縫えるほどの布がない。七級裁縫師になり、ギルドに置いてある布を自由に使えるようになってやっと、条件が整ったのだ。

（……でも、知識を実際に活用できるのかは、別問題ね）

　型紙を作って布を切るまではいいものの、いざ縫う段階になって何度も問題が発生した。

　ひだを入れようとすると想定以上に布地を使い、ヨレが出てしまったり裾すそが短くなったりする。ピンで留めながら調節してなんとか形にしても、尻しりの部分の裾だけが持ち上がってしまったりと不格好になる。

（……当たり前ね。ハンカチの刺し繡しゆうやペチコートとは全然勝手が違うもの）

　現に、今目の前にあるドレスも納なつ得とくする形になるまでに四回は作り直した。失敗したものは端は切ぎれにして、全て有効活用するつもりだ。これからしばらく、レリンが寮りようで使う枕まくらカバーやクッションは臙脂色一色になりそうだ。

　ドレスの大まかな形はできた。あとはリボンや襟のレースを工く夫ふうし、パニエで調節するのみだ。

　パニエは枠わくが籐製のものをギルドで借りることができた。金属製よりも耐たい久きゆう性が弱いものの、しなやかで軽量だ。ドレスを着る時のことを考えると、これくらいの重量が妥だ当とうだろう。

（今日は、襟のレースだけ取りかかってしまおうかな）

　まだ外は夕暮れ時だが、今日は冷え込むそうだ。聖堂学校とギルドを徒歩で往復している以上、夜になって冷える前には寮に戻りたい。

　──不意に、ドアが控えめにノックされた。

　ここで部屋を借りるようになって、初めてのことである。

（ドランかしら）

　ドランとはほぼ毎日のように一階ロビーで顔を合わせているが、軽く挨あい拶さつをする程度だ。彼も、レリンが助けを求めるまでは自分からは申し出ないつもりのようである。

（いや、でもドランならもっと激しくノックしそうだけど……）

　エフィ辺りが用があって呼びに来たのだろうか、と何気なく腰こしを上げたレリンだが──

「……レリン、いらっしゃいますか？」

「えっ」

　まさか、という人の声に、ドアに手を伸のばしていたレリンはぴたっと動きを止める。

（……どうして、ここに？）

「いきなりすみません。用事があってギルドに来たのですが……もし顔だけでも見られたらと思いまして」

「っ……は、はい！　今開けます！」

　はっと我に返り、レリンは急ぎ鍵かぎを開ける。作業に集中するため、基本的に施せ錠じようしているのだ。

　胸をどきどきさせつつドアを開けた先には、思った通りの人がいた。

　膝ひざ裏うらまで丈たけのある黒いコートは前ボタンを全て留めているため、細くも引き締しまった体のラインがはっきりしている。

　案内役らしいエフィの隣となりに立つ彼は愛用しているツバの広い帽ぼう子しを外して胸に当てて、驚おどろきで目を見開くレリンを見て困ったように微笑んだ。

「……お久しぶりです、レリン。うちのお嬢じようさんから、あなたが最近ここで作業していると伺うかがっておりまして」

「フォルス様！　あの、お久しぶりです……あっ」

　挨拶してから、レリンは今の自分の姿に気づいた。

　室内は暖かいので上着を脱ぬいでいるだけでなく、ブラウスもスカートも糸くずまみれ。さっきまでまち針を使っていたので、左手首にはお手製のピンクッションを巻き付けていた。さらには、ふわふわの髪かみが瞼まぶたに掛かかって邪じや魔まになるので紐ひもで適当に縛しばっている。

　可か憐れんさや美しさとはかけ離れた、「作業中」を体現するかのような己おのれの身なりに気づいた時には、既すでに遅おそし。

　フォルスが目を丸くして、レリンの姿をしげしげと眺ながめている最中だった。

「……あ、あの！　すみません、こんな格好で……」

「え？　いや、仕事中なのだから当然でしょう。それに俺が突とつ然ぜん訪おとずれたのだから、気にしないでください」

（いや、私はどうしても気にしてしまうんです！）

　レリンは急激に熱を孕はらむ顔を伏ふせ、左手でぐしゃっと前髪を搔かいた──が、ピンクッションに刺さしていたまち針がちくちく頰ほおを刺し激げきするので、すぐに腕うでを下ろす。

（仕事中なのは確かだけど、もっと可愛かわいいところやおしゃれなところを見せたいのに……！）

　悩なやむレリンだが、対するフォルスは気にした様子もなく、「ああ、そうだ」と右手に持っていた袋ふくろを差し出してきた。

「うちのお嬢さんと同どう僚りようから預かっております」

「……え？」

「今日、二人で午後のお茶をした時の茶ちや菓が子しだそうです。最近あなたは学校が終わるとすぐにこちらに来るので、午後のお茶ができないようですね。今日は学校に用があったのですが、これからギルドにも届け物をすると言うと二人から託たくされました。レリンも疲つかれているだろうから、これで一息ついてほしい、とのことです」

「……ありがとうございます」

　フォルスの言葉でレリンはやっと気づいた。

（私、ここしばらくギルドに寄りっぱなしだから、ルディア様たちともゆっくり話ができていない……）

　だがフォルスはレリンの心の内を読んだかのように首を横に振ふり、レリンの手に袋を握にぎらせて言った。

「二人とも、レリンを責めるつもりはないのですよ。むしろ、頑がん張ばるレリンのために何かできないか……と考えていました」

「う……やっぱり心配かけていたんですね」

「心配するのも友人の特権でしょう。よいことなのではないですか？」

　それより、とフォルスはもう一度レリンの姿を見た後、にっこりと笑った。

「……少々顔が疲れていますが、元気そうですね」

「顔、疲れてますか？」

「まあ、それなりには。でもそれ以上に……何と言いますか、生き生きしています」

　そしてフォルスは、レリンの背後へと視線を向けた。トルソーに掛かったドレスを見ているのがすぐに分かる。

「……あちらのドレスが、現在あなたが作っているものなのですね」

「は、はい。……あの、散らかっていますけど、もしお時間があるのなら見ていってくれませんか？」

　思い切ってレリンは申し出た。

　作業を始めて半月ほど。ドランにすら、作業風景を見せていない。

（でも、フォルス様の意見がほしい）

　するとフォルスはレリンに視線を戻もどし、悩ましげに眉まゆ根ねを寄せた。

「……時間はあります。しかし何度も申しましたように、俺は裁さい縫ほうの知識がないのでよい助言はできないと思いますよ」

「いいのです。フォルス様の言葉を聞きたいのです」

　レリンは腹の前で手を組み、はっきり言った。

　ここ一月ほどでレリンが手て探さぐりで探していった「答え」が正しいのか、彼の立場から意見を聞きたかった。服ふく飾しよく関係者でもなく、ドレスに造ぞう詣けいが深い女性でもない彼の言葉がほしい。

　フォルスは最初、レリンの言葉に驚いたようだ。だがすぐに眼まな差ざしを改め、「そういうことなら」と一礼してから部屋に入った。二人の様子を見守っていたエフィが一歩下がり、口の動きだけで「頑張って！」と伝えてきたので、レリンは強こわばった笑えみを彼女に返しておいた。

　レリンはルディアたちからの差し入れをテーブルに載のせ、散らかっていた道具や端切れなどをできる限り片づけてフォルスを通す。

　フォルスは大おお股またで部屋を横切り、窓辺に据すえているトルソーの前に立った。このトルソーは女性の身長に合わせて高さを調節しているので、長身のフォルスが前に立つととたんにドレスが縮んで見えた。

「……これは、夜会用のドレス？　しかし、最近よく見かけるものとはちょっと雰ふん囲い気きが違ちがいますね」

「はい。それを着る人間に合わせてデザインしました」

「……着る人」

　フォルスがこちらを向く。

　彼は、レリンが投げかけた「質問」に気づいたようだ。

（フォルス様は、分かるかしら）

　掃そう除じ用の箒ほうきを手にしたレリンは、きゅっと胸むな元もとを握った。

　このドレスは、誰だれ用のものなのか。

　誰が着ることを想定して、レリンがこのドレスを縫ぬったのか。
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　フォルスはドレスに視線を戻し、じっくりと眺めた。目測で丈を測り、まだレースの付いていない立て襟えりを見、腰に付けた大きめのリボンを見──

　どれくらい、時間が経たったのだろうか。

　レリンは箒とちりとりを持ったまま掃除をすることもできず、フォルスの反応を待っていた。

「……俺は」

　フォルスの掠かすれた声。

　レリンは反射的にぎゅっと身を縮め、彼の言葉を待つ。

　フォルスはドレスからレリンへと視線を動かした。その眼差しは真しん剣けんだ。

「やはり、ドレスのことなんてよく分かりません。でも今このドレスを見て──一番似合う人は一人しかいないと思いました」

「……その人は？」

「あなたです、レリン」

　躊躇ためらうようなフォルスの言葉。

　とたん──

　ふわり、とレリンの胸が温かくなる。

　フォルスは困ったように頭を搔きつつ、臙えん脂じ色のドレスを横目で見やった。

「……その、きっとあなたにはもっと豪ごう華かで愛らしいドレスも似合うと思います。でも、このシンプルな臙脂のドレスを着たあなたは、きっととても美しいだろうと……そう思ったのです。このドレスは、あなたが着るために生まれたのではないかと感じました」

「フォルス様──」

「間違っていたらすみません。素人しろうとの戯たわ言ごとだと──」

「私、そのドレスにふさわしいでしょうか」

　レリンは問うた。

　箒とちりとりをテーブルに置き、フォルスに歩み寄る。

「……そのドレスは、私にふさわしい一着でしょうか？」

「レリン？」

「……フォルス様のおっしゃるとおりです。そのドレスは──私が、私用に作りました」

　レリンはそっと言葉を唇くちびるに乗せた。

　生まれて初めて縫ったのは、自分用のドレス。

　本当は、ルディアのためのドレスを縫おうと考えていた。誰よりも薔ば薇らが似合うあの人のための一着を手がけようと。

（でも、今の私にはまだ早い）

　そう思って、それまで描かいていたデザインボードを全すべて消してしまった。かなり時間を掛かけて構想を練ったはずなのに、消してしまうと妙みようにすっきりした気分になったのを今でも思い出す。

　レリンは微笑ほほえみ、首を横に振る。

「私は、私のことが一番よく分かっていなかったのです」

　自分がどれほどの力を持っているのか、自分に何が似合うのか。マダムに会った時、自分は一体どんな顔をしていたのか。

　何も分かっていなかった。

「だから、このドレスを作り、マダム・ローレルに見てもらいたいのです」

　レリンはフォルスの隣となりに立ち、そっと臙脂の布地に触ふれた。

「どんな言葉でマダムに伝えるのか、それはこれから考えていきます。でも、私が一月で導き出した答えをまずはドレスという形にして、それから言葉で伝えようと思うのです」

　今はまだ製作中のドレス。

　これが縫い上がり、レリンがそれを着ることで初めて完成する。

「だからさっき、フォルス様が言ってくれて嬉うれしかったのです。私はちゃんと、『誰かのための一着』を作れているのだと分かって」

「レリン……」

「……あっ、すみません。フォルス様にはマダムのことも、ちゃんとお話ししていなかったのに──」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。今のあなたの話でおおよそのことは分かりましたよ」

　フォルスは慌あわてるレリンの肩かたにぽんと手のひらを乗せ、微笑んだ。

「予想が当たって俺も一安心です。それに……俺も嬉しかった」

「え？」

「俺でもちゃんと、あなたの役に立てたと分かったからです。……どうやら俺は自分でも気づかないくらい、かなり卑ひ屈くつになっていたようです」

　ひくつ、とレリンは反はん芻すうする。フォルスとは無む縁えんだと思っていた言葉だ。

　フォルスはレリンを見、ククッと笑った。

「ええ、俺自身でも驚おどろいています。もっと自分は余よ裕ゆうのある男だと思っていたのに、この様です。俺はあなたにいい意味で振ふり回されてばかりですね」

「えっ、振り回してますか？」

「いい意味で、ですからね。……正直振り回されるのはパフェ魔ま神じんだけで結構だと思っていたのですが──俺も変わりましたね」

　しみじみといった感じで口にされたフォルスの呟つぶやきが、すとんとレリンの胸に落ち着く。

（……そっか、フォルス様も変わったのね）

　レリンだけではない。

　たくさんの人が悩なやみ、葛かつ藤とうし、影えい響きようしあい、そして変わっていく。

　そのことにレリンも今、気づくことができた。

（……そう、私も変わるのよ）

「……あの、フォルス様」

　フォルスを見上げ、レリンは呼びかける。

『我が儘ままな子になりなさい、レリン』

　今ならきっと、ルディアの言葉にも「ええ」と自信を持って返せるはずだ。

「……もしよろしければ、一いつ緒しよにお菓か子しを食べませんか？」

　もっともっと、変わるために。




　ルディアとジェーンが差し入れに用意してくれたのは、レリンのピンクッションくらいのサイズのタルトレットだった。

　狭せまい作業部屋でほんの数十分程度ではあるが、フォルスと一緒に休憩時間を過ごす。その際、かいつまんでではあるがマダムのこともフォルスに話をし、これまでレリンがどんな「課題」をしてきたのかも説明しておいた。

　話が終わる頃ころには夜も近い時間帯になっており、レリンも本日の作業を切り上げてフォルスと一緒にギルドを出ることにした。

「ドレスの完成はいつ頃になるでしょうか」

　作業部屋をしっかり施せ錠じようしているとフォルスに問われ、レリンは頭の中でおおざっぱに計算して答える。

「十日ほど先ですね。ジェーンたちから聞いているかもしれませんが、二人にも協力してもらってマダムに手紙を書いたのです」

　内容はもちろん、マダムが出した「課題」について。

　ルディアには「マダムには私もお世話になっているし、一言添そえようか？」と言われたが、丁てい重ちように断っておいた。そうして文面の指導と校正だけをルディアとジェーンに頼たのみ、全て自分で書いた。そうでないと意味がないからだ。

「明後日あさつては学校が休みなので、まずはマダムに短時間面談をお願いしました。その時に、マダムのご都合とドレスの製作状じよう況きようをもとに正式な面会予定を組むつもりです」

「では、その正式面会の時にドレスを持って──いえ、着ていくのでしょうか？」

「そ、それはまだ考え中です。でもせっかくだからお化け粧しようくらいはしていくべきかな、と考えています」

　今回レリンは自らマダムとの面会を申し込むのだ。服装はもちろん考えなくてはならないが、素す顔がおもどうかと自分でも思っていた。

　階段を下りつつ、フォルスが「化粧か……」と呟く。

「……美しく化粧したあなたを見てみたい、と言ったら怒おこりますか？」

「え？　今言いましたよね？」

「ええ、まあ。もし都合が合えば、大おお舞ぶ台たいに挑いどむあなたを見送りたいと思っていますが……いけませんか？」

　階段の途と中ちゆうで、レリンは足を止めた。フォルスもレリンの一段下で立ち止まる。今だと、フォルスとレリンの目線が同じ高さにあった。

（……化粧した私を、見てみたい？）

　ぱちくり瞬まばたきしたレリンを見て勘かん違ちがいしたのか、フォルスはばつが悪そうに頰ほおを搔かいた。

「……いえ、あなたは化粧をせずとも普ふ段だんからとても愛らしいです。でもそんなあなたがより魅み力りよく的に見える化粧をした姿なら、是ぜ非ひ拝見したいと思っていまして。もちろん、都合が合えばですけれどね」

「……お化粧した顔なら、ジェ」

「それには特に関心がないので結構です。ただ……俺が、あなたに会いたいんです」

「うっ……」

「会いに行ったら、だめですか？」

　いつもの凜り々りしい横顔はどこにやってしまったのか、フォルスは遠えん慮りよがちに問うてくる。

　レリンだって、嫌いやではない。

（嫌じゃないのに、そんな言い方をされたら──）

「……だ、だめじゃないです」

「ふふ、ありがとうございます、レリン。予定が立ったらまた教えてくださいね」

「……さ、さっきの弱々しい雰ふん囲い気きはどうしたんですか？」

「さて、何のことでしょうか？」

「フォルス様っ！」

　ぺしっとその大きな背中を叩たたいたが、フォルスは心底楽しそうに笑うだけだった。
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「……それでは、今決定した日までにドレスを完成させ、再びこちらにお邪じや魔まさせていただきます」

「そうですね」

　マダムは目を細め、目の前ではきはきと喋しやべる少女を見つめていた。

　聖堂学校の制服をきっちり着こなした少女はマダムの向かいの席に座り、手帳に予定を書き込んで滑なめらかに話す。

「馬車でお伺うかがいすることになりますが、停車場所はどちらでしょうか」

「……玄げん関かんホールに近い庭に停とめるよう御ぎよ者しやに頼みなさい。その後はわたくしの方から人を寄よ越こします」

「かしこまりました。それでは後日、よろしくお願いします」

　手帳を閉じて、少女がきっちり頭を下げる。マダムは目線だけを下に向け、少女の膝ひざの上で重ねられた両手を見やった。

　その指先は、震ふるえていない。

　使用人に少女を見送るよう命じ、マダムはふうっと息を吐はき出した。

　ふわふわの茶色の髪かみに、純じゆん粋すいな双そう眸ぼう。

　彼女を見ていると、ぎゅっと胸の奥が締しめ付けられる。

「……奥様？」

　傍かたわらでティーセットを片づけていた使用人が、気き遣づかわしげに問うてきた。

「お加減が優すぐれないのですか？」

「いいえ、大丈夫よ」

　マダムは心配そうな顔の使用人に微笑ほほえみかけ、立ち上がった。

　窓辺に向かうと、庭を歩いていく少女の姿が目に入る。先ほどマダムと面会していた時はしゃんと伸のびていた背筋が、寒さのためか緊きん張ちようが緩ゆるんだためか丸くすぼめられている。そんな少女の後ろ姿は頼たよりなさそうで、今にも足を滑すべらせてしまいそうで見ているとはらはらしてきて、思わず──

　マダムは目を閉じ、嘆たん息そくした。

「……レリン・ベルゼ。待っていますよ」

　ぱちん、と暖だん炉ろで爆はぜる炎ほのおがマダムの言葉に相あい槌づちを打っていた。
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　最近、天候が優れない。

「ええ、今日も行くの？」

　出かける準備をするレリンにそう問うたのは、ヨランダ。

「今晩は嵐あらしらしいよ？　というか、外出禁止令が出てたし」

「え……出ていたの？」

　耐たい水すいコートのボタンを留めていたレリンは、ヨランダの言葉にがっくり肩かたを落とした。

　ヨランダの言うように、本日の天気は雨。雪でなくて雨なのは幸運なのかもしれないが、窓ガラスにびしびしと大おお粒つぶの雨が叩きつけてきており、窓まど枠わくが揺ゆれている。

「冬の雨はある意味雪より身に応こたえるからね。よほどのことがない限り外出はだめだって、さっき学校長から公布されたんだよ」

「……それなら仕方ないな」

　渋しぶ々しぶコートを脱ぬぐレリンに、ヨランダの後ろで髪をいじっていたルディアが声を掛かける。

「レリン、だいぶ作業が進んでいるみたいだったもんね。……明日あしたが約束の日でしょう？　間に合いそうなの？」

「ええ、ドレス自体は完成しているから、後は鏝こてをかけ直して何度か試着するだけなの。だから今日行けないなら、明日朝一番でギルドに行って調整するわ」

　マダムと取り決めた面会の日は、明日。

　ここ一月ほどかけて裁さい縫ほうギルドでせっせと作っていた臙えん脂じ色のドレスは既すでに完成している。型が崩くずれないように、今はトルソーに掛けて作業部屋に保管していた。

　ルディアやジェーン、ヨランダたちとも相談した末、レリンは明日ドレスを着てマダムの屋や敷しきを訪問することになった。

　明日は学校長に許可を取って一日欠席させてもらい、早めにギルドに向かってマダムとの面会に備える。ドレスの準備ができたら、エフィにメイクをお願いして身だしなみを整える。送り迎むかえの馬車も既に予約を取っているので、準備も万ばん端たんだ。

（後は、天気さえどうにかなれば……）

　コートを片づけたレリンは、窓の外を見やった。

　今日は朝のうちから曇くもり空で、昼前から雨が降り出していた。せめてマダムとの面会時間である明日の午後までに止やんでくれればいいのだが、雨あま脚あしは勢いを増すばかり。

（それに……明日はフォルス様も応おう援えんに来てくださる）

　明日の昼、忙いそがしい時間を縫ぬってフォルスがギルドに寄ってくれることになったのだ。

　どうやら本来はジオドールの仕事だった城下町巡じゆん回かいをフォルスが引き受けて、その休きゆう憩けい時間を調整して顔を出してくれることになったらしい。手紙には、「俺の代わりにジオには姫ひめ様さまの手紙整理を任せたので、本人は嬉うれしそうでしたよ」と書かれていた。

　湿しつ気けで髪の毛がくるんくるんになるのはもう諦あきらめるとして、ドレスが濡ぬれることがあってはならない。

（……でも、外出禁止令が出た今は大人しく待っていることしかできないのね）

　肩を落としたレリンを見かねたのか、ヨランダがにっこり笑った。

「ここでじたばたしても仕方ないじゃない。これから私の部屋でお茶をしつつ宿題をしようって話になっていたの。よかったらレリンもおいでよ」

「そうそう。私も行くからさ、今日はゆっくり過ごそう？」

　ルディアもにこにこの笑え顔がおで誘さそってくる。

（……そういえば、ドレス製作を始めてからルディア様やヨランダたちともゆっくり過ごせなかったわ）

　ヨランダの言うとおり、外に出られない以上学校内でできることは少ない。明日のことを考えてずっと肩かた肘ひじを張っているよりも、友人たちと過ごした方が気も楽になるかもしれない。

「分かったわ。それじゃあ、ご一いつ緒しよさせてもらうわね」

　レリンもほんのりと笑顔を浮うかべ、ヨランダたちについて部屋を後にした。
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　雨は夜通し降り続け、明け方になってようやく収まってきた。

　それでも吹ふき付ける風は強く雨粒も冷たいため、外出禁止令こそ解除されたが屋外で行われるはずだった授業は全すべて中止となったそうだ。

　昨日の夕方にギルドに行けなかったため、本日は予定を前まえ倒だおしして朝食を食べて仕し度たくしたらすぐに準備に行くことにした。

「レリンなら大だい丈じよう夫ぶだって！」

「私たちは学校から出られないけど、武ぶ勲くんを祈いのっているからね！」

　朝食の席で、ヨランダやルディアが熱心に応援してくれた。彼女らなりのはなむけのつもりなのか、毎日一人一個限定であるフルーツゼリーをレリンに譲ゆずってくれたので、レリンのトレイは色とりどりのゼリーで埋うめ尽つくされている。

「あ、ありがとう。頑がん張ばってくるね」

「うんうん、その笑顔その笑顔！」

　隣となりの席で山盛りのニンジングラッセを食べていたルディアがにっこりと笑った。ルディア曰いわく、「この食堂のご飯はどれもおいしいけど、とりわけニンジングラッセはうちのお抱かかえシェフにも負けないわ！」とのことである。

　そしてルディアはふっと真顔になり、レリンの耳元に顔を寄せた。

「……ここ一月くらいで勉強したことを、マダムに見せるのよ。持てる力をしっかり発揮してきなさい」

「……はい、ルディア様」

　レリンも周りに聞こえないように耳打ちし、二人は顔を見合わせてくすっと笑いあった。

　そこへ──

「──レリン・ベルゼ。今お時間よろしいでしょうか」

　背後から名を呼ばれ、レリンとルディアは慌あわてて互たがいから離はなれ、振ふり返った。

　少しだけ急いだ足取りで食堂に入ってきたのは、比ひ較かく的若いシスターだった。平民クラスにも詩しい歌かの授業に来てくれているので、レリンもよく知っている。

「はい、シスター・ハンナ」

「裁縫ギルドからあなたにお客様が来られています。至急あなたに伝えなければならないことがあるというので、応接間にお通ししております」

　いつも穏おだやかな笑みを崩さないシスターは今、隠かくしきれない困こん惑わくと焦あせりの表情を浮かべていた。

（裁縫ギルドから──？）

　レリンは隣を見やる。

　ルディアは難しい顔でレリンを見、ゆっくり頷うなずいた。




　食堂からシスター・ハンナに指定された応接間に行く前に、庭園が望める廊ろう下かを通った。

（あ、馬車がある──）

　馬車止めの方に箱形馬車が見え隠れしていた。裁縫ギルドに常じよう駐ちゆうしているギルド所有の馬車と同じ形なので、ギルドからの使いが乗ってきたものだろう。

　応接間に向かうと、ドアの前にシスター・イデアの姿があった。

　彼女はレリンを見、おっとりと頷く。

「おはようございます、レリン」

「おはようございます、シスター。……あの、ギルドからお客様がいらっしゃっていると伺うかがいましたが……」

「はい、こちらにお通ししております」

　シスターは言い、廊下を小走りで急いできたためほんの少し乱れていたレリンの服を整えてくれた。

「……中には学校の者はおりません。しっかり話をしてきなさい」

「……はい」

　シスターの声にもどことなく緊きん張ちようの色が見え隠れしており、レリンはこくっと唾つばを吞のんで応接間に足を踏ふみ入れた。

　入ってきたレリンを見、ソファに座っていた女性──ギルド受付嬢じようのエフィが立ち上がる。

「あっ……レリン、ごめんなさい、急に呼び出して──」

「いえ、いいの。でも……一体何があったの？」

　エフィの顔色もよくない。

（……まさか、ドレスに何か起きたの──？）

　シスター・ハンナと話している時から漠ばく然ぜんと湧わいていた不安が、明確な形を持ってレリンに襲おそいかかってくる。

　エフィは一いつ旦たん目線を落とした後、レリンの手を握にぎった。

「レリン、すぐにギルドに来て。その、あなたが作っていたドレスのことで……」

　エフィの落ち着きを失った声を耳にし、冷たい手で心臓をぎゅっと握られたかのように、息が苦しくなる。

（やっぱり、ドレスのことだった……）

　レリンが時間を掛かけて縫った臙えん脂じ色のドレス。

　一体何が、起きたのだろうか。




　シスター・イデアに外出許可をもらい、「お友だちにはわたくしの方から説明して参ります」というシスターの厚こう意いに甘え、すぐさま応接間を飛び出した。

　エフィと共に向かった先にあるのは、やはり先ほど見えていた馬車。その御ぎよ者しや台に座っているのは──

「おはよう、レリン。待っていたよ」

　突とつ風ぷうと雨粒に黒くろ髪かみを弄もてあそばれながら、彼は片手を挙げて挨あい拶さつしてきた。レリンは風雨に弄ばれる髪を押さえつつ、御者台の青年を見上げる。

「ドラン……あなたが馬車を駆かってくれたの？」

「うん、エフィじゃ馬車の操縦が難しいと思ったし、かといって男の僕が入れるのはせいぜい庭までだからね。……さ、乗って」

　ドランに促うながされ、エフィに手を引かれてレリンは馬車に乗り込む。途と中ちゆう突風が吹き付けてきて体がぐらりと揺ゆれたが、エフィが引っ張り上げてくれた。

　二人が乗ったのを確かめると、すぐさまドランは馬に鞭むちをくれた。風と雨に翻ほん弄ろうされつつも、馬車が動きだす。

「……エフィ。その、一体何が起きたの？」

　ひとまず風雨がしのげる馬車内でレリンが問うと、タオルで髪を拭ふいていたエフィは目線を落としてのろのろと唇くちびるを開いた。

「……昨夜から酷ひどい嵐あらしだったでしょう？　ほら、道ばたにもいろいろなものが転がっている。あれ、全部昨晩のうちに飛んできたものなの」

　窓の外を手で示されたので見てみると、ぼんやりとした視界の中、城下町の大通りに転がる店の看板やブリキのバケツ、ベンチなどの姿が把は握あくできた。風で飛ばされたのだろうが、並木道の木の中には傾かしいでいるものや幹が折れているものもある。

「うわ……あそこの街路樹、ぽっきり折れているわ」

「そう……そうなの。幹がもろくなっていた木も折れて、建物にぶつかってきているの……ギルドも、同じ被ひ害がいに遭あったのよ」

「……えっ」

　レリンが窓まど枠わくに手を掛けたまま振り向くと、エフィは苦しそうに表情を歪ゆがめて──

「……嵐の影えい響きようで、あなたの作業部屋が半はん壊かい状態なの。ドレスも──」

　どこか遠くから聞こえるかのような声で、そう言った。




　馬車がギルドに到とう着ちやくしてから作業部屋に駆け上がるまで、正直記き憶おくがない。

　気がつけばレリンは、窓ガラスがほぼ全部吹ふっ飛んで風雨吹き込む作業部屋に立ちつくしていた。

（……ここは、どこ？）

　目の前に広がるのは、荒あれ果てた室内。

　足元のフローリングは水に濡ぬれて、飛んできた小枝や落ち葉が張り付いていた。

　作業用のテーブルには、砕くだけたガラスの破は片へんが飛び散っている。天板は柔やわらかい木材であるため、破片が刺ささっている箇か所しよもあった。

　そして──壁かべ際ぎわに置いているトルソー。

　完成した後に覆おおいを掛け、窓に近い壁際に置いていたのだ。きっとギルドの誰だれかが早朝のうちに雨の当たらないところまで移動してくれたのだろうが。

　覆いに手を伸のばす。トルソーに掛けているドレスの形を崩くずさないためになるべく柔らかくて軽い生き地じを選んだためか、覆いも既すでに水を吸って重く、下半分は引き裂さかれていた。

　手が、震ふるえる。

（どうか、無事でいてほしい──）

　一いち縷るの望みを賭かけて覆いを剝はがすが──そこにあったのは、残ざん酷こくな現実だった。

　上半身は、水濡れで済んでいた。だがスカート部分はざっくりと切り裂かれており、あちこちに鋭するどい木の幹の破片が刺さっている。柔らかくて繊せん細さいな布地を選んだので、一カ所に傷が入るとあっという間に引き裂かれてしまうのだ。稲いな妻ずま形に入った切れ目から、ギルドから借りた籐とう製のパニエが丸見えになってしまっていた。

　絶ぜつ妙みような角度で縫ぬい合わせたタックも、主要な糸が切れてしまったためか全すべてばらばらに解ほどけてしまっている。

　腰こしの辺りでぶらぶら揺れていたリボンに震える手で触ふれると、ぽろっと取れてしまった。比ひ較かく的落ち着いたデザインの中で可愛かわいらしさを演出してくれていたリボンが、足元の泥どろ水みずに音もなく落ちる。

（……私のドレス）

　生まれて初めて作った、自分のためのドレス。

　レリンという人間を表し、その魅み力りよくを引き出すために作ったドレス。

　マダムに自分の覚かく悟ごを伝える際の「武器」として縫ったドレス。

　それが今、ただの布の固まりとなってトルソーに引っかかっていた。

「……酷い有り様だ。こりゃあ、掃そう除じにもかなり時間が掛かりそうだな」

　レリンの背後で、ギルドの男性たちが話をしている。

「被害に遭った部屋はいくつだ？」

「ここを入れて三部屋。どれも、庭の木に近い場所だったからな。窓ガラスに見事に針葉樹が突つっ込んでいたよ」

「泊とまり込み作業している人間が居なかったのは不幸中の幸いだな。……といっても」

　そうして、その場に立ちつくすレリンの肩かたにぽんと大きな手のひらが乗る。

「……レリン、そのドレスと一いつ緒しよに一旦暖かい部屋に降りなよ」

「部屋の片づけは俺たちがするからさ、静かな場所で気持ちを落ち着けろ、な？」

「…………でも」

　レリンが借りた部屋。一月の間過ごした部屋。ドレスを縫った部屋。

　離はなれたくない。

　もうちょっとここにいれば、元通りの部屋、元通りのドレスになる気がして──

「……おにーさんたちの言うとおりだ。降りよう、レリン」

　冷静な声がレリンを諭さとす。

　入り口のドアに寄りかかってこちらを見ていたドランが、ゆっくりと首を横に振ふった。

「……この後で、被ひ害がい状じよう況きようを確かく認にんするために城の方からも人が派は遣けんされるそうだ。ここに長居していたら、掃除も調査もできない。ドレスの移動は僕も手伝うから、一旦ここを離れよう、レリン」

　レリンはドランの言葉に、何も言えなかった。

　何も言えないまま、無む惨ざんな姿になったドレスの袖そでをぎゅっと握にぎっていた。




　レリンとドレスが移動したのは、一階のサンルーム。相変わらずの曇どん天てんなので日光は差し込んでこないが、暖だん炉ろには炎ほのおが灯ともっているので暖かい。

　ソファに座ったレリンは、何も言わず目の前のドレスを眺ながめていた。そうして頭の中で、先ほどドランとエフィが説明してくれたことを思い返す。

『明け方に庭の針葉樹が暴風で倒たおれて、二階の部屋に突っ込んできたんだ。僕たちでなんとか木は撤てつ去きよできたのだけれど、窓ガラスが粉ふん砕さいされた三部屋は室内まで雨が吹き込んできていてね。しばらくは馬車も出せなかったから、朝になって風が収まってようやく君のところに向かえたんだよ』

『最初に作業部屋に入った時、トルソーは窓まど際ぎわに倒れていたの。そこに針葉樹が倒れ込んでいてね……なるべくこれ以上破損しないようにそっと起こしたんだけど──』

『いいか、これは君のせいじゃない。誰だって木が倒れて突っ込んでくるなんて思ってもなかったさ』

『……ああ、あと部屋の被害なら、気にしないで。これは自然災害だから、避さけようのなかったこと。修理はギルド長がうまく采さい配はいしてくださるからね』

　部屋の修理費などを請せい求きゆうされないというのは不幸中の幸いだ。

　だが、ドレスは戻もどってこない。

　時間を掛かけて縫ったドレスは、半日程度では修復不可能なくらいぼろぼろになってしまったのだから。

（……マダムとの約束は、今日の午後。でも──）

『……残念だけど、これを着ていくことはできないね』

『服ならこっちでも準備できるわ。ドレスは無理だけど、お話だけでもしてくればいいのじゃないかしら』

　ドランたちはそう提案するが、レリンは既にマダムと「約束」をしている。

　ドレスの損傷は、自然が引き起こした災害。ドランたちも、「レリンのせいじゃないからあまり思い詰つめるな」と言っている。

（でも……せめて、ドア側にトルソーを置いていれば濡れるだけで済んだかもしれない）

（もっと厚めの覆いを掛けていたら破れずに済んだかもしれない）

（完成した後、別の部屋に移動していれば無事だったかもしれない）

　頭の中を駆かけめぐるのは、「かもしれない」の連続。

　スカート部分を引き裂かれ、暖炉の熱で乾かん燥そうしたもののしわしわになってしまったドレスを見ていると、取り返しようのない後こう悔かいばかりがレリンの胸に溢あふれてくる。

　──どうして、わたしを守ってくれなかったの？

　臙えん脂じのドレスにさえ、そう責められている気がして──

「……レリン、ドランだよ。入ってもいいかな？」

　遠えん慮りよがちな声がする。

　立ち上がる気力もなくて返事だけすると、ティーセットの載のったトレイを手にしたドランが入ってきた。先ほどの間に着き替がえてきたのか、部屋着らしいシャツとズボン姿だった。

「いろいろ思うこともあるだろうけど……これ、飲みなよ。体が温まるよ」

「……うん」

　ドランはティーセットをテーブルに置き、慣れない手つきで茶の準備をしてくれる。そうして彼が淹いれてくれた紅茶は、やけに色が薄うすかった。

「……午後、どうするかい？」

　向かいの席に座ったドランに問われ、レリンはぎゅっと膝ひざの上で拳こぶしを固めた。

（……午後から、マダムとの面会がある）

「……行かないわけには、いかないから」

「そうだね。それじゃあ、ドレスはうまくいかなかったってことでマダムには事情を説明する？」

「……それ、は」

　躊躇ためらうレリンを、ドランは冷静に諭してくる。

「正直に言うっていうのも手だと思うよ。まさか破損したドレスを見せるわけにもいかないだろうし、マダム・ローレルもそこまで鬼おにじゃないだろう？　誠心誠意詫わびて話だけしても、大だい丈じよう夫ぶなんじゃないかな」

「…………でも」

　口では反論しつつも、納なつ得とくせざるを得ないことは自分でもよく分かっている。

　皺しわになり裂さけたドレスを数時間で元通りにすることは不可能。かといって、破損したものをマダムに見せるわけにもいかない。

　でも──

　──捨てないで。わたしを捨てないで、とドレスが訴うつたえている。

（私だって、捨てたくない！　諦あきらめたくない！）

　想おもいを込めて作ったドレスだ。このまま処分したくはない。

　ドランはレリンの答えを待つように黙だまっていた。自分で淹れた茶を飲み、「薄っ……」と顔をしかめる。

「……面会は昼過ぎからだ。時間が経たてば少しは気も楽になるだろう」

「……なるのかしら」

「難しくても、気持ちを切り替かえないといけないさ。……今のうちに泣きたいなら泣けばいい。僕も、胸を貸すくらいなら──」

　どこか神しん妙みような口調でドランが口にした、その時──

「──失礼する。こちらにレリン嬢じようはいらっしゃいますか」

　涼すずやかな声がドアの向こうから聞こえる。

（……え？　どうして──）

　レリンが顔を上げると同時に、ドランも「おや？」と首を傾かしげた。

「この声は騎き士しのおにーさんかな？　はいはい、レリンだけじゃなくて僕もいるからね」

「……ドラン殿どのですか？」

「せいかーい。レリン、開けてもいいよね？」

「……う、うん」

　ドランが立ち上がり、ドアを開ける。そこに立っていたのは、「黒騎士団」の制服を纏まとったフォルス。雨の中やって来たからか、上着と髪かみがしっとりと濡ぬれていた。

　フォルスは水気を吸って重くなった前髪を搔かき上げ、一礼した。

「おはようございます、レリン、ドラン殿」

「うん、おはよ。で、どうして騎士の君が来てるの？……あ、さては君が調査当番？」

「おっしゃるとおりです。昨晩から風雨が激しく、城下町各地でも被ひ害がいが出ております。裁さい縫ほうギルドも数部屋が被害を受けたとのことで調査に来たのですが……」

（……ああ、そっか。ジオドール様と仕事を交代されたのよね）

　だからレリンがマダムの屋や敷しきに出発する頃ころにギルドに顔を出すと手紙に書いていたのだ。その時にはきちんとメイクをし、彼に送り出してもらおうと思っていたのに。

　ひたり、と足音が近づいてくる。ほんのりと漂ただようのは雨の香かおり。

「……レリン」

「…………はい」

「だいたいのことは、ギルドの方から伺うかがいました」

　レリンは顔を伏ふせ、唇くちびるを嚙かみしめた。

（フォルス様の前では、こんな姿を見せたくなかったのに……）

　きれいにメイクをして、自信満々の表情で、完かん璧ぺきに仕立てたドレスを手にする自分を見てほしかった。

　こんな──髪もぼさぼさで今にも泣きそうな顔、無惨な姿になったドレスを見てほしかったわけではない。

　でも、彼は来てしまった。

（明るく振ふる舞まわないと。明るく、元気に──）

　数秒掛けて顔の筋肉をほぐす練習をした後、レリンはフォルスに笑え顔がおを向けた。

「は、はい。その、ドレスはあいにくこんなことになっちゃったのですが、マダムにはちゃんと会いに行きます。約束のドレスは……もう、持って行けないけれど……でも、話だけでもすれば……」

「……あなたはそれでいいのですか？」

　不意にフォルスが問うてきた。

　ざわざわと不安定に[image: ]さざなみ立だっていたレリンの胸中に小さな石が投げ込まれ、レリンは目を瞬またたかせて顔を上げる。

（……え？）

「おい！」とドアのところでドランが声を上げているのが、遠くから聞こえるようだ。

　レリンは、ぽかんとしてフォルスを見つめ返した。

（……それでいいのか？）

　胸が、ざわめく。

「……でも、ドレスはぼろぼろに──」

「そうですね。しかし──時間と愛情を掛けて縫ぬったドレスを置いていくのは、俺も無念です。なんとしてでも、このドレスをマダム・ローレルに見せられたら……と思います」

「おい、無責任なことを言うなよ！」

　たまらずといった様子でドランがつかつか歩み寄り、フォルスの肩かたを摑つかんだ。

　フォルスの方が背が高いのでドランが見上げる形になっているが、その横顔から鬼き気き迫せまる表情が窺うかがい見えた。

「このドレスを持っていけっていうのか!?　それが逆効果になったらどうする！　ただでさえレリンは弱っているのに、面会そのものが失敗したら君は責任を取れるのか!?」

「俺にできることなら。ただ……俺は、レリンに後こう悔かいしてほしくないのです」

　──後悔。

　その言葉が、レリンの胸を穿うがつ。

　ドランに肩を摑まれながらも、フォルスは冷静に続ける。

「ドレスが破損したことは覆くつがえしようのない事実です。しかしもしここから別の道を選べるなら……選んでほしい。きっとレリンにならできると信じているのです」

　レリンは一度、瞬いた。

　それまでどこかぼんやりしていた視界がにじみ、掠かすれ、そして急に鮮せん明めいになる。

（私は……後悔している）

　言い合いを始めた男二人から、ドレスへと視線を向ける。

　ぼろぼろになってトルソーに着せられているドレス。

（……まだ、戦える？）

　そっとドレスの袖そでに手を伸のばす。

　ごわごわしているが、解ほつれなどはない。

（……どうして気づかなかったんだろう？）

　切り裂かれたスカートや破損したリボンにばかり視線がいっていて、覆おおいのおかげでドレスの上半身は比ひ較かく的きれいに残っていることに意識がいかなかった。

　──わたしを捨てないで。もうちょっと、戦えるから。

　臙えん脂じのドレスが訴えているかのように思われた。

（捨てない……うん、捨てたりしない。後悔はしない！）

　いきなりレリンが立ち上がったからか、今にも摑み合いになりそうな勢いだった男たちがぎょっとしてレリンを凝ぎよう視しする。

「ど、どうしたレリン？　うるさかった？」

「すみません、この続きは外で……」

「はぁ？　これ以上無意味な言い合いは御ごめ免ん被こうむるね！」

「……大丈夫です」

　思っていたよりもはっきりした声が出た。

　レリンはまるで握あく手しゆしているかのようにドレスの袖を握にぎりながら、フォルスとドランに向き直った。

「フォルス様、ドラン、ありがとうございます。私、目が覚めました」

「……え？」

「まだ時間があります。……私、分かったのです。後悔したくない、一いつ生しよう懸けん命めい作ったドレスを捨てたくないって」

　すうっと息を吸い、胸を張って告げる。

「……残された時間で、このドレスをもう一度蘇よみがえらせます」




　ギルドに馬車が到とう着ちやくするまで、あと六時間。

　着き替がえやメイク、食事などの準備の時間を引き算すると、動けるのは四時間程度。

「……夕方に、もう一度来ます」

　ギルドでの調査が終わったところで、フォルスはそう言った。彼はこの後も各方面へ調査に向かわなければならないのだ。

　レリンはギルドの玄げん関かん先さきに立ち、しっかりと頷うなずいた。

「はい。それまでにきちんと形にしますから、ほんの少しの時間でいいので来てください」

「約束します。……レリン、頑がん張ばってください」

　フォルスは微笑ほほえみ、レリンに背を向けた。

（……私も約束します）

「……よし、やるか」

　意気込んで、二階の作業部屋に向かう。

　これまで使っていた部屋は掃そう除じのために封ふう鎖さされているので別の部屋を借りて、裁さい縫ほう道具やドレスもドランの手を借りてそちらに移動している。

　作業部屋では、ドランが待っていた。

　暖だん炉ろの前にしゃがんで鉄製の鏝こてを熱していた彼はレリンを見、不安そうに目を細くする。

「……おにーさんは見送ったんだね。それじゃ、やるの？」

「ええ。……ドラン、本当に手伝ってもらってもいいの？」

「うん、君の頼たのみならもちろんだよ。縫うのは君にしかできないだろうけど、荷物持ちでも雑用でもじゃんじゃんこき使ってね」

　ドランは腕うでまくりをして笑顔で言った。彼の協力も得られるなら心強い。

「ありがとう。それじゃあ早さつ速そく生き地じの皺しわを伸ばしたいんだけど……ドラン、鏝は温まっている？」

「そろそろいい感じだよ」

　雨で濡ぬれ、その後暖炉の前で中ちゆう途と半はん端ぱに乾かわかしたためドレスはしわしわになっている。まずはトルソーに掛かかっていたドレスを布製の台に広げて濡れタオルで汚よごれをきれいに拭ぬぐい、しっかりと皺を伸ばす。

　そしてあて布を被かぶせ、鏝をかけた。

「……スカートの方は鏝をかけなくていいの？」

「いいの。ドラン、一番大きい裁たち鋏ばさみを取ってちょうだい」

「了りよう解かい」

　鏝に続いて、裁ち鋏を手にする。鋼鉄製の鋏は重量があり、刃はもきれいに研がれている。

　レリンは台の上に広がるドレスを見下ろした。

（大だい丈じよう夫ぶ、捨てたりはしない）

「……えっ？　ちょっ、レリン！」

　ドランの慌あわてた声がする。だがレリンは構わず鋏の刃をスカート部分に当て──真っ直ぐ切り裂さいた。

　軽快な音を立てて布地に鋏が入る。

（一番深い裂け目は──おへそ付近まで）

　ざくざくと布を切りつつ、頭の中でデザインボードを描えがく。

　裂け目の深いドレス前側は思い切って腹部まで切り落としてしまう。比較的無事だった側面の布地は多めに残し、背面も腰こしの辺りまで丸く切った。

　レリンの指示を受けて糸や縫ぬい針を用意していたドランは、足元にはらはらと積もっていく布の切れ端はしを見て小さく唸うなっている。

「……なんというかまあ、奇き抜ばつな形に切り落としたね。前と後ろの丈たけが短くて、横だけ長い……か」

「ちゃんと構想は練っているから大丈夫よ」

　ドランに微笑みかけ、布の始末は彼にお願いして早速レリンは縫い始めた。

　まずは切り落とした箇か所しよが解れないよう、ドレスと同じ臙えん脂じ色の糸でなみ縫いしていく。その間、ドランにはドレス上半身に木くずなどが残っていないか確かく認にんしてもらう。ドランは小さなピンセットを持ち出し、テーブルの向かいの席から身を乗り出して布地に目を走らせてくれていた。

　──裾すそが全すべてきれいに縫えたら、一いつ旦たん試着。

「これ、どうやって着るものなの？」

　鏡を持ってきたドランに問われたので、レリンはふふっと笑って元ドレスに袖を通す。

「着ただけだと裾の部分がひらひらしておかしいでしょう？　でも、この部分を胸の下で結ぶと──」

　説明しながら、聖職者が纏まとうストールのように太もも辺りでひらひらしていた布を胸の下で蝶ちよう結むすびにする。それを見て、鏡の隣となりでしゃがんでいたドランが目を丸くし「ああ、なるほど！」と声を上げた。

「丈の短いボレロになったってことか！」

「そういうこと」

　レリンは鏡の前に立ち、にっこり笑った。

　今、レリンが制服の上に着ているのは袖が長く、丈がへそ辺りまでのボレロ。

　スカートの一部は胸の下で大きなリボン状に結び、破損したリボンの代わりになっていた。

「ここからは微び調ちよう整せいよ。……ドラン、あなたから見て、どう？」

　レリンが尋たずねると、最初は目を丸くして息を吞のんでいたドランもすぐに職人の眼まな差ざしになり、顎あごに手を当ててじっとレリンの姿を観察してくる。

　しばらくの間彼はレリンの周りをぐるぐる回りながらボレロの出来を確認していたが、やがて静かな口調で述べた。

「……リボンがあまりにも地味だ。君は刺し繡しゆうが得意だろう？　少しでも装そう飾しよくを入れてリボンの存在を際きわ立だたせるべきだろう。それから、腹部でリボンを結んでいるから胸むな元もとの布が皺になっている。結び方を工く夫ふうするか、もしくはいっそのことプリーツ状になるように縫ってしまった方がいいだろうな」

「なるほど……ありがとう」

　やはり、自分一人では気づけないこともたくさんある。

（私一人だったら、既すでに諦あきらめていた）

　もうドレスは捨てるしかない、マダムには見せられないと、後こう悔かいを残したまま諦めていただろう。

（でも……フォルス様の言葉で、気がついた）

　後悔したくない。挑ちよう戦せんし続けたい。

　レリンはその他細かい点もドランから注意を受け、一旦ボレロを脱ぬいだ。

（絶対に、やり遂とげる）

　刺繡用の枠わくを準備しつつ、レリンは心に誓ちかった。
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　なんとか夕方までに、城下町の被ひ害がい状じよう況きようをまとめることができた。

　フォルスは部下たちから受け取った調査用紙を眺ながめ、頷く。

「ご苦労だった。皆みなのおかげで早い段階で回りきることができた。後は俺がまとめて提出するから、おまえたちは先に城に戻もどって休きゆう憩けいしておけ。昼飯もまだだろう」

「バルクール様はいいんですか？　飯がまだなのは同じでしょう」

　部下に問われ、書類を鞄かばんに収めたフォルスは微笑んで頷いた。

「ああ、ちょっと寄るところがあるからな。おまえたちは一足先に戻ってジオドールに報告の後、飯を食べていろ。俺も用が済んだらすぐに戻る」

「かしこまりました」

　一礼して馬を駆かっていく部下たちを見送り、フォルスも愛馬に騎き乗じようした後、空を見上げた。

　昼を過ぎた頃ころから、雨も風も止やんできた。今もまだ空の大半を灰色の重苦しい雲が埋うめ尽つくしているが、ところどころ雲の切れ間から淡あわい日光が差し込んできている。

「……光の階段」

　ぽつんとフォルスは呟つぶやく。

　雲間から斜ななめに降り注いでくる日の光は、空へ続く階段──成功や上達に導く縁えん起ぎのよいものとしてフランチェスカでは親しまれている。

　フォルスはひとつ息をついた後、馬の腹を蹴けった。

　向かう先は、裁縫ギルド。

　朝のうちに一度訪おとずれていたギルドだが、数時間経たった程度では修復できるはずもない。だが被ひ害がいに遭あった二階の作業部屋はベランダ側から覆おおいが掛けられており、中で掃除などをしているらしい男性たちの声が庭まで聞こえてきていた。

　庭の掃除をしていた使用人に馬を預け、玄げん関かんロビーへ。今朝も応対してくれた受付嬢じようがフォルスの顔を見てあっと声を上げる。

「今朝の騎き士し様！」

「こんにちは。『黒騎士団』所属、フォルス・バルクールです。レリン・ベルゼ嬢はいらっしゃいますか」

「はい。出発の仕し度たくを終え、休憩のために二階の『作業部屋中・二』におります。部屋の場所はご存じだと思いますが……規則で、外部の方はご案内することになっておりますので、私が同行いたします」

「そうですね、よろしくお願いします」

　差し出された来客用名めい簿ぼに名前をサインした後、受付嬢について階段を上がろうとした時──

「……ああ、その人の案内なら僕がするよ？」

　階段の上方から声が掛かかり、フォルスの肩かたがぴくっと震ふるえた。

　見上げると、ゆったりとした足取りで階段を下りてくる青年が。

　彼は肘ひじまでまくっていた袖を戻しつつ、フォルスに不敵な笑えみを向けてきた。

「やあ、騎士のおにーさん。レリンに会いに来たのかな？」

「話が早くて助かります。その通りです、ドラン殿どの」

「うんうん、レリンもさっきからそわそわしていたからね。一通り仕度は終わっているし、会いに行ってもいいんじゃないの？　なんなら僕が上まで案内するけど」

「はい、案内お願いしますね」

「了解」

　ドランは受付嬢を見て「そういうわけで、僕が引き受けるね」と言った後、フォルスを伴ともなって階段を上がった。

　フォルスは、しっかりとした足取りで階段を上る青年の背中を観察する。

　思えば、レリン抜ぬきで彼と二人で行動するのはこれが初めてである。黒くろ髪かみを持つ異国の青年は背せ丈たけこそフォルスより低いものの、肩かた幅はばや腕うではがっしりしている。最初にドランと会った時に巨きよ大だいなリュックサックを担かついで丘おかを登っていたので、かなり頑がん丈じような体を持っているのだろう。

「……レリンのことだけどさ」

　背中を向けたままドランが言うので、フォルスはドラン観察をやめて彼の出方を窺うかがう。

「今、緊きん張ちようしてるっぽいけどすっごく生き生きしてんの。なんというか、今朝ここに到とう着ちやくしたばかりのあの子と同一人物だってのが信じられないくらいね」

「……裁さい縫ほうのこととなると、彼女はとても素す敵てきな笑顔を見せてくれます。その様子だとドレスのこともうまくいったのでしょう？」

「うん、僕もびっくりするくらいの機転と完成度だったよ」

　ドランは足を止めた。

　彼の前にあるドアには、『作業部屋中・二』の札が掛かっている。

「……僕はここで待っているけどさ、おにーさん」

「はい」

「……。……いや、何でもない。ささ、レリンの仕度に最後の仕上げをしてやりなよ」

　振ふり返ったドランは、真意の読めない笑顔を浮うかべていた。彼の言動が気にはなるが、今はレリンに会うことが最優先事じ項こうだ。

　フォルスは鞄を担ぎ直し、そっとドアをノックした。すぐにレリンの声が返ってきて、入室を許可する。

　レリンは、窓辺にいた。椅い子すに座り、甘い香かおりのする紅茶を飲んでいる。

　その姿に、フォルスは息を吞んだ。

　紅茶のカップ片手にこちらを見つめるレリンは、臙えん脂じ色のボレロを着ていた。

　上半身は以前フォルスが見たドレスと形が同じだが、胸の下で生き地じを可愛かわいらしい蝶ちよう結むすびに絞しぼっている。裂さけ目の入ったスカート部分をほぼ全すべて切り落としたのだろうと、すぐに予想が付いた。

　数時間であのドレスをここまで蘇よみがえらせたレリンの腕前には、舌を巻くばかりだ。

　だが彼が放心するほど心を奪うばわれたのは、ボレロだけではない。

　窓から控ひかえめな光が差し込んでくる。その光を背中に受けて微笑ほほえむレリンは、いつもと違ちがってほんのりとではあるが化け粧しようを施ほどこしていた。

　頰ほおは淡く染まり、紅を差しているからか唇くちびるも赤く潤うるおっている。ふわふわくるくるの髪かみをシニョンに結ゆっており、後おくれ毛が首筋に垂れていた。

　誰だれかに借りたのか裾すそに花はな柄がらが刺繡された象ぞう牙げ色のスカートを穿はいており、はっきりした色の上着とうまく調和を取っている。

　そんな姿のレリンは真っ直すぐ背中を伸のばし、穏おだやかな眼まな差ざしでフォルスを見つめていた。

　──その目は、去年の冬に絶望の中からフォルスが助け出した時のか弱い少女のものではない。

　歴戦の騎士であるフォルスをも静かに圧あつ倒とうする、決意に満ちた女性の眼差しだった。

「お越こしくださりありがとうございます、フォルス様。なんとか時間までに仕上げることができました。……いかがでしょうか？」

「きれいです」

「……え？」

　ついついよく考えずに、幼よう稚ちな褒ほめ言葉を発してしまった。

　あっと思って口をふさぐが、レリンはフォルスの言葉に目を瞬またたかせていた。

「っ……すみません、あまりにも具体性のない言葉で──」

「……いいえ、フォルス様の素直なお言葉をいただけたのですもの。光栄です」

　そう言ってはにかみ、レリンはカップをサイドテーブルに置いて立ち上がる。それだけの動作にも落ち着きが備わっており、フォルスは眩まぶしさに目を細めた。

「フォルス様の今のお言葉で、自信がつきました。……全てはフォルス様のおかげです」

「俺の？　ドラン殿ではなくて？」

「あなたが私に再び歩きだす勇気を与あたえてくれました」

　ゆったりとした足取りでフォルスの前まで来たレリンは、静かに微笑んだ。

「今朝、あなたが来てくれなかったら私はドレスを諦あきらめたままこの時を迎むかえたでしょう。きっと、分かってはいても納なつ得とくしきることはできなかった。ドレスをだめにしてしまった後こう悔かいの念ばかりで、立ち直ることができなかったでしょう」

　でも、とレリンは澄すんだ眼差しをフォルスに向ける。

「これでいいのか、とあなたが問うてくれたから、私は自分の気持ちに向き合えました。嫌いやだ、後悔したくない、残された時間で少しでもあがきたいと思えたのです。……あなたのおかげです、ありがとうございます」

「レリン……」

　フォルスはスカートの裾を摘つまんで淑しゆく女じよのお辞じ儀ぎをするレリンを見下ろし、そっとその髪に触ふれた。絶ぜつ妙みような角度で結われたシニョンを崩くずさないよう、そうっとその巻き毛を撫なでる。

「……そう言っていただけて重ちよう畳じようです。でも、実際に頑がん張ばったのはあなたです。俺の言葉がきっかけになったのは確かなのでしょうが、丹たん誠せい込めて作ったドレスに鋏はさみを入れ、デザインを再構成し、縫ぬったのはあなた自身──そうでしょう？」

　レリンが顔を上げた。

　それまで浮かべていた余よ裕ゆうのある笑みを消してどこか不安そうに見つめてくるその眼差しに、フォルスは柔やわらかな笑みを向ける。

「だから、自信を持ってください。今のあなたはとても輝かがやいています」

「フォルス様……」

「レリン」

　そう呼びかけた後、腰こしをかがめてレリンの額にキスを落とす。

　ひゃっ、と小さな悲鳴が上がるが、抵てい抗こうされることはない。

「……ご武運を」

　耳元で囁ささやくと、顔中真っ赤になったレリンは無言でこっくりと頷うなずいた。
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　時間通りに迎えに来た馬車に乗って、マダム・ローレルの屋や敷しきへと向かう。

（……ここに来るのも、今日で三回目ね）

　だんだんと近くなる邸てい宅たくを目にし、レリンは冷静に思う。

　一度目は意い気き揚よう々ようと展覧会に向かったものの、マダムの厳しい評価を受けてうちひしがれ。

　二度目の約束取り付けの際には、精せい一いつ杯ぱい背筋を伸ばしたもののそれでも緊張を抜ぬききることができず、帰る際に駆かけ足になり転びかけたものだ。

　庭の馬車止めで下ろしてもらい、御ぎよ者しやに運賃を払はらった後屋敷を仰あおぎ見る。

　相変わらず立派な邸宅だ。

　今朝まで降り続いた雨の影えい響きようで庭は少しだけ荒あれているが、昼までに庭師が急いで手入れしたのだろう、芝しば生ふなどは乱れているものの整然としていた。

（……行こう）

　玄げん関かんポーチに控えていた使用人に名乗り、面会室へ案内してもらう。今回レリンが通されたのは、一回目の訪問で外がい套とうを持っていった際に通された大きめの応接間と同じ場所だった。

「レリン・ベルゼでございます」

「どうぞお入りなさい」

　マダムの言葉を受け、使用人がドアを開ける。レリンは腹で手を重ねた姿勢で部屋に足を踏ふみ入れた後、その場で優ゆう雅がにお辞儀をした。

「お久しぶりでございます、マダム。本日はお忙いそがしい中お時間を取っていただき、ありがとうございました」

「お気になさらず。さあ、そちらに座りなさいな」

　そう言うマダムは、本日はベージュのドレスを着ていた。

　冷え込む季節だからか喉のども手首もしっかりと覆おおわれており、その上にさらに薄うす手でのショールを纏まとっている。マダムが立ち上がってお辞儀を返すと、窓から差し込むわずかな陽光を受けてショールに施された繊せん細さいな花の文様がきらきらと輝いた。

　マダムに勧すすめられるまま、レリンはソファに座った。壁かべ際ぎわに控えていた使用人が手早く茶の仕し度たくを始め、室内に柑かん橘きつ系のほのかな香りが満ちた。

「今日は自作のドレスを見せてくれるということでしたね。楽しみに待っておりましたよ」

　向かいの席に座ったマダムが切り出す。「楽しみに待っていた」と言う割には眼差しは鋭するどいが、怯ひるんでいる場合ではない。

　レリンは頷き、ボレロの胸むな元もとに手を当てた。

「はい、こちらがそのドレスでございます」

「……事前に聞いていたよりも、ずいぶん丈たけが短いですね」

「もともとは夜会用ドレスを仕立てたのですが、諸事情によりデザインを大おお幅はばに変えることにしました」

　あえて、「昨日から続いていた暴風雨で……」という説明はざっくり省いた。「諸事情」が何なのかはマダムに聞かれた場合、答えればよい。ともすれば「言い訳」になってしまう事情説明は極力省略しようというのが、レリンが午前中に考えた結果だ。

（本題は、ここからだ）

　レリンは背筋を正し、目を細めるマダムを見つめ返した。

「秋の終わりにマダムの展覧会にお伺うかがいした際、私が作った外套をご覧になってマダムがおっしゃった言葉の意味を、この二月ほどで考えて参りました」

「……そう、それは？」

「……まずマダムはあの時、『今のあなたでは』という点を強調なさいました」

　今の自分が「王宮裁縫師」になれると思っているのか？

　今の姿でルディアの隣となりに立てるのか？

　マダムの質問に答えられなかったレリン。

　沈ちん黙もくすればその場をしのげるだろうという甘い部分を指し摘てきされ、何も言い返せなかったレリン。

（でも、マダムは「諦めろ」とか「絶対に無理だ」とは言われなかった）

　本気でレリンの夢を絶とうと思うならば、他ほかにもいくらでも言い様はあったはずだ。だがマダムは「王宮裁縫師」への道を遮しや断だんしようとはしなかった。

　時間を取れ。

　しっかり考えろ。

「今のレリン」のままで甘んじるな。

　それが、マダムの言いたかったことではないのだろうか。

「……今のままではいけない。マダムの噂うわさひとつに翻ほん弄ろうされ、正確な指摘にも従えないままではいけないのだと分かりました。……それが一つ目です」

「……二つ目は？」

　感情を消したようなマダムの声にも怯まず、レリンは言葉を続ける。

「はい。一つ目を受けて、今の私に何が足りないのかを考えました」

　一度目の面会時マダムはレリンの作った外套の出来に関しては、特に何も言わなかった。つまり、縫ほう製せいなどはマダムの中でそこまで悪い印象を与あたえなかったはずである。

　ではなぜマダムは、レリンを突つき放したのか。

（あの外套は、ルディア様にふさわしいはずだと思って縫ぬった）

　今の流行を取り入れれば評価が高いはず。フランチェスカ王国の国花である薔ば薇らの花を刺し繡しゆうすればなんとかなるはず。今の季節にぴったりな色合いだと喜ばれるはず。

　──だが、それらの「はず」は全すべてレリンの独断によるものだった。

　金きん髪ぱつに赤茶色の目の、潑はつ剌らつとした王女様。かつてマダムが彼女のために仕立てたドレスは、可愛かわいらしいピンク色。

　レリンは、青い外套をルディアが着る姿を想定していなかった。

　今、ルディアの姿とあの外套を重ね合わせると──全く似合っていないことが痛いほどよく分かる。

「城下町の服ふく飾しよく店で、多くのドレスを見てきました。そして、同じドレスでも着る人によって全く印象が違ちがうことにも気づきました」

　着る人の髪かみや目の色、体型、態度、性格。

　百人いれば百通りの客の姿がある。

「誰だれかのための一着を縫わなくてはならない。その人の特とく徴ちようを理解し、その人のことを考えながら縫わなければ、ふさわしい一着を作ることはできないのです。だから、私はこのボレロを縫いました──自分のために」

「ルディア様のためでもなく、自分用にですか？」

　マダムの声は、相変わらず抑よく揚ように乏とぼしい。

　レリンは頷き、みぞおち付近で結んだリボンをそっと撫なでた。

「それが、私の考えた結論の三つ目にも繫つながります。……聖堂学校の令れい嬢じようクラスの皆みな様さまや貴族出身の友人、町で見かけたご令嬢たちは皆みな、自信に満ちていました」

　背筋を伸のばし、きりりと前を向き、物事に取り組む。

　レリンが服飾店で見かけたとある令嬢は、最初こそ自信がなさそうだった。だが店員と話すうちに徐じよ々じよに顔が持ち上がり、「最終的にはドレスではなく、自分がなんとかしなければならない」ということを悟さとった彼女は、強い眼まな差ざしをしていた。

「平民として十七年間生きてきた私が彼女たちにすぐ追いつくことはないでしょう。悔くやしいことですが、努力しても十七年間の差は埋うめきることはできないだろうとも思っております。しかし、私には私の魅み力りよくがあるはずだと気づきました」

　全てにおいてルディアやジェーンたちを追う必要はないだろう。

　髪や目の色は変えようがないし、十数年掛かけて構成された性格や気き性しようなどを根本から覆くつがえすことはできない。

　では、どうするべきなのか。レリンに何ができるのか。

（布と同じ。今あるものを生かすか殺すかが腕うでの見せ所なのね）

　令嬢たちに負けない教養や自信を身につけながらも、今ここにあるレリンの魅力を存分に引き出し、成長の糧かてとする。そのためには、自分を知らなくてはならない。

　臙えん脂じ色のドレスは、「レリンだから似合い、魅力を引き出せる一着」を目標に縫ったのだ。だから、少々丈が短くなろうと当初の予定とはデザインが変わろうと、大きな差はない。

「……私は、強くなりたいのです」

　レリンの言葉に、初めてマダムの表情がわずかに揺ゆらいだ。

　灰色の目が瞬またたかれ、瞳ひとみが見開かれているのが分かる。

　レリンは真っ直すぐにマダムを見つめ、言葉を唇くちびるに乗せていく。

「ルディア様にお仕えするには、今の自分に甘んじていてはならない。ルディア様の側近として恥はじのない力を身につけると共に、自分の力と才能を把は握あくする。そうして単に裁縫の腕前だけでなく、裁縫師として着る人のことを思ったものを仕上げる──王宮で生き抜ぬくだけの力を身につけたいと思っております」

　それが、マダムの「問い」に対するレリンの「答え」だ。

　レリンが口を閉とざすと、応接間は一気に静かになった。

　それまで一言も喋しやべらず茶の準備をしていた使用人が、「どうぞ」と二人の前にティーカップを置く。思ったよりも喉が渇かわいており、レリンは使用人に礼を言ってから有り難がたく茶で口内を潤うるおした。

　マダムはいまだに難しそうな顔でレリンを見てきていた。その灰色の目はレリンが紅茶を飲む所作を注視しているような気がして、レリンはしっかり指先まで意識を向ける。

「……王宮で生き抜く、ですか。経験者として言わせてもらいますが、口で言うほどたやすいものではありませんよ」

　マダムの言葉に、レリンは腹の底からしっかり声を出して答える。

「はい。ですからまずはマダムを目指して精しよう進じんしていきたいのです」

「あら……『まずは』ですの？」

　どこか皮肉っぽく試ためすように聞かれ、レリンは口元に微笑ほほえみを乗せて頷うなずく。

「はい。今の私ではマダムには及およびません。しかしいつかマダムに並ぶ裁縫師になり──ルディア様の『王宮裁縫師』になります。いつか──あなたを超こえる裁縫師になります」

　これはレリンとして最大の誇こ張ちよう、そしてマダムへの宣言である。

　ルディアはいずれ、母メルテルの跡あとを継ついで女王となる。名君として国民から愛されているメルテルから王位を引き継いだ彼女には、多くの期待が寄せられるだろう。そしてきっと──メルテルと比べる者だって出てくるだろう。

（私はルディア様の側そばに立つ）

　そうして、ルディアがメルテルに劣おとらぬ名君になるよう助けるのだ。そのためには、マダムの後進としてその後ろを歩いていくわけにはいかない。

　騎き士したちがルディアを守る武器となるのならば、戦う力を持たないレリンは裁縫の力でルディアを飾かざる武器となるのだ。

　レリンの強気な宣せん誓せいを、マダムは目を細めて聞いていた。レリンが口を閉ざすと、部屋にはまたしても静せい寂じやくが満ちる。

「……そう、ですか。驚おどろきましたね」

　どこか夢ゆめ心地ごこちのような口調でマダムが呟つぶやいた。

　マダムもカップを持ち上げ、音を立てずに紅茶を飲んだ。その挙動一つ一つが洗練されており、レリンはしっかりとマダムの指先を観察する。

「少し、昔話をしましょうか」

「……はい」

　急な話題転てん換かんに戸と惑まどったのはほんの一いつ瞬しゆんのこと。即そく答とうしたレリンはカップをソーサーに戻もどして膝ひざの上に手を重ねる。

　マダムはレリンから窓の外へと視線を向け、遠い眼差しで語り始めた。

「……もう十年近く前のことになるでしょうか。昔からわたくしは多くの裁さい縫ほう師したちを指導してきましたが、その中でもひときわ才能に恵めぐまれた子がいたのです」

　その女性は、平民出身だった。

　フランチェスカ王国の地方で生まれ育った彼女は十八歳になった時に王都に上がり、マダムに弟で子し入いりした。

「一を聞いて十を知る子でした。口数は少なかったけれど、誰よりも見事な刺繡を作り、裁縫ギルドの年長者も舌を巻くほどのドレスを仕立てる。デザインボードを何度も描かき直さずとも頭の中で組み立てたデザインを瞬時に再現する──天才、とわたくしたちは彼女を褒ほめ称たたえました」

　マダムが静かに語る女性像に、レリンは息を吞のんで聞き入っていた。

　なるほど、それは確かに「天才」と称しようしたくなるような裁縫師である。

「彼女は、メルテル陛下の『王宮裁縫師』を目指しておりました。そして、当時まだ幼かったルディア様にもお仕えしたいと恥はずかしそうに語る子でした。……この子ならできる、とわたくしは感じました。裁縫の腕前もさることながら、非常に頭の回転の速い子でした。それに──わたくしと同じ平民出身でありながら、高みを目指していたのです。わたくしは何としてでも彼女を『王宮裁縫師』にしてあげようと決めました」

　そのために、マダムは自身の知識や技量を惜おしみなくその女性に与あたえた。

　彼女は飲み込みが早く、他ほかの教え子の誰よりも素す早ばやく確実にマダムの教えを吸収し、自分のものにしていった。それでいて決して威い張ばることも他を見下すこともない彼女は、ギルドの者たちからも慕したわれ、愛されていた──そんな女性だった。

　常人離ばなれした速度で一級裁縫師にも昇しよう格かくした彼女にとうとう、悲願を達成する機会が到とう来らいしたのだ。

「彼女が弟子入りして三年ほど経たった頃ころでしょうか。当時メルテル陛下の『王宮裁縫師』の一人だったわたくしの知人が結けつ婚こんを機に地方に出ることになり、陛下に惜しまれながらその地位を退きました。当然、ひとつだけ空いた『王宮裁縫師』の席に希望者が殺到します。もちろん、あの子も希望しました」

　そして──すさまじい募ぼ集しゆう倍率の中から、見事「王宮裁縫師」に選ばれたのだ。裁縫ギルドもお祭り騒さわぎで、皆で彼女を送り出した。

　マダムもまた、可愛かわいい教え子ならきっと大だい丈じよう夫ぶだろうと万ばん感かんの思いで彼女を王宮へ向かわせた──

「……しかし、彼女が『王宮裁縫師』として活動できたのはほんの数ヶ月のことでした」

　マダムの声に、わずかな悲ひ哀あいが混じった。

　結婚しており、城下町に邸てい宅たくを構えて夫と暮らしているマダムと違ちがい、教え子の女性は城で寝ね泊とまりすることになった。そして「王宮裁縫師」といっても見習いである彼女はしばらくの間、王宮の人間と共に暮らしながら仕事をすることになっていたのだが。

「彼女は非常に才能に恵まれた子でしたが、自分に自信がなくて前に出られない性格だったのです。そのため、いざ『王宮裁縫師』になったのはいいものの皆の前で意見が言えず、積極的に動けなかった。そうなると、周りが彼女を見る目も変わってしまいます。──半年も経たずに、彼女は王都を去りました。それも誰だれにも何も言わず、逃にげるような形で」

「それは──」

　あんまりだ。その言葉を口にしかけ慌あわてて口を閉ざしたレリンだが、マダムは苦く笑うのみだった。

「……彼女が王宮でうまくいっていないことは、ギルドの者たちももちろん耳にしておりました。わたくしも、王宮から連れん絡らくを受けて何度も彼女に会いに行ったのです。でも、彼女は何も言わなかった。ただ口を閉ざして目をつむり、わたくしたちの言葉も拒きよ絶ぜつし──結果、姿を消してしまったのです」

　マダムの言葉に、レリンの体に衝しよう撃げきが走った。

　マダムに何を言われても言い返さず、じっと黙だまって心を閉ざす。

（それはまるで……）

　二月前のレリンではないか。

　マダムがゆっくり立ち上がった。

　彼女は複雑な面おも持もちのレリンを見、切なそうに両りよう眉まゆを下げて嘆たん息そくする。

「……わたくしの責任です」

「えっ……それは違──」

「いいえ。あの子の力量を見み極きわめられず、正しい教育を施ほどこさなかったわたくしの責任なのです。……少し考えれば分かったはずです。あの子は才能に対し、あまりにも積極性がなさすぎる。王宮で生き延びるには強さとしなやかさ、そしてある程度の図太さも必要なのです。……自分が苦労したからこそ、あの子には精せい一いつ杯ぱい手間を掛かけてやりたかった。……その判断が誤っていたのですね」

「……そう、なのでしょうか？」

「他にもいくらでも方法はあったはずです。どうしてもあの子の夢を応おう援えんしたいなら、心を鬼おににしてでも一から叩たたき直す。もしくは、最初から諦あきらめさせる。どちらもできず、中ちゆう途と半はん端ぱな扱あつかいをしたがゆえにあの子は何もかもを失い、いなくなってしまった──」

　マダムは淡たん々たんと語るが、レリンは眉根を寄せてマダムを見上げていた。

（でも、それはマダムだけの責任じゃない。何も言わずに王宮から逃げたのも、マダムたちが助言しようとしたのに耳を貸さなかったのも、その人の責任。いくらでも道はあったはずなのに──）

　マダムはふーっと長い息をつき、ゆっくりとソファに腰こしを下ろした。

「……展覧会のあの日、あなたと初めて会って話を聞いた時──わたくしはあの子のことを思い出しました。わたくしに外がい套とうを見せるあなたの眼まな差ざしは、その居住まいは──あの子にそっくりだったのです」

「あっ……」

　それは、ついさっき自分でも気づいたことだった。

　マダムは言葉を失ったレリンを見て、悩なやましげな表情で眉み間けんに指を当てた。

「……わたくしも自分で驚きました。そして、あなたが本気で『王宮裁縫師』になることを目指していることを聞くと──どうしても、そのまま応援することはできませんでした」

　それを聞いたレリンは、「不可能です」と宣告した時のマダムの眼差しを思い出した。

　怒いかりとも悲しみとも判断の付かない、様々な感情がない交ぜになった眼差し。

　ただレリンの夢を却きやつ下かするだけならば、あのような複雑な眼差しにはならなかったはず。

（あの時、マダムは私に教え子の姿を重ねていたのね──）

　かつての教え子の女性──希望に溢あふれ、そして挫ざ折せつしてしまった人。

　ひょっとしたら、レリンも彼女のようになってしまうのかもしれない。そのことにマダムも気づいたのだろう。

「もしあの子のように、『王宮裁縫師』を目指し、十分な才能を持っている平民出身の裁縫師が現れたならば、その力量をはかることにしたのです。負けないよう、折れないよう、身も心も強い裁縫師になってもらうために」

　だからマダムは、レリンに「課題」を与えた。

　本当に「王宮裁縫師」になりたいのならば、強くなれ。成長しろ。今の自分では足りない点に気づけ。

　そして自分が考えた末に編み出した「答え」を見せてみろ、と。

　マダムはすっかり冷えた紅茶を飲み干し、「レリン・ベルゼ」と声を掛けてきた。

「あなたはもう気づいているでしょうが、『王宮裁縫師』への道は険しい。道だけではなく、地位に就ついた後も苦労を伴ともないます。わたくしたち平民育ちの裁縫師が貴族と渡わたり合うには、並なみ大たい抵ていの努力と精神では不十分です」

　女王メルテルの友人であり、彼女の側近になるために努力してきたマダムだからこそ言える言葉だ。

　マダムは灰色の目をレリンに向け、問うた。

「……レリン、あなたはそれでも『王宮裁縫師』になりたいのですか。ルディア様をお支えする決意と覚かく悟ごはありますか」

「はい」

　迷わずレリンは答える。

（ルディア様、あなたにふさわしい私になりたいから）

「覚悟はあります。ただし、今の私はまだ成長の途中です。今回の課題も、途中で何度も挫くじけそうになりました。……その都度、周りの人たちに助けられてきました」

「……それは、ドレスのデザインを変へん更こうしたということにも関係がありそうですね」

　マダムの指し摘てきに、レリンは笑え顔がおで頷うなずいた。

「はい。……私一人だと、何もできなかったと思います」

　ここまでたどり着くのに、たくさんの人の力を借りた。

　ルディアやジェーンたち学校の同級生に、シスター・イデア。

　再会した母からも力強い言葉をもらった。

　裁縫ギルドの受付嬢じようやドラン、その他ほかの裁縫師の力も借りた。

（それに……フォルス様）

　俺では力になれない、と悲しそうに笑っていたフォルス。

（あなたの言葉が、折れそうになった私を支えてくれました）

「周りの人がいたからこそ、本日の面会も無事に迎むかえることができました。……未熟な私ですが、それでも夢は諦めたくありません」

「……周りの人の力を借りた──ですか」

「っ……はい」

「いいのです。それでいいのですよ、レリン」

　穏おだやかなマダムの声に、レリンは目を見開いた。

　マダムは微笑ほほえみ、目を細めてレリンを見つめ返している。

「……周りに助けてくれる人がおり、その人たちの手を素す直なおに借りることができる。それは甘えではなく、最善の手段です。何もかも一人で背負おうとする必要はありません」

「……マダム」

「レリン、これからも精しよう進じんなさい。技量と心を鍛きたえ、あなたを支える人たちに感謝し、前を向いて歩きなさい。今のあなたなら、できるはずです。……そのボレロ、あなたにとてもよく似合っています」

　レリンははっと息を吞のみ、マダムの顔に見入った。

　マダムは灰色の目を細くして微笑み、ゆっくりと頷く。

「……強く生き延びなさい。そして……わたくしを超こえるのです。あなたのこれからに期待していますよ、レリン・ベルゼ」




　茶色の髪かみの少女が庭に待たせていた馬車に乗り込む。

　マダムは窓辺に寄りかかり、少女の背中をじっと見つめていた。

　ずいぶん変わったものだ、と唇くちびるに微び笑しようを浮うかべる。

　──昨夜から吹ふき荒あれた嵐あらしでギルドの作業部屋も被ひ害がいを受けたことは、朝のうちに聞いていた。

　そして、レリンが丹たん誠せい込めて作ったドレスも派手に破損したと。

　最悪、今日の面会にレリンが姿を現さないことだって想定していた。もし来たとしても落ち込み、話をするどころではなくなっていることも。

　──かつての教え子のように。

「……でも、あなたは立ち上がったのですね」

　避さけようのない事態に直面しても、ちゃんと現実に向き合えた。

　最悪の状態からいかにして挽ばん回かいするのか考え、行動に移せた。

　あの気弱そうな子がここまで成長するなんて。

　マダムの言葉に何一つ言い返せなかった彼女が、マダムを超えるとまで宣言するようになるなんて。

「……メルテル様。わたくしは、とてつもない可能性を持った宝石の原石に出会えたのかもしれません」

　一人っきりの応接間に、マダムの声だけが響ひびいていた。




[image: ]




「あーっ、レリンが帰ってきた！　どうだった!?　体調は大だい丈じよう夫ぶ!?」

　ギルドに戻もどってきたレリンを迎えたのは、元気いっぱいなドランの声だった。

　今にも抱だきついてきそうな勢いの彼に微笑みかけ、レリンはボレロの胸むな元もとを撫なでた。

「私は元気よ。おかげさまでマダムとの面会もうまくいったわ」

「本当か！　いやあ、それはよかったよかった！」

「ドランさんってばレリンが心配だったみたいで、さっきまでずーっとロビーをうろうろしていたのよ」

　そう報告するのは、エフィ。

　彼女はにやりと笑って、ドランの方を顎あごで示す。

「立ったり座ったりカウンターの前を往復したり……それはもう、見ているこっちが疲つかれてくるくらいで」

「えーっ、ちょっと、そういうことは内ない緒しよにしておいてよ！」

「皆みんなが知っていることでしょう？」

「だからってレリンに告げ口しないでもいいじゃないか！」

　ドランは顔を真っ赤にしてエフィに言い返すが、彼女はしれっと顔を背そむけて帳ちよう簿ぼに何かを書き込んでいる。

　思わずレリンがふふっと笑うと、唇を尖とがらせたドランがじりじりと詰つめ寄ってきた。

「あー、君もそうやって僕を笑うんだな？」

「ふふ、いえ、そういうわけじゃないのよ。それより──何から何まで手助けしてくれてありがとう、ドラン」

「え、僕？」

　きょとんとして問うてくるので、レリンはドランにしっかり頷いてみせた。

「私一人だったら、面会時間までにボレロを仕上げることはできなかったと思うわ。……無理を言ったのに、手を貸してくれてありがとう」

「んー……そうかもしれないけど、頑がん張ばったのは君の方だよ」

　ドランもにっこりと笑い、ぽんっとレリンの背中を軽く叩たたいた。

「ドレスが破れた時にはさすがに僕ももうだめだと思ったけれど、まさに『タマラの気まぐれ』だな。人生何が起こるか分からないし、かえってよい結果を生み出すことだってある。……それに、マダムとの話がうまくいったのも、君がびしっと背筋を伸のばして話をしたからじゃないかな。だから……お疲れさん。よく頑張ったな、レリン」

「……あ、ありがとう」

「そうそう。素直なのが一番だよ」

　ははっと快活に笑った後、ドランはふと思い出したように窓の外を見やった。

「あ、そういえばそうこうしている間に真冬を迎えそうだな」

「そうね……大通りでドランと再会したのが秋の終わりだったからね、ばたばたしていたら冬になっちゃったわね」

　本日は昼前まで雨が降っていたので地面はぬかるんでいるが、もうすぐ雪が降り始める。

（そういえば前、ドランは冬の寒さが心配だって言っていたわね）

　彼の故郷であるテベネットは雪が降りにくい地域だという。そんな国から来た彼にとって、フランチェスカの冬はかなり厳しいものになるだろう。

　そう尋たずねたレリンに、ドランはうーん、と考えるそぶりを見せてから答えた。

「そう、そうなんだよ。最初は真冬になる前にここから撤てつ退たいしてテベネットに戻ろうと思ったんだけど、冬も深まってきたし帰るのも億おつ劫くうになっちゃったな。それに何より、王都でどうしてもほしいものが見つかったんだよね」

「ほしいもの……」

　ドランはもともと商人だ。それに彼はどうやらフランチェスカの文化にも興味を持ってくれたようなので、町の露ろ店てんなどで気に入った商品が見つかったのかもしれない。季節ごとに店先の商品は切り替かわるため、冬の間でないと手に入らないものも結構ある。

「それじゃあ、これからもギルドに滞たい在ざいするのね？」

「ああ、他の宿は高いし、ここなら仕事もあるからね」

　自信満々に言うドランの姿に、レリンも笑えみを零こぼした。

（まだギルドにいてくれるなら、心強いわ）

　だが、レリンだって彼の力を借りてばかりいるわけにはいかない。

　マダムの前で宣言した手前、周りの力を借りつつもまずは自分の力で戦っていかなければならないのだから。

「それじゃあドラン、これからもよろしくお願いします。……いつか、ドランに負けないくらいの技術を身につけるからね」

「ははっ、いい台詞せりふを聞いたねぇ。僕も負けないよ、レリン」

　ドランもまた、挑ちよう戦せん的に微笑ほほえむのだった。
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　マダムとの面会を無事に終えたレリンは、ドランやエフィたちのすすめを受けてしばらくギルドで休きゆう憩けいすることにした。

（ルディア様たちには何も説明しないまま、学校を飛び出してしまったわね）

　ルディアだけでなく、ヨランダやジェーン、シスターたちにもろくに説明ができていない。ギルドの裁さい縫ほう師しが「レリンに代わって学校に事情を説明しに行く」と申し出てくれたので、彼には「レリンは心身共に健康で、ギルドで休憩中」とだけ伝えてもらうことにした。この半日でレリンが何を行ったのかは、自分の口で説明したかった。

　そうして、嵐が過ぎた後の爽さわやかな夕暮れ時。

　裁縫ギルドに、馬に乗った一人の騎き士しが来訪した。




「……今日は何度もお越しくださり、ありがとうございます」

　ティーセットを持ったレリンは、ソファに座るフォルスにそう言って頭を下げた。

「お仕事のお忙いそがしい中、お時間を割さいてまで会いに来てくださり……嬉うれしいです」

「仕事なら大丈夫ですよ。ジオと代わってもらった城下町の調査も、報告書をまとめて城に提出しています。今はもともと休憩時間です」

　騎士団服姿のフォルスはそう言い、いそいそと茶の準備をするレリンを見てふっと破顔した。

「……だいたいの話は伺うかがっております。うまくいったようで何よりですよ」

「はい……ありがとうございます」

　レリンははにかんで答え、緊きん張ちようで茶器を取り落とさないように手元に意識を集中する。

（考えてみれば、フォルス様にお茶をお出しするのはこれが初めてかも……）

　今までは三番区カフェの店員だったり他ほかの使用人などが給きゆう仕じをしてくれていたので、レリンが手ずから茶の用意をすることはなかった。

　ルディアやジェーンとお茶をする際に給仕をしたことがあるが、彼女らから特にこれといった不満な点を聞いたこともない。

（そこまでへたくそじゃないと思うけど……おいしく淹いれられますように）

　二つのカップに茶を注ぎ入れる。最後の一いつ滴てき──ベストドロップまでこだわるのがおいしい茶を淹れる秘ひ訣けつだと礼法の授業で習った。

「……どうぞ」

「ありがとうございます、いただきます」

　フォルスの前にカップを置き、レリンも彼の正面のソファに座る。

　今朝は破損したドレスを前にしてうちひしがれていた、このサンルーム。当時窓の外はまだ雨模様で、まさにレリンの心境を表しているかのようだったのをぼんやりと思い出す。

（今日は……きれいな夕焼け）

　日中は燭しよく台だいやランプなどを必要としない、部屋の南側と西側の壁かべをガラス張りにした部屋は、柔やわらかな夕日を受けてほんのりとオレンジ色に染まっていた。

　茶を飲みながら、レリンはマダムとの面会内容をフォルスに報告した。

（……うまくいくか、不安ではあったわ）

　だが、レリンには一月で蓄たくわえたものがあった。

　そして、皆の力を借りて生まれ変わらせたボレロも。

　話を黙だまって聞いていたフォルスは、穏おだやかに目を細めてカップをソーサーに置く。

「……そうですか。では、マダムの応おう援えんも得られたのですね」

「はい。……今考えると、前に聞いたマダムの噂うわさは少々誇こ大だい表現にはなっていたものの事実を述べていたのだと思うのです」

　マダムに嫌きらわれた者は、王宮を歩けなくなる。

　マダムの敵は、女王陛下の敵。

　それだけマダムは女王陛下に認められ、発言力を持っているということだが──

（それだけじゃないのね）

　平民出身であるマダムがその地位まで上り詰つめたという過程がある。

　メルテル女王の御み代よになってから少しずつ変わってきてはいるが、身分の壁は依い然ぜん大きい。

　平民であるマダムがここまで権力を持つようになるまで、どのような道を歩いてきたのか。

　そして、手塩に掛かけて育てた教え子の夢が潰ついえたとき、どれほど悔くやみ悲しんだのか。

　それらに鑑かんがみると、マダムが厳しくなるのは当然のことである。

（マダムは、平民である私が王宮でも生き延びられるか試ためされたのね）

　レリンが嫌いだから責めたのではない。

　レリンに覚かく悟ごがあるかどうかを「尋ねた」のだ。

（ひょっとしたらマダムの極きよく端たんな噂は、マダムの「課題」をこなせなかった人が流したのかもしれないわ……）

　あの女性は一体、どのような人生を歩んできたのだろうか。

　どのような人たちと出会ってきたのだろうか。

（そんなマダムのようになるには──）

「……フォルス様。私、強くなりたいのです」

　カップを置き、レリンは真っ直すぐにフォルスを見つめた。フォルスもまた、笑みを引っ込めて真しん剣けんな眼まな差ざしでレリンを見み据すえてくる。

「今までの私は、『ふり』をしていました。強いふり、明るいふり、何でもできるふり──」

　だから、フォルスの前でも虚きよ勢せいを張ってしまった。

　私は元気。

　私は大だい丈じよう夫ぶ。

　私は明るい女の子。

　──それはフォルスに対する気き遣づかいでも何でもない、ただの「噓うそつき」だった。

　私は、本当は悩なやんでいます。

　迷っています。

　落ち込んでいます──

「でも、そんなの自己満足だったんですね。かえって、あなたやルディア様たちに気を遣わせてしまった──そんなことにも、私は気づけていなかったのです」

「そうですね──俺は確かにあなたの笑顔が好きですが、あなただって悩むことも迷うこともある。そういうところも余すところなく見たいというのが本音です」

　フォルスは頷うなずき、苦く笑しようして頰ほおを搔かいた。

「……俺こそ今だから言えますが、あなたが俺ではなくドラン殿どのを頼たよっていると聞いた時は──結構ショックでしたね。彼には相談を持ちかけたり悩みを明かしたり──そういうあなたの弱い面も見せているのだと思うと、ね」

　そう言ったフォルスは、胸の前で腕うでを組んで目を閉とざした。

「……嫉しつ妬と、ですね。あなたは俺たちには気を遣うのに、ドラン殿には素す直なおな気持ちで頼っている。……裁縫の才能のあるなしよりも、そっちの方が俺には打だ撃げきが強かったですね。俺よりもドラン殿の方があなたの好みに合っているのだろうか、とか」

「……まあ」

　レリンは目を丸くし、フォルスを見つめていた。

　嫉妬、と彼は口にした。

（……そっか、それがフォルス様が抱いだいていた「複雑な心境」の正体なんだ）

　ただ単にドランの才能が羨うらやましいのではない。

　レリンに頼りにされるドランが……同じ男として妬ねたましいと感じていたのだ。

「……でも、俺でもちゃんとあなたの力になれましたね」

　うっすらと目を開いたフォルスは、どこかおどけたように言ってぱちっと片目をつぶった。

「ボレロが完成した時あなたに、俺のおかげだと言ってもらえて……とても、光栄でした」

「……フォルス様」

「レリン、気づいていますか？　今のあなたは一月前とは全く違ちがいます。このままだと俺はあなたに追い越こされてしまうのかもしれない──そんなことさえ考えてしまいます」

「追い越す──」

　つまり、フォルスよりも後ろにレリンが立っていると認にん識しきされているのだ。

　──欲よく張ばりな自分が、囁ささやいている。

　今だ、今尋たずねるんだ、と。

「……フォルス様は、どうしてそのようにおっしゃってくださるのですか？」

　頑がん張ばれ、悩んでいることを言葉にしろ、我が儘ままになれ、とルディアが心の中で応援してくれる。

　レリンはくっと顔を上げ、不思議そうな眼差しで見つめてくるフォルスを真っ直ぐ見返した。

「ルディア様をお支えする者同士として、そうおっしゃるのですか？　あ、あなたにとっての私は……まだ、庇ひ護ご対象なのですか？」

「庇護対象？」

　フォルスは最初、怪け訝げんそうな顔をしていた。レリンはこっくり頷き、彼の反応を窺うかがう。

　しばらくの間、フォルスはレリンの言葉の意味を考えるように眉み間けんに皺しわを寄せていた。だがすぐに何かに気づいたように真顔になり、ふっと表情を改める。

「そういうことか。……レリン」

「は、はい」

「正直に申し上げます。俺は最初、あなたのことを守らねばならない人だと思っていました」

　養父母に虐しいたげられる、かわいそうな少女。

　騎き士しであるフォルスが助け、守ってあげなければならない人。

　つまるところ──レリンの言うとおり、庇護対象だった。

「騎士道精神、責任感、憐れん憫びん、同情──そういったものが俺の行動理念になっていたのは間違いのない事実です。か弱いあなたが傷つかないように守ってあげるのが俺の役目だ、とね」

　やはりそうなのだ。

　レリンは冷や汗あせでぬめる手をそっとハンカチで拭ぬぐう。

「……はい。私もそう感じていました」

「──しかし、それも今では昔の話。あなたは守られるだけの人ではない。自ら強くなりたいと願い、逆境からも立ち上がり、想おもいを込めて裁さい縫ほうをするあなたの姿が、眩まぶしい。あなたが会うたびに美しくなり、羽ばたいていく姿を誰だれよりも近くで見守りたい。そして、あなたの手を引っ張るのではなくて隣となりで一いつ緒しよに歩きたいと、感じるようになったのです。なぜなら──」

　──その時のフォルスの顔を、レリンは何年経たっても忘れることはなかった。

　いつもきりりと引き締しまっている顔を穏やかに緩ゆるめ、頰と耳をほんのりと赤く染めている。

　自分の左胸に手のひらを当て、掠かすれた声で──




「……あなたのことが、好きだから」




　彼は告げた。

　優やさしくて、甘くて、それでいてどこか厳おごそかに宣言される。

　ずっとずっと、その一言を待っていた。

　優等生のふりをした自分が、心の奥底で渇かつ望ぼうしていた。

　その一言が今、確かに告げられた。

　──レリンの手からハンカチが滑すべり、音もなく足元のラグに落下する。

『好き』

　ルディアには、何回も言われていた。

　素直な好意を惜おしみなく前面に出してくれるルディアの「好き」に幸せを感じていたのは確かだ。

（……でも、全く違う）

　ずっと憧あこがれていた人、想いを寄せていた人に告げられた「好き」が、これほどまで自分の胸を貫つらぬいてくるなんて。

　ずっと胸の中でわだかまっていた悩みも何もかもを、軽々しく吹ふき飛ばしてくれるなんて。

（……嬉うれしい）

　たまらず、目め頭がしらが熱くなる。

　あっという間に視界がにじみ、フォルスの真剣な表情がぼやけて見えなくなってしまった。

「あ──」

「レリン」

　ぎっ、と正面でソファが軋きしむ音。間もなくレリンのすぐ隣でも同じような音がし、そうっと目元に布が押し当てられた。

「……泣かせてしまいましたね」

「い、いえ……」

　涙なみだを拭われると、困ったように笑うフォルスの顔が至近距きよ離りまで迫せまっていることに気づく。彼が持っているハンカチは──

「……それ、私が贈おくった」

「はい、去年の生誕祭に贈ってもらったハンカチです。……こんな形であなたの役に立つなんて、ハンカチも思っていなかったでしょうね」

　紫むらさき色いろのハンカチを手に、フォルスは柔やわらかく微笑ほほえむ。

　親しい異性同士で贈り物を交こう換かんするという女王生誕祭の風習に則のつとって、レリンがフォルスのために作ったハンカチ。

（……あの時から私は、フォルス様のことが好きだったのね）

　その頃ころから胸に宿していた小さな種が一年掛かけてゆっくり芽め吹ぶき、今大輪の花を咲さかせている。ハンカチに刺し繡しゆうされた、紫色の花のように。

　レリンは目元を指の腹でこすり、ふふっと笑った。その拍ひよう子しにもう一ひと粒つぶだけ、目め尻じりに残っていた涙の粒が転がり落ちる。

「……ありがとう、ございます。……すごく、嬉しいです」

「レリン──」

「私も……弱い私もみっともない私も受け入れて、一緒に歩いてくれるあなたのことが──す、好きです」

　レリンを対等な存在として認めてくれる。

　みっともない姿でも受け入れてくれる。

　迷う時には手を差し伸のべ、レリンが夢に向かって前進するよう助けてくれる。

　──そんな自分を、好いてくれる。

（そんなあなたが、好きです）

　レリンの精せい一いつ杯ぱいの告白を受け、フォルスは息を吞のんでいた。その頰ほおが徐じよ々じよに赤みを増し、とうとう彼はううっ、と唸うなって両手で顔を隠かくしてしまった。

　自分がレリンに告白した時よりずっと緊きん張ちようしているように思われて、レリンはついついくすっと笑ってしまう。

「……笑わないでください」

「ふふ。私だって、フォルス様のいろんな面を見たいんですよ」
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「そう言われたら、俺も強く言えないじゃないですか。……本当にあなたは変わりましたね」

　降参、と言わんばかりに片手を挙げてフォルスが言うので、レリンは満ち足りた気持ちで微笑んだ。

（そう、私は変わった。これからも変わっていく）

　冷たい地下室で震ふるえていた自分は、もういない。

　たくさんの友人に、恩師、家族。そして愛いとおしい人と共に、これからも変わっていくのだ。

　不意に、フォルスの手が伸びてレリンの頰をそっと捉とらえた。

　同じソファに座り、体を捻ひねって二人見つめ合う。

　フォルスの澄すんだ青緑色の双そう眸ぼうが、思いの外長いまつげが、幸福そうに弧こを描えがく唇くちびるが、目の前にある。

「……これからは騎士としてだけではなく、あなたに心を奪うばわれた一人の男として、あなたと共に歩ませてください」

「……は、はい！　フォルスさ──」

　名前を呼ぼうとしたのに、言葉は中ちゆう途と半はん端ぱなところでフォルスの唇に吸い込まれてしまった。

　腰こしを抱だき寄せられ、頰を撫なでられ、唇はフォルスのそれにふさがれて。

　額にされていたものとは全く違ちがう、「愛情」を示す唇へのキス。

（フォルス様……）

　直接ふれあう唇の体温が心地ここちよく、レリンはそうっと瞼まぶたを閉とざした。

　たくさんのものを手に入れた今。レリンの胸は限りなく満たされていた。







[image: 終章　雪に潜む思い]




　騎き士しの青年と茶色の巻き毛の少女が寄り添そってサンルームから出ていく。

　ドランは窓辺に寄りかかり、じっと二人の後ろ姿を眺ながめていた。サンルームはガラス張りな上に三階の彼の部屋から室内を覗のぞき見ることができたのだ。

　ロッキングチェアに揺ゆられながら一部始終を眺めていたドランは出窓に肘ひじを乗せ、ふーんと鼻声を上げる。

「……ぶっきよーな男だと思ったら、おいしいところはもっていく、ってか」

　もう少しなら放置しても大だい丈じよう夫ぶかと思っていたが、思いがけず騎士の青年は行動を起こしてきた。おかげさまで、ドランは騎士と少女の甘いひとときを観察することになってしまったのだ。

　近ちか頃ごろ気に掛けていた少女が、他ほかの男に寄り添っている。

　その有り様を一部始終観察していたのだから、多くの男なら多少なりとも落ち込むなり相手の男に嫉しつ妬と心を抱いだくなりするものであろうが──

「……でも、僕ってこういう展開の方が燃えるんだよね」

　ドランは、笑っていた。

　唇の端はたをつり上げて笑えむ姿には、余よ裕ゆうさえ窺うかがわれる。

「レリン、僕はね……やっぱり、君がほしいよ」

　ドランの呟つぶやきは誰だれの耳にも届くことなく、暖だん炉ろの火が爆はぜる音の中へと消えていった。

　窓の外では、ちらちらと雪が降り始めている。

　もうすぐ、真冬が訪おとずれる。
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　冬は、日が落ちるのが早い。

　室内には、上品な紅茶の香かおりが満ちていた。

　壁かべには、ランプの明かりを受けて揺らめく人ひと影かげが映り込んでいる。

「……そういうわけで、噂うわさには聞いておりましたが裁さい縫ほうの腕うで前まえだけでなく、見た目に反してたくましく、頭の回転も速い子でした。今後に期待できそうです」

　紅茶を淹いれながら、一人がおっとりと言う。

　彼女の前に置かれたカップは、三つ。

「これからいかにして彼女を磨みがくかが、肝きもになりそうですね」

「ああ、確かに今後どうなるか非常に楽しみだよ」

　淹れたての紅茶を受け取り、二人目の人物が低く笑う。

「話をした時も、なかなかおもしろい子だと感じた。ただまぐれで賞を取っただけの受賞者ちゃんじゃなかったようだな」

「ほう……そのような子なのですか。会ったことがないのはわたくしだけですか。うちの子から話は聞いていたのですけれどね」

　同じく紅茶を受け取った三人目が呟き、カップの水面みなもに映る自分の姿を眺めた。

「レリン・ベルゼ……お手並み拝見ですね」




　三人が紅茶の香りに包まれて話をする屋や敷しきの外では。

　夕方頃ごろから降り始めた雪が、王都サランの町並みを白く染めつつあった。








あとがき









　皆みな様さまこんにちは、藤ふじ咲さき実み佳かです。おかげさまで、『王家の裁さい縫ほう師しレリン』二巻刊行となりました。一巻を読んでくださった全すべての方に心からお礼申し上げます。




　今作は、前巻でようやっと自分の足で歩けるようになったレリンが恋こいや夢を叶かなえるために本格的に歩きだす物語となっています。裁縫師と銘めい打うちながら前巻ではあまり縫ぬうことができなかったので、今回はハンカチや刺し繡しゆうだけでなく様々な裁縫に挑ちよう戦せんさせました。でも一ひと筋すじ縄なわにはいかず、レリンの前に困難が立ちはだかります。

　私は主人公に試練を与あたえたくなる性格（？）で、苦しみ、うちひしがれ、辛つらい思いをしながらも困難に立ち向かう女の子の姿が大好きです。一見レリンもすぐにぽっきり折れてしまいそうな儚はかない子ですが、かなり芯しんは強くてたくましいです。




　二巻執しつ筆ぴつにあたりまして、新キャラを出すことになりました。その中でも異国の彼は、一巻執筆当時から「二巻があるなら出したいな」と思っていたキャラです。彼やルディアは主人公に対して積極的で、ストーリーをグイグイ引っ張っていってくれるのでとても動かしやすいです。動かしやすさという点では、寡か黙もくなお姉さん的立ち位置であるジェーンもいい感じに動いてくれます。有り難がたいことです。




　それでは謝辞を。

　一巻に続いて挿さし絵えを担当してくださる柴しば田た五い十す鈴ず様。細部まで描かき込まれた美び麗れいな絵にうっとりです。素す晴ばらしいイラストをありがとうございます。イラストカードをデスクの前に飾かざって毎日眺ながめています。位置的にちょうどフォルスに見下ろされているようなアングルになっており、喜んでいる変人は私です。

　担当様。根気強くご指導くださり、ありがとうございます。そして毎度タイトル案でお世話になっています。ネーミングセンスのない作者ですみません。

　そして、本作刊行に携たずさわってくださった全ての皆様。多くの人の力あってこそ一冊の本ができあがるのだとしみじみ感じております。ありがとうございます。




　それでは、皆様にまたお会いできることを願って。





藤咲実佳





















『王家の裁縫師レリン ほころぶ想いと赤い糸』

電子版特別ショートストーリー








『物語よりずっと幸せなこと』









「フォルス、ちょっといいかしら」

　主君に名を呼ばれ、フォルス・バルクールは振り返った。

　ここは、王城の一角に存在する王女の執務室。普段は聖堂学校で勉強をしている王女ルディアは本日、母・女王に呼ばれて書類仕事をしに城に戻ってきていた。内容確認と書類に必要な押印を片づけた彼女は今、ソファで休憩しているところだ。

　書類を日付順に並び替えていたフォルスは、恭うやうやしく頭こうべを垂たれる。

「はい、何でしょうか」

「今は休憩時間だから、もうちょっと砕けた態度でいいわよ。フォルス、あなたに本を貸すから、しっかりと目を通すように。ジェーン、あれをフォルスに渡して」

「書籍……ですか。かしこまりま──」

　ジェーンから本を受け取ったフォルスは表紙を見て、ん？　と優美な眉を寄せた。

　仕事関連の文献かと思ったが、装丁は華やかなピンク色。若干読みにくい流麗な書体で記されたタイトルは──

「──『乙女の恋愛掌編集・桃色両想い編』。おまえ、そういう趣味だったのか……」

「待て、ジオ。誤解だ」

　隣から覗き込んできたジオドールがタイトルを読み上げて、うろんな目を向けてくるものだから、フォルスは全力で否定する。すぐさま本をジェーンに突き返すが、彼女はつんと顎を逸らした。

「しっかりと目を通すようにとの姫様のご命令ですよ、フォルス」

「し、しかし、なぜ俺がこのような本を──」

「しばらくの間貸してあげるから、ちゃんと読んで感想をまとめること。ああ、ちなみに栞を挟んでいる箇所についてはいっそう念入りに読むこと。いいわね？」

「……はあ、かしこまりました」

　なおも納得いかなそうな顔をしているが、これも王女の命令だからと受け入れることにしたようだ。「荷物に入れてきます」と一言断り、彼は部屋を出て行った。

　フォルスの出ていったドアの方を不思議そうに見ていたジオドールが、「僭せん越えつながら」とルディアに申し出る。

「先ほどのあの書籍は、一体何なのでしょうか」

「ふふ、フォルスには秘密よ？　あれは学校でも人気の恋愛小説でね、書店で買ったのをみんなで回し読みしていたの。短編集なんだけど、その栞を挟んだ箇所の話は、レリンがとりわけ気に入っていたものなのよ」

「レリンが？　しかしなぜその書籍を、フォルスに？」

　ジオドールは、最近フォルスの恋人になった少女の名を耳にして首を傾げる。何ごとにも鈍感な彼は、いまいちルディアの意図が理解できないようだ。

　だがルディアは気にした様子もなく、ふふんと機嫌よさそうに菓子を摘んだ。

「さあて、どうなることかしら……楽しみね、ジェーン」

「そうですね、姫様」

　訳知り顔の二人は互いの顔を見て、くすくすと笑い合う。

　一方のジオドールはやはり意味が分からず、厳いかつい顔を歪めて首を捻ひねるばかりだった。







　フランチェスカ王国王都・サランの街は雪に包まれており、歩くたびに足元の雪がキュッキュッと軽快な音を立てる。灰色の空からは、綿菓子のような雪がひらひらと降ってきていた。

　履いているブーツは、店で一目惚れして先日購入したもの。レリンは、このブーツの折り返し部分から覗くチェック模様がお気に入りだった。

　今日は、フォルスから散歩に誘われていた。もう半月もすると王都は分厚い雪に包まれる。日常生活はなんとかこなせるが、気軽に遊びに行くのは難しくなる。真冬になる前に行けるところは行っておこうと、フォルスと決めたのだ。

（……そういえば、ちゃんと告白してもらってから初めてのお出かけね）

　冬の初めにフォルスから想いを告げられ、彼の恋人になった。その時のことを思い出し──はっとして、レリンはバッグから鏡を出して覗き込む。鏡に映っている自分の頰が真っ赤なのは、寒さだけが原因ではないだろう。

　待ち合わせ場所は、いつもの三番区カフェ。今日はちょっと早く到着したからか、店の前に彼の姿はない。

（フォルス様が来られるまでに、ちょっとは赤みも引くかな）

　雪避けのために、ひとまず軒下の下に入る。マフラーや上着に付いていた雪をぽんぽんとはたき、フォルスが来るのを待っていると──

「……おや、可愛らしいお嬢さん。お一人ですか？」

　大通りを歩いていた若い男性三人組が、レリンを見て声を掛けてきた。

　最初きょとんとしたレリンは背後を振り返って誰もいないことを確認し、おずおずと青年たちに応える。

「えっと……私、ですか？」

「そうそう。こんなところで寒いでしょう。一緒にお茶でもいかがですか？」

　青年の一人がにっこり笑い、「あちらに、僕たちが行きつけの店があるのです」と大通りの反対側を手で示す。

「温かいものでも一緒に飲みましょう。もちろん、おごりますよ」

「い、いえ。人を待っておりますので」

「それでは、待ち人が来るまでの間だけでも」

「本当に大丈夫です。すぐに来られるはずなので」

「じゃあ、立ち話でもいいからちょっと時間を──」

　笑顔で話しながら距離を詰めてくる青年たち。

（どうしよう……お店の中に逃げようか。でも、中まで追いかけてこられるかも──あっ！）

　青年たちの背後に、すらりとした影が立った。

「……俺の連れに何かご用ですか」

「え？」

　青年たちは振り返り──そこに立っていた背の高い男性の姿を見、うおっと声を上げる。

　魅力を存分に引き立てるような、立て襟コート姿の彼は青年たちの間に割り込み、壁に背中をくっつけていたレリンの手を取って、優しく抱き寄せてくれた。

「お待たせしてすみません、レリン。寒かったでしょう」

「い、いえ。私がちょっと早く来すぎたので。……会えて嬉しいです、フォルス様」

「俺もですよ。……ということで」

　そこでフォルスは振り返り、ぽかんとしていた青年たちににっこりと微笑みかける。

「彼女の相手は俺だ。お引き取りを」

「……は？」

「聞こえなかったか？　俺の恋人に手を出すなと言っている」

　言葉遣いこそ丁寧だが、低い声には問答無用の響きがある。青年たちはぎょっとして後退し──一人は軒下から転げ落ちそうになりながら、慌てて逃げ去っていった。

　抱擁を解いたフォルスはふうっとため息をついて、申し訳なさそうにレリンを見つめてきた。

「すみません、レリン。俺が遅くなったばかりに、あなたを困らせました」

「い、いえ。いいのです。それより──」

　もしかして、とレリンはおそるおそるフォルスの青緑色の目を見上げる。

　──待ち合わせをしている女性が知らない男たちに絡まれたところに、颯爽と現れるヒーロー。恋人を抱き寄せた彼は、毅然として男たちに言い放つ。「俺の女に手を出すな」と。

（こ、これってまさか、ルディア様と一緒に読んだあの本の!?）

　ルディアが、「これ、フォルスにも読ませてみるわ！」と言っていたのだが──

「……その、フォルス様。ルディア様から小説、借りました？」

「小説？……ああ、何か押しつけられましたね。まだ見てはいないです」

「えっ」

　目を見開くレリンをよそに、フォルスは顎に手をやってやや難しそうな顔をした。

「派手な表紙の小説でしょう？　読んで感想を聞かせろと言われましたが、それっきりで。……今夜は時間があるので、読んでみますね」

「そ、そうですか……」

　レリンはほうっと息をついて胸に手を当てる。

　びっくりした。てっきり、フォルスは小説の内容を忠実に再現してくれたのだと思った。

（……でも、そうじゃなくってもフォルス様はやっぱり格好いいんだ）

　何かを読んだわけではなくても、フォルスはレリンが「嬉しい」と思うことをしてくれる。物語を真似たわけではない。彼が自然体で接してくれることで、レリンも幸せになれるし嬉しいのだ。

「……ふふ」

「レリン？」

「いえ、何でもありません。……今日は何を食べましょうか？」

「そうですね、冬季限定の菓子でもあれば──」

　カランコロン、とベルが幸せな音を立てた。
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